
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　京きよう橋ばし悠ゆう斗とはライトノベルの挿絵などを描いているプロのイラストレーターだ。

　夏コミの打ち上げで、すっかり酔い潰れた悠斗が目を覚ますと──自分の部屋だった。

　そこへ謎のコスプレ少女が現れて!?

　少女は名を乃の木ぎ乃のノの香かといい、なんと××を吐いた悠斗を介抱してくれたらしい。驚異的な家事スキルと〝ふくらみ〟を持つ彼女だが、なんと14歳だという。

「あ、あの！　よかったら、わたし、お手伝いします！」

　悠斗の破滅的な生活を見かねて、ハウスキーパーを申し出てくれるのだった。

　同人誌即売会で、美人イラストレーターのナストキュウリと知り合う悠斗。ところが、直後に見知らぬ者から脅迫メッセージを受け取る。

　ナスは《ストーカーほいほい》と渾あだ名なされるほどの美人で、今もつきまといの被害を受けていた。解決のため、悠斗は結婚指輪を贈る。結局、それの効果はなかったが……

　なんとかストーカーを撃退でき、ナスを助けることができたのだった。

　悠ゆう斗とは帝てい王おう文庫から挿絵依頼を請うけ負おうも、キャラクターデザインに悩んでしまう。

　そんなとき、代表作《猫ソナ》の著者──マリィが押しかけてきた。彼女の気晴らしのため、長なが崎さき旅行に出る悠斗と乃のノの香か。

　ハウステンボスや雲うん仙ぜん温泉を堪たん能のうし、どうにかマリィは元気を取り戻す。悠斗も悩んでいたデザインがまとまるのだった。長崎すごい。クエ美お味いしい。




　キャラデザも無事に決まり、乃ノ香から踏み踏みマッサージを受けていた悠斗だったが、姉にして超有名イラストレーターの京きよう橋ばし彩あや華かが訪ねてくる。

　なぜか、悠斗の受けた帝王文庫の仕事を横取りしようとする彩華。

　圧倒的な実力差に打ちのめされるものの、悠斗は勝負コンペを挑み、からくも勝利する。

　実は、彼女は重度の弟大好きブラコンで、絵にしか興味のない弟に関心を持ってもらうために、一連の行為に及んだのだった。




　マリィの新シリーズを担当することになった新人イラストレーターの白しろ砂すな。今までネットでイラストを公開するだけだった絵師で、同人経験もない。

　担当編集は頼りにならず、著者からは理由不明のダメ出しをされ、友人たちに〝付き合いが悪くなった〟と責められ……精神的に追い詰められてしまう。

　そんな彼女を見かね、悠斗は助言を与えた。どうにか立ち直る白砂。

「私、仕事には責任を持てる人になりたいから」

　彼女は素晴らしいイラストを仕上げるのだが……悠斗の家に泊まったことを知ったマリィが「ずるい」と言いだして!?




　白砂の提案もあり、悠斗たちは八はち丈じよう島じまへ行くことに。

　羽はね田だ空港から飛行機で１時間ほどの距離にある南の楽園だ。明日あした葉ばうどんは美味しいし、鯛たいづくしは美味しいし、島しま寿ず司しは美味しいし、島しま焼じよう酎ちゆうは美味しいし……

　プールや露天風呂で日々の疲れを癒やし、親交を深める二泊三日。

　そんななか、ナスが浮かない表情をしていた。なんと上司に言い寄られたのを苦に会社を辞めて、今は公園や河原で仕事をしているという。

「……僕の家に来たらどうかな？」

「ユウトさん……本当に甘えてもいいんですか？」

　そして最終日の朝──かねてからの想おもいを打ち明ける乃ノ香。

「わたし、イラストレーターになりたいです」

　悠斗は応援を約束する。

　旅行から帰って、彼女が教えを請うたのは、意外にも京橋彩華だった。
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　２年前の冬──

　まだ悠ゆう斗とが、乃のノの香かやハラミと出会っていない頃のことだった。




　凍しみるような寒い日の夕方。

　新年早々、悠斗は秋あき葉は原ばらのバーオネストに呼び出される。店内には、冬コミで頒はん布ぷされたタペストリーがもう飾られていた。

　いつもの奥の角席で、錦にしきが片手を挙げる。

「おつかれー、ユウト」

「錦、おまたせ」

　年齢差はあったが、錦は堅苦しいのが嫌いだとかで、悠斗は同年の友人のような付き合いをしていた。

　もう新年の挨拶は済ませている。コミケの打ち上げが年を跨またいだので、そのまま新年会になったのだった。

　ソファーに座っているのは、錦１人だけ。

　悠斗はリュックを下ろしつつ尋ねる。

「……美び屋やさんは？」

「連絡したけど、やっぱり返事がねーなー」

　彼が肩をすくめた。

　悠斗は小さくため息をつく。

「……そうか……難しいもんだね」

「そりゃ、人間関係は難しいもんさ。まして、クリエイターなんて面倒な人種だしな。同人作家でも」

「そうは言うけどさ……」

「あんま気にすんな。合うときは会えばいいし、合わないときに無理して会うことはねえよ」

　本心から、気に病んでいないように見えた。

　しかし、本当に？

　悠斗には想像もつかない。

「……長い付き合いだったんだろ？」

「まぁ、俺が大学３年のときからなんで、７年くらいか……長いような、短いようなってやつだな」

「充分に長いよ」

　それが急に連絡も返さなくなるなんて──と残念に思う。

　錦にしきがタバコに火をつけた。

　ホールスタッフが来てメニューを説明してくれる。

　悠ゆう斗とはコラボカクテルを頼み、錦が響ひびきブレンダーズチョイスを追加した。

　乾杯して、悠斗は甘くて酸味の利いたアルコールで喉を潤す。

　やはり簡単には割り切れなかった。




「……錦と美び屋やさんは、友達だけど師匠と弟子って感じで、いい関係だと思ってたんだ」




　錦が苦笑する。

「弟子なんてつもりはなかったけど」

「でも、いろいろ教えてたじゃないか？」

「俺としちゃ、気付いたことを仲間内で共有してただけのつもりだったんだが……まぁ、周りから弟子みたいに見られるのが嫌だったのかもな。人の心こころ内うちなんて、他人にはわかんねえよ。自分自身ですら、どこまでわかっているのか怪しいくらいだ」

「……うん」

「離れていったのには、なにか理由があるんだろうさ。でも、そんなこと、俺らが考えてもな？　なにか気に障さわることがあったなら言ってるだろ。何も言わねえってことは、あっちの都合なんだよ」

　そうだね──とうなずいて、悠斗はもう一度グラスを口に運ぶ。

　カクテルの酸味が強く感じられた。
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「──京きよう橋ばし彩あや華か先生、わたしに絵の描き方を教えてください」

　そう言って乃のノの香かは頭を下げた。

　まだ夜まで時間があるが、太陽は西に傾いている。そんな時間だった。

　外は寒い。

　ユウトの家のエアコンは、乃ノ香よりも年上だ。ゴウンゴウンとうなりながら、温かい風を送っていた。

　京橋彩華の表情は変わらない。

　しかし、その手はグッと握りしめられたり、そわそわ動いたり、胸の前で指を組まれたりとめまぐるしかった。

　乃ノ香はユウトから教えられたことを思い出す。

〝姉さんは、あまり感情を顔に出さないタイプだけど、手や姿勢を見てればわかるよ〟

　仕草から感情を推測するのは難しかったが、いろいろな思惑が脳裏を駆け巡っていることはわかった。

　ふぅ、と彩華がため息をつく。

「まぁ……話くらいは聞いてあげるわ。悠ゆうちゃんに呼ばれたわけだし」

　この部屋に彼女を呼び出したのはユウトだった。

　自分で頼みたい──という乃ノ香の希望を叶かなえて、彼は外出している。

　彩華はコタツのあるリビングを通り過ぎ、奥の仕事部屋に入ると、ＯＡチェアに腰掛けた。

　いつもはユウトが座ってイラストを描いている椅子に腰掛け、ややリクライニングさせつつ腕組みし、脚も組む。

　膝を重ねる仕草が、それはそれは様になった。

　すぐに乃ノ香は、お茶を用意する。

「ありがとうございます。あの……どうぞ」

　湯飲みをデスクに置いて、自分は直立不動きをつけの姿勢を取った。

　猫のワコムがキャットタワーの二段目の棚に、でろりんと寝そべり、興味深そうに人間たちを見下ろしている。少し前にゴハンをあげたので、降りてきて甘えてくることはなかった。

　彩華が固い声で質問してくる。

「私に絵を教えてほしいですって？」

「はい」

「ハァ……悠ゆうちゃんに呼び出されてみれば、部屋にいないし。素人にお絵かき教室をしろとか言われるし」

「……すみません」

　ユウトは〝姉さんを呼んでおく〟と言ったが、乃のノの香かから頼みがあることは伝えていなかったようだ。

　彩あや華かは両手の親指を擦り合わせた。

「でも、まぁ……その頼み事をするって、悠ちゃんは知ってるわけよね？」

「はい」

「ということは、つまり……悠ちゃんってば、私と会う回数を増やすために、貴女あなたへの指導を頼んだんじゃないかしら!?　今は急用が入っちゃっただけで」

「あの、今は美容院です。彩華先生に指導をお願いするのは、ユウト先生の案ではなく、わたしが」

　ジトッと睨にらまれる。

　かなり〝お怒りモード〟だったが、会話を打ち切って帰ったりはしなかった。

　感情を顔に出さないという話だったが、彩華の瞳には明確な敵意が漲みなぎっている。

「ふんっ、貴女も気付いたわけね」

「え？」

「悠ちゃんは絵のことしか興味ないものね。あの子の視界に入るためには、自分も絵を描くしかないのよ。しかも、認められるような素晴らしい絵を」

「そ、そうなんですか……？」

「大変なんだから」

　しみじみとした口調で彩華が語った。

　乃ノ香は首をかしげる。

「あの……でも……わたし、ユウト先生の視界に入るため、とかじゃないんですけど」

「はあァ!?」

　すごい声を出された。

　怯ひるまずに乃ノ香は告げる。

「わたし、イラストレーターになりたいんです！　だから絵を」

「悠ちゃんに近付くためでしょ!?」

　飢えた野良猫みたいにフゥーと彩華が威い嚇かくしてきた。

　ふるふる、と乃ノ香は首を横に振って否定する。

「ちがいますので！　本当に絵を描けるようになりたいだけです！」

「なんで？」

　本気で理解できない──といった口調で、彩あや華かが左手を自身の頬ほおに添えた。

　乃のノの香かはおおいに戸惑う。

「……な、なんで……と言われましても。彩華先生もイラストを描くのが好きだから、イラストレーターになられたんですよね？」

「嫌いじゃないけど」

「けど？」




「私は、悠ゆうちゃんの視界に入るために描いてるだけだから」




　──ファンや関係者が聞いたら、泣きますよ？

　乃ノ香とて教えを請うくらい彩華のイラストが好きなので、少なからずショックを受けた。

「ほ、本当に、そんな理由なんですか？」

　ふふん、と彩華が鼻で笑う。

「知らないって、可哀かわい想そうなことね……素敵な絵を描いてあげたときの悠ちゃんの笑顔は、とんでもなく可愛かわいいのよ！　あれこそ、花が咲いたような笑顔ってやつね！　天使！　ほんと天使！　尊い！　んもう！　んもう！」

　くねくねと彩華が身み悶もだえした。

　想像もできない。

　乃ノ香にとってのユウトは、どちらかといえば感情を表に出さないタイプだ。

「ユウト先生とは料理とかアニメとかの話もします。視界に入ってないっていうのは、大おお袈げ裟さじゃありませんか？」

「そんなの口が動いてるだけよ。瞳がキラキラしてないもの」

　なるほど、と乃ノ香は思う。

　──たしかに、ユウト先生が真剣な顔をするのは、イラストに関わることだけかもしれません。

　ハッ！　と気付いて話題を戻す。

「と、とにかく、ユウト先生とは関係ありませんので」

「本当に？」

　乃ノ香は困ったように苦笑しつつ、うなずいた。

「ユウト先生は──わたしのこと、そういうふうには見てないと思います」

　疑わしげな目をしていた彩華だったが。

「まぁ……よく考えてみると、ソノ気があれば、とっくに押し倒してるわよね」

「はわ、はわわ!?　そんなのダメです」

　頬ほおが熱くなる。乃のノの香かは頭の上で手を交差させて×の字を作った。

　彩あや華かがため息まじりに言う。

「悠ゆうちゃんだものね……そういうことに興味ないでしょ。相手が誰だろうと」

「そこまで!?」

　相手に関係なく、絵を描くこと以外に興味がない？

　彩華が親指の爪を噛かむ。

「私だって、童貞を殺す服とか、Ｈな下着とか、バニーとかスク水とかメイド服とか、いろいろ試してみたけどダメだったもの！」

　──姉だからでは!?

　そう思ったけれど、乃ノ香は賢明にも口をつぐんだ。

「……」

「貴女あなたの立場だと、ただ仲良くなりたいだけなら、絵の描き方を悠ちゃんに教わろうとするでしょうし？」

「あ、先生は教えてもいいって言ってくださったんですが……でも、あ、その、ユウト先生は……」

「そうね。他人に教えるってなると……ねぇ？」

「あはは……」

　言葉にはしなかったが、なんとなく２人の間で共通理解があった。

　少しだけ相手の雰囲気が変化する。

「ひとつ質問するわ──どうして私だったのかしら？　悠ちゃんの知り合いなら、何人か面識があるでしょ？」

　もちろん、乃ノ香とて、いろいろな可能性を考えた。

　このお願いが、身に過ぎたものであることは理解している。

　それでも──

「わたし、ユウト先生のイラストが好きなんです。その理想に一番近いイラストを描いてらっしゃるのが京きよう橋ばし彩華先生だったので」

「また……そういうときは〝京橋彩華先生の絵が好きです〟って言うもんでしょ!?」

「ああっ、すみません！」

「なんてね……お世辞は言われ飽きてるから、要らないわ。正直が美徳とも思わないけれど」

「……先生の絵も好きです。本当に」

　彩華が、いつもユウトが使っているペンを手に取った。

　ＰＣの電源は落ちているが、真っ暗な液晶タブレットにコツコツと先端を当てる。手癖なのだろうか。

「イラストレーターになりたいって？」

「はい！　あ、それは……希望といいますか。遠い目標という感じなのですが。わたし、まったくの素人なのに、こんなこと言って、笑われちゃうかもしれませんけど」

「そうね」

「大変なのは、覚悟しています」

「ま、いいんじゃない？　興味があるならやってみれば？　べつに誰に迷惑をかけるわけじゃなし」

　彩あや華かの口調がやわらかくなっていた。

　乃のノの香かは心臓の動どう悸きが速まるのを感じる。

「教えていただけるんですか!?」




「え、すごくイヤ」




「あう……」

　膠にべもなかった。

「イヤだけど……悠ゆうちゃんの紹介だしね？　私が断って、結局は悠ちゃんが教えることになったら、もっとイヤなのよね、そんなの」

「そ、それじゃ……」

　彩華が背筋を伸ばし、自身の右手を左手でぎゅっと握った。まっすぐに乃ノ香を見つめてくる。

「仕方ないわ。教えてあげる」

「ありがとうございます！」

　乃ノ香は胸が膝につく勢いで頭を下げた。ふにょん、と大きな膨らみが形を歪ゆがめる。

　彩華がジト目になった。

「そういうとこなのよね……」

「はい？」

「なんでもないわ。えっと、貴女あなた……名前は何だったかしら？」

「乃の木ぎ乃ノ香です！」

「教えるからには、手加減はしないわ。だから──辞めたくなったら遠慮せずに、いつでも辞めてちょうだい？」

「辞めません！」

　さて、と彩華が考えこむ。

「んー……でも、全くの素人に教えたことなんかないから、どうしたら…………まぁ、細かいことはいいわよね。結局、それなりに描けないと、どうしようもないんだし？」

「はい」

　このあたりの唐突な雑さは、ユウトに似ている。

　姉弟きようだいだなぁ──と乃のノの香かは密ひそかに思った。

　彩あや華かから最初の課題が出される。

「今ここで絵を描いてみて。何でもいいけど、１時間くらいでね」

「がんばります！」

　乃ノ香に気合いのスイッチが入った。





　　　　†






　京きよう橋ばし悠ゆう斗とは美容院を出る。

　スマホを確かめるが、連絡はなし。

　すくなくとも、あっさり拒絶はされなかったらしい。彩華が怒って帰ってしまったら、そう伝えてきているだろう。

　あるいは、まだ話している可能性もあった。

　いや、さすがに無いか。

　べつにトップクラスのイラストレーターにかぎらず、みんな暇ではないものだが……とくに京橋彩華は忙しい人だ。そのうえ、長居できない別の理由もある。

　もう帰っただろう。

　つらつらと考えながら、悠斗はマンションの６階にある自宅へ戻った。

「ただいまー」

「あ、おかえりなさいませ、ユウト先生」

　乃ノ香がコタツで絵を描いていた。Ａ４のコピー用紙に鉛筆で。

　そして、奥の部屋には、彩華の姿があった。

「姉さん!?」

「……姉さん？」

　思いっきり睨にらまれた。

　悠斗は言い直す。

「お姉ちゃん」

「うん。おかえりなさい、悠ゆうちゃん♡」

「お久しぶり。もう帰ってるかと思ったよ」

「ひどい！　悠ちゃんが呼びつけたのに」

「あ、いや……用事があるのは、乃ノ香ちゃんだったから。この様子だと、教えてもらえることになったのかな？」

「はい！」

　答えた乃のノの香かが笑みを浮かべた。

　彩あや華かが肩をすくめる。

「そりゃ、断ったら、悠ゆうちゃんが教えることになりそうだし？」

「僕に教えられるかなー？」

「無理よ」

　断言された。

　不向きなのは自覚していたが、弟に激甘な姉にまで否定されるなんて、ショックだ。

　それはそうとして──

　悠ゆう斗とはキャットタワーで寝ている猫のワコムへと視線を向ける。

「お姉ちゃん、猫アレルギーは大丈夫なの？」

　長居できないだろうと思ったのは、そういう理由もあった。

「アレルギーを抑える薬を飲んでるの」

「へえ、そういうの、あるんだ？」

「体質によるけど、自分に合う薬を飲めば、けっこう効くみたいね。あと、ちゃんと猫をトリミングしてあげてて、部屋の掃除と換気もしていれば、だいぶ違うらしいわ」

「そのへんは、乃ノ香ちゃんがやってくれてるからね」

　猫の毛を梳すいたり、掃除をしたり。

　以前の悠斗の部屋は、床も見えなかった。

　今は見違えるほど綺き麗れいになっている。ハウスダストが減ったせいか、しょっちゅう出ていた咳せきが、夏頃からぴたりと止まっているのだった。

　そんな話をしていると、乃ノ香が鉛筆を置く。

「できました！」

「おー」

　どれどれ、と悠斗はコタツの上に視線を落とす。

　カニバスターの赤あか城ぎカニヤだった。

　デッサンは取れている。

　ただ、直立したポーズなので、イラストというよりキャラクターデザイン用の絵みたいになっていた。

　乃ノ香が不安げな顔をする。

「あ……すみません、下へ手たっぴで」

「え？　いや……」

　彩華が声をあげる。

「ほら！　教えるのは私なんでしょ!?　早く持ってくる」

「は、はい！」

　乃のノの香かが絵を持って立ち上がった。

　まるで、戦いに臨む戦士のような顔つきだ。

　不安と緊張と勇気と覚悟。

　悠ゆう斗とは手助けしてあげたいが、口出ししない約束だった。

　自分の定位置を姉に占領されているので、コタツに腰を落とす。

　正直、彩あや華かが乃ノ香の絵を酷評するのではないか──と心配していた。初心者なのだから、優しく教えてほしい。

　果たして──

　彩華が、乃ノ香の描いたカニヤの絵を受け取り、すぐ口を開いた。




「ちゃんと全身が描かれているの、とても良いわね」




「えっ!?」

　乃ノ香が目を丸くする。

　端はたで聞いていて、悠斗も驚いた。

　表情を変えずに彩華は続ける。

「顔しか描かない子よりも、きっと早く伸びるわ。あまり消しゴムを使ってないのもいいわね。消したって、完成と成長が遅れるだけだもの」

「そういうものですか」

「最初からこれだけ描けたら、充分に上等じゃないかしら」

「でも、下へ手たっぴで」

「そんなことないわ。デッサンも崩れてないし」

「え……でも……」

「どこか気になるのかしら？」

「……なんか、イラストって感じにならなかったです」

「まぁ、鉛筆だしね」

「あ、でも……ユウト先生のラフは、丸とか棒とかでもイラストって感じなので」

　乃ノ香がもどかしげに訴えた。

　彩華が事も無げに言う。

「気になるところがあるなら、次は何か変えてみたらいいわ。好きなように描いていいんだから、どこを変えるのも自由よ」

「そうですね」

　乃のノの香かが深くうなずいた。

　その表情は、彩あや華かに絵を持っていくときに比べると、だいぶやわらかくなっている。

「楽しかった？」

「え？　あー……時間制限もあったので、ちょっと必死でした」

「そういえば、あの子も、そんなことを言ってたわね」

「あの子……ですか？」

　乃ノ香の問いに、彩華は少し話を脱線させる。

「今、貴女あなたと同じように言ってきた子を１人、教えてるのよ。あっちは高１だけど」

「そうだったんですか!?」

　この話には悠ゆう斗とも驚いた。初耳だ。

　彩華が首をかしげる。

「海え老び名な水み織おりっていうんだけど、聞いたことない？」

「ありませんでした」

「フッ……あの子〝ネットじゃ有名人〟なんて言ってたけど……ま、現実はこんなもんよね」

「あー、でも、わたしが最近の流行はやりに疎いだけかもです」

　今の乃ノ香は受験勉強をやりながら、水泳部でレギュラー争いをしつつ、悠斗の家で家事をこなし、コスプレイヤーとして衣装を頻ひん繁ぱんに自作している。

　忙しい中学生なのだった。

　彩華が肩をすくめる。

「他人に絵を教えるなんて苦痛なのだけれど……かなりお世話になった人に頼まれたから、無む下げに断れなくって」

　それで、海老名水織という子にも教えているらしかった。

「わたしと同じような感じですね」

「は？　貴女の場合は、脅迫だったでしょ？　さっきのは断らせない追い込みだったわ」

「そ、そんなつもりは……」

　思わずたじろぐ。

　彩華がフンッと鼻を鳴らした。

「じゃあ……次は１ヵか月げつ後に見てあげるから。スケッチブック１冊、埋めなさい」

「スケッチブックですか？」

「どんなの使ってもいいけど、マルマンのＢ４で24枚のが定番ね。１枚に５カットは描けるでしょ」

　悠斗は話題にあがったスケッチブックを本棚から取り出す。黒と黄色の表紙に、Sketch BOOKと書いてあった。

「これだよ、乃のノの香かちゃん」

「あ、文具コーナーで見たことあります」

「よかったら、これ新品だから──」

　悠ゆう斗とはスケッチブックを差し出した。

　イラッとした口調で、彩あや華かが割りこんでくる。

「悠ゆうちゃん……？　どうして？　なんで、そういうことするの？」

「あ……ごめん。そうだよね、先生はお姉ちゃんなんだし……道具は自分で用意すべき、って方針か」

「そうじゃなくて！　悠ちゃん、お姉ちゃんにスケッチブックくれたことないでしょ!?　順番がおかしいでしょ!?」

「えー」

「飼い猫だって、増やすときは、先に飼ってたほうを優先して、より可愛かわいがらないとダメなのに！　餌ごはんも撫なでるのも名前を呼ぶのも先せん住じゆう猫が先でしょ!?」

　──いや、猫じゃないし。

　いろいろと釈然としなかったが、悠斗は引き下がる。こうして感情を見せているときの彼女は普通ではなかった。理屈は通じない。

「えっと……なんにしても僕は口出ししないようにするよ……ごめんね」

「んもう」

　フーッと彩華が深呼吸して、先住猫から人間に戻った。

　乃ノ香が、ぐっと胸の前で手を握りしめる。

「大丈夫です。たぶん、ハンズで買えますので」

　彩華が鉛筆を手に取った。

「好きな道具で描けばいいけど……私は２Ｂの鉛筆を使ってるわ」

「そうなんですね」

「筆圧や傾きを学べるから、シャーペンより鉛筆がいいわね。あと、鉛筆を何種類も使い分ける人もいるけど、私は１本だけのほうが集中できると思う。練習って、上う手まく描くことじゃなく、上手くなることが目的だから」

「あ、たしかに」

「でも、上手く描けることでテンションが上がって集中できる人もいるから。結局は自分に合ったやり方を見つけるのが、最も大切ね」

「なるほどです」

　乃ノ香が納得顔で何度もうなずいていた。

　ぱん、と彩華が手を合わせる。

「じゃあ、さっそく始めなさい？　１ヵか月げつなんて、一瞬なんだから」

「はい！　あ、でも……ユウト先生のお夕飯の準備が……」

「そっちは、心配しなくていいわ。ほらほら、ハンズに買いに行くんでしょ？　さっさと出て行きなさい」

　追い立てるように、乃のノの香かを出発させるのだった。





　　　　†






　乃ノ香がいなくなって、彩あや華かと２人きりだ。

　前にも、同じような状況になったことを思い出す。

　あのときは、部外者には聞かせられない仕事上の話のためだった。

「さて……悠ゆうちゃん？」

　彩華が笑顔の仮面を外す。

　左手を右手に重ねているから、怒っているのだろう。

「はい」

　悠ゆう斗とは神妙に返事した。正座である。

「お姉ちゃんは、悠ちゃんに呼ばれたんだけどなー。どうして、中学生のお絵かき教室をやらされたのかしらー？」

「ごめん。忙しいのはわかってるけど……乃ノ香ちゃんには、いつもお世話になってるから」

「お世話に……」

「家事をね？」

「ええ、そうね。知ってるわ」

「だから、イラストレーターを目指すっていうなら、応援したくて」

　彩華が腕組みする。

「私には関係ないと思わない？」

「でも、ワコムはお姉ちゃんの猫だし」

「うっ……」

　猫アレルギーが出てしまった姉が、悠斗に預けたのだ。

　今では、本来の飼い主や家主よりも、乃ノ香に懐いている。

　うん、と彩華がうなずいた。

「たしかに、私たち姉弟きようだいは借りがあるわね。でも、私と悠ちゃんの借りを私だけが返すのは、おかしくない？」

「……なるほど」

　正論だ。

「そんなわけで、私が乃のノの香かに使ったのと同じ時間を、悠ゆうちゃんが私に使いなさい」

「……おかしくない？」

「おかしくないわよ」

「他の方法はないのかな？」

　フッ、と彼女が優しげな笑みを浮かべる。ただし、右手の上に左手を重ねたままで。




「この京きよう橋ばし彩あや華かの時間を……他の方法で買える、と？」




「ごめんなさい。付き合わせていただきます」

　たしかに、トップクラスのイラストレーターに１対１マンツーマンで教えてもらうなんて、普通はありえない。

　その対価は自分が支払うべきか──と悠ゆう斗とは納得した。乃ノ香に学ぶ環境を用意したい、と願ったのは自分なのだから。

　彩華がＯＡチェアから立ち上がった。

「じゃあ、行きましょ！」

「どこへ？」

「今日のところは、夕飯だけで許してあげるわ。私は夜に約束があるし」

「え？　約束って……」

　夜に約束？

　もしかして、特別な関係の異性ができた？

「悠ちゃん、変なこと考えてない？　ゲームの生放送に出演する仕事だからね」

「あー……おつかれさま」

　そのようなわけで、彩華と一緒に部屋から出た。

「ウニャン♪」

　いきなり腕を抱きしめられる。ふにょん、とやわらかい感触が肘に押し当てられた。

「ちょっ!?　姉さ……お姉ちゃん!?」

「んふふふふ……こうしてると、きっと恋人同士に見えちゃうわよねー」

「わかってるなら、放してくれない？」

「イヤ」

　そんな調子で、べったりくっつかれながら、サンシャイン60まで歩いた。

　冬場で互いにコートを着ていたからいいが……

　これが夏場で薄着だったら、暑いうえ、いろいろヤバかったな──と思う悠斗だった。

　彩華自身の自己評価はわからないが、彼女はその容姿にファンがつくほどだ。女優みたいなんて言われている。

　実の姉だからこそ、密着されると悠ゆう斗とは困るのだった。





　　　　†






　サンシャインシティ59階──

《ジョーズ　シャンハイ　ニューヨーク》

　夕暮れの街を見下ろす窓際のテーブル席に、悠斗は腰を下ろす。向かい側ではなく隣に彩あや華かが腰掛けた。

「悠ゆうちゃん、シャンパンがあるわよ？」

「このあと仕事なんでしょ？」

「言ってみただけだもん」

　彼女が拗すねたように唇を尖とがらせた。こんな表情をすると、まるで年下のように見える。

　ずっと〝姉は感情を表に出さないタイプ〟と思っていた悠斗だったが……評価を改めたほうがよさそうだ。

　ユウトが弟であることを隠さなくていい──と解禁して以来、すっかり人が変わったようだった。

　それだけ我慢していた、ということか。

　初めて入る店なので、おまかせのコースを頼んだ。

　前菜のあと、小籠包シヨーロンポーが運ばれてくる。その料理をレンゲにのせ、彩華が悠斗へと差し出してきた。

「はい、悠ちゃん」

「え？」

「あーん」

「いやいやいや……熱いでしょ」

　まだ湯気があがっているし、一口にしては大きすぎる。

　なにより、恥ずかしい。

　くすり、と彩華が怪しげな笑みを浮かべた。

「口移しがよかった？」

「お姉ちゃん!?」

「冗談よ。ほら、さましてあげるね……ふぅー、ふぅー、ふぅー……はい、あーん」

　あ、これ逃げられないやつだ──と悠斗は覚悟した。

　美人から料理を差し出されている。これが普通の関係ならば嬉うれしかったりするのだろうか？

　──実の姉で、イラストレーターとして自分より遥はるかな高みにいる、いつか超えたい目標の人でなかったら。

　悠ゆう斗との脳裏には〝大魔王からは逃げられない〟というフレーズしかなかった。

　差し出された小籠包シヨーロンポーを口に含む。

　まだ熱かったが、騒ぐほどではなかった。

　濃厚な旨うまみが口に広がる。

　このお店は窓からの景色だけではなく、味も素晴らしかった。

　飲みこむ。

　悠斗は照れてしまい、頭を掻かいた。

「この歳としになって、お姉ちゃんに……まぁ、美お味いしかったけど」

「あら、本当に美味しいわね」

　彼女も小籠包を口に運んだ。

　家族なので気にすることではないのかもしれないが、同じレンゲを使うのは、照れてしまう。

「お姉ちゃん、ちょっと恥ずかしいんだけど……」

「まだ平気でしょ。それじゃ、次は、悠ゆうちゃんの番だからね？」

「え？」

「ほら、レンゲを持って」
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「普通に食べない？」

「やーるーのー」

　生涯の目標としている人物が、だだをこねる姿なんて見たくなかったなぁ、と悠ゆう斗とは思った。

　──25歳児じゃん。

　悠斗は話題を変える。

「それにしても、お姉ちゃんが乃のノの香かちゃんの先生を引き受けてくれるなんて、意外だったよ」

　ため息まじりに彩あや華かが言う。

「……私が教えなかったら、悠ゆうちゃんが教えるでしょ。そんなの許せるものじゃないわ」

「な、なるほど」

「悠ちゃんは人に教えはじめると、すっごく気にしちゃうタイプでしょ。自分のことみたいに悩んじゃって」

「そうかも」

「しかも、教え方が下へ手ただから、あの子のためにもならない。３人にとって不幸だわ」

　自分が人に物を教えるのに向いていないことは、なんとなく自覚しているので、それは同意できるのだけれど。

「お姉ちゃんが、あんなに優しく教えてくれるなんて、ちょっと驚いたな」

「普通よ」

「もっとビシビシ厳しいのかと思った」

「そんな、諦めさせるためだけの指導をしたら、やっぱり悠ちゃんが教えるってことになるでしょ？」

「まぁ、そうかも？」

「それじゃ引き受けた意味がないわ。それなりに正しく教えてるつもりよ。まぁ、手加減はしないから、あの子が途中で投げ出すんじゃないかと思ってるけど……」

　理由はどうあれ、教えてくれていることは間違いなかった。

「ありがとう。お姉ちゃんに頼んでよかった」

「……そう思うなら、感謝の気持ちを行動で示してくれてもいいわ？　私たち、もう大人なんだし」

　彩華が紅を引いた唇に、人差し指を当てる。

　その瞳が潤んでいた。

　悠斗は少し考えて──

　小籠包シヨーロンポーをレンゲにのせて、差し出す。

「はい、あーん」

「これ大人かしらー？　あーん」

　文句を言いつつ、嬉うれしそうに食べる彩あや華かだった。
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　２月15日（木）──

　悠ゆう斗との家に担当編集の永なが井い敬けい吾ごがやってきた。

　最近は、出版社の会議室で会うことが多かったので、家まで来るのは珍しい。

「なんだか、久しぶりですね」

「ユウト先生がスケジュールを守ってくれていますから」

「は、はは……」

　そういえば、永井が家に来るのは、だいたいイラストの取り立てだった。

　あるいは、重要な打合せか。

「どうぞ」

　お茶を出してくれたのは、乃のノの香かだった。

　今日は木曜なので、水泳部はお休みで、早めの時間から来ている。

　制服の上からエプロンをつけた彼女を横目に見て、永井が微妙な顔をしたが、とくに何も言わなかった。

　打合せということで、乃ノ香は奥の部屋に引っこむ。猫のワコムが鳴いて、遊びを催促していた。

　悠斗は永井とコタツを挟んで座る。

「遅らせてるイラストはありませんよね？」

　軽い冗談だったが、永井は真剣な表情のままだった。

「もちろんです。今日は、ユウト先生に、折り入ってお願いしたいことがありまして」

「なんですか？」

「先日、新シリーズについて相談させていただきましたよね？」

「《魔女猫》のことですよね」

　ちょうど１週間前の木曜のことだ。

　小お倉ぐらまりぃの新作《魔女猫を飼う》が発表され、ティザーサイトが公開された。

　第１巻の発売日は４月25日と決定している。

　もう小説原稿はあるのだが、いくつかの理由があって２ヵか月げつ先にしていた。

　ひとつは、ユウトのスケジュール。

　帝てい王おう文庫《レイン・レイン・ガールズ》の第２巻の作業もあって、すぐ着手はできないのだった。

　もうひとつは、著者の問題だ。

　マリィは書きだすと速いが、書かないときは書かない。というか、書けない。

　１巻と２巻の間はあまり開けないほうがいいから、しっかり準備してシリーズを始める算段だった。第２巻は７月25日発売を予定している。

　さらに、コミカライズの都合もあった。

　もう漫画家は決まったらしいが、どれだけ急いでも、連載開始までに２ヵか月げつはかかるという。マリィの初しよ稿こうが完成したのが１月だから、コミカライズが４月開始なら充分に異常なほど早かった。

　永なが井いが紙をコタツの上に出す。

「アニメの件で」

「はい」

　まだ公開されていない情報だが……

　新作《魔女猫を飼う》はアニメ化が予定されていた。

　第１巻が大失敗でもしないかぎり、動くことになっている。それだけ、小お倉ぐらまりぃの作品が信頼され、期待されているということだった。

　永井がプリントを指差し、説明する。

「３月は１巻の作業をしていただくとして、５月までにアニメ用の素材をいただきたいというお話で」

「それは、前にも聞きましたけど……」

　プリントには、《魔女猫》のスケジュールと併せて、アニメ化で発生する悠ゆう斗との作業が一覧にしてあった。





　　　アニメ用キービジュアル×１

　　　追加キャラクターデザイン×４

　　　キャラクタービジュアル×５

　　　雑誌やイベント用の広報イラスト×４

　　　円盤用イラスト×５






　５月までに必要なのは、最低でもキービジュアル。

　できれば、追加キャラデザも。これは、小説のイラストで登場していない、デザインしていない脇役などをアニメやコミカライズ用にデザインするという作業だ。

　これ以外に、当然ながら《魔女猫》小説の作業がある。

　カバーイラスト、口絵、モノクロ挿絵……

　第１巻は絵のある全てのキャラクターのデザインが必要だし、続巻で新キャラが登場すれば、そのぶんも必要となる。

　あまりに忙しくて、大学に行かなくなった頃を思い出した。

　悠ゆう斗とはプリントを眺めて言う。

「キービジュは描きます。たぶん、キャラデザも間に合いますけど……夏以降も暇じゃないから、キャラビジュや広報イラストを減らしてもらわないと、このスケジュールでは無理そう──って話はしたと思うんですけど」

「はい。《レレガ》のほうも決まったそうですからね」

「おかげさまで」

　恐ろしいことに、ほぼ同時に《レイン・レイン・ガールズ》のアニメ化も決定していた。

　著者の火ひ屋や大だい字じは優良作家なので、すでに第１巻は刊行し、順調に第２巻も書き上げている。その修正をしつつ、もう第３巻に着手しているというから驚きだった。

　永なが井いが申し訳なさそうに言う。

「すみません。実は…………会社から〝絶対に神楽かぐら坂ざか出版には負けるな〟と言われてしまいまして」

「は……!?」

「むしろ、第１巻の店舗特典をお願いしたいという話も出ており」

「ふぁー!?」

　仕事を減らしてほしいと頼んだら、逆に増えたよ、どういうことなの!?　と悠斗は目を丸くする。

　脳裏で宇宙が広がるくらい訳がわからなかった。

　永井が頭を下げる。

「本当に申し訳ないと思っているんですが」

「いやいやいや……どういうことなんですか？」

「実は、弊へい社しやと神楽坂出版は、ライバル関係にありまして」

「そりゃまぁ、同業他社ですからね」

「現場の人間は、たまに呑のむくらい仲がいいんですが……上のほうは、いろいろありまして」

「……つまり、偉い人たちの意地ですか？」

「そんなところです」

　うーん、と悠斗は腕組みした。

「でも、無理なものは無理だと思うんですよねぇ」

「私からも説明したのですが……〝それを取ってくるのが編集者の仕事である〟と上から言われまして」

　彼を責めても仕方がない。

　会社の事情というやつだった。

　キリキリと悠ゆう斗との胃が痛くなる。この調子だと、帝てい王おう文庫の船ふな山やまからも同じような話が来そうだった。

　しかし、絶対に無理とつっぱねたら、ずっと世話になっている永なが井いが困るだろう。

　悠斗は困っている人を放っておけない性格だった。

「不可能かと問われれば、不可能なんですが」

「そうですよね……」

「でも、今日の僕には無理でも、明日の僕が無理とはかぎらないので、がんばってみます」

　ぶるっ、と永井が身体からだを震わせる。

「ありがとうございます！」

　彼は羊よう羹かんを置いて帰っていった。





　　　　†






　乃のノの香かが手早く用意してくれ、夕飯の皿がコタツに並べられる。

　今日は、鮭さけのホイル焼きと、胡瓜きゆうりと海かい藻そうの酢すのものと、黒くろ豆まめの煮に付つけと、味み噌そ汁しると、白はく米まいだった。

　猫のワコムが興味津々な顔で見つめてくるが、人間の食べ物は身体に悪いので、ちゃんとキャットフードをあげておく。

　最後に箸を用意して、乃ノ香が座った。

「お待たせしました」

「ありがとう。いただきます」

「いただきます」

　手を合わせて、夕飯を取る。

　初めて会ったときから、乃ノ香は料理が上う手まかったが、近頃はますます磨きがかかっていた。

「ユウト先生、お仕事、大変なのですか？」

「大変なことになっちゃいそうだよね」

「あの……わたしが言うようなことじゃないとは思いますけど……」

「大丈夫。クオリティは落とさない」

「いえ、そうではなく。お身体を壊さないか心配で」

　ぽりぽり、と悠斗は頭を掻かいた。

「うーん……まぁ、いろいろ負担はかかるだろうけど、仕事だからね。体調を崩したら間に合うものも間に合わなくなっちゃうし、気をつけながらやるよ」

「はい……そうですね」

　いろいろ言いたいことがありそうな顔だったが、その言葉を呑のみこんで、彼女はうなずいた。

〝寝なければ間に合う〟なんて冗談でも言えない雰囲気だ。

　──まぁ、アニメの作業は長丁場だから、体力を削るようなことをしてたら完走できないもんな。

　食卓が暗い雰囲気になったので、話題を変える。

「乃のノの香かちゃんこそ、忙しそうだよね？」

「わたしは、お仕事ではないですから」

「いやいや……中学生は、学校の勉強や部活が仕事みたいなもんだよ。しかも、姉さんから課題も出されて」

　スケッチブック１冊を１ヵか月げつで埋めるように言われていた。

「楽しいですよ」

「学校に行って、部活やって、塾に行って、コスプレ衣装を作って、絵を描いて……そのうえ、ウチの家事までやってもらっちゃって」

「好きでやってることですので！　あと、さすがに今はコスは封印してます。受験が終わるまでは、コミケだけにしとこうかと」

「今年は受験か」

「はい。もうすぐ３年生です」

「あと１年とちょっとで高校生かー。早いなぁ」

「早いですか？　わたしは、いつまで子供なのかな、って思っちゃいます」

「ああ……」

　自分も高校を卒業するまでは、そういう感覚だった。

　いつまで子供なのか？

　早く大人になりたい。正確には、自由になりたかった。

「すぐだよ」

「だといいんですが……受験に失敗しないよう、がんばります」

「難しいとこ受けるんだ？」

　乃ノ香が思案顔で言う。

「ちょっと悩んでます。美術コースのある高校を受験するべきか、普通科にしたほうがいいのか」

「美術コースかー」

「わたし、美術部でもなかったので、受かるかわからないですけど……美大を受けるなら、そのほうが有利かと思いまして」

「そうらしいね」

「ユウト先生は、どんな高校へ？」

「普通の高校だったよ。大半が進学して、少しだけ就職するくらいの」

「……それは、全国平均からすると進学校かと」

「僕は就職組になりそうだなってくらいの偏差値で、いろいろあって１浪したんだけど、運良く美大に入れたんだ」

　結局、４年生にはなれなかったけれども。

　乃のノの香かが身を乗り出してくる。

「あ、わたし、先生の高校時代の絵って見たことない。見てみたいです」

「えっ？　そんなの見たいもの……？」

「もちろんです。できれば、中２の頃の絵とかも」

　今の彼女と同おない歳どしの頃に描いたものか。

　悠ゆう斗とは思案する。

「うーん……」

「ダメでしたか？」

「いや、いいよ。ちょっと恥ずかしいけど……実家にあると思う。たぶん、姉さんが持ってる」

「大切にしてそうですよね」

「実家に帰ったら、持ってくるよ。そのうちに」

「楽しみにしています」

　乃ノ香が笑みを浮かべた。

　こんなに見たがるなら、同人誌の１冊くらい持ってきておけばよかったかな？　とも思うが、仕方ない。

　今でこそ、当時の絵を見ることに、さほど抵抗ないが。

　高校を卒業したときの悠斗は、姉へのコンプレックスから絵が描けないくらい精神的にダメージを負っていた。自分が今まで描いた絵は全て無価値だと感じ、捨てようとしたくらいだ。

　乃ノ香がつぶやく。

「美術コースに進学したら、すごく描ける人がいっぱいいるんでしょうね……」

「高校はわからないけど、美大にはとんでもなく上う手まい人がいっぱいいたよ」

　そういう場所だった。

「ううぅ……その人たちより上手くならないと、プロのイラストレーターにはなれないってことですよね」

　いいや、と悠斗は首を横に振る。

「……絵が上う手まいといってもいろいろだよ。写真のような絵が描けるだとか、風景画だけを描くだとか、１枚描くのに何なんヵか月げつもかけるだとか……そういう人は、ラノベのイラストレーターには向かないから」

「あ……」

　それに、美大では絵画だけでなく、立体も学ぶ。悠ゆう斗とのように絵ばかり描いている者のほうが少数派だった。

「本気で練習してれば、すぐ上手くなるよ」

「美術コースのある高校に進むと、絵以外のことも学ぶんでしょうか？」

「たぶんね。でも立体やデザイン理論は絵を描くうえで、ものすごく役立つと思うよ」

「そうなんですね」

　乃のノの香かが何度もうなずく。

　それでも、なかなか決心はつかないようだった。

　夕飯を終えて──

　乃ノ香が食器をシンクへと持っていく。

「珈琲コーヒーをいれますので、ちょっと待っててくださいね」

「ありがとう」

　悠斗は絨じゆう毯たんの上で横になる。

　お腹なかがいっぱいになったせいか、眠気が降りてきた。

　くわぁ、とアクビする。

　使い終わった食器を片付けるカチャカチャという音と、水を流す音が、いい感じの子守歌になった。

「………………」

　悠斗は寝転んで、なんとはなしに音のするほうに目を向ける。

　エプロンをつけた乃ノ香が、リズミカルにステップを踏んで食器を片付けていた。

　そこを床の高さから見上げる。

　これは、眺めていてはいけないものではないか？　と考えるだけの思考力すら、もう残ってはいなかった。

　ただ、幸せだなぁ、と心が癒される。

　ぼんやりと眺めているうちに、意識が睡眠の渦に呑のまれていくのだった。
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　翌日、金曜──

　佐さ伯えき愛あ澄すみは腕時計を確認する。

　時刻は９時25分、約束した時刻の５分前だった。

　マンションを見上げる。

　灰色のタイルが並んでいる10階建ての、ありふれた建物だ。

　愛澄の自宅から、徒歩５分ほどの場所だった。

　ここにユウトの部屋がある。

　──とうとう、本当に来てしまいました。

　約束していた日で、ユウトのほうから言い出したことなので、失礼ではないはず。むしろ、ここで訪ねなかったら、愛澄のほうが約束を破ることになる。

　──でも、１人で男性の自宅を訪ねるなんて。いいのでしょうか？

　これは、いわゆる〝お家うちデート〟なのでは!?

　ぶんぶん！　と愛澄は左右に頭を振る。

「違うのよ」

　今回はユウトが善意で、愛澄のことを助けるために、仕事場を貸してくれるのだ。そのような浮ついたことを考えるのは、失礼というものだろう。

「ふぅー……」

　深呼吸して、足を踏み出す。

　マンションの外扉を押し開けると、階段とエレベーターがあった。

　最近の建物だとオートロックが備わっている物件が多いが、ここは高築年らしく、そのまま各部屋に向かう。

　そのうえ、ユウトはドアに鍵を掛けていないらしい。外出時には施せ錠じようしていると言っていたが。

　──危なくないのかしら？

　少し不安になる愛澄だった。

　６０２号室の前。

　呼び鈴に指を伸ばし、それを引っこめた。

　大きめのトートバッグのサイドポケットからコンパクトを取り、鏡を見ながら前髪を指先で整える。

　今日は生き成なりのワイシャツに、ハイウエストなスカートっぽいガウチョを組み合わせ、A.P.C.のトレンチコートを羽織っていた。

　愛あ澄すみとしては、自分に一番似合っているのでは？　と密ひそかに思っているコーディネートだ。

　──たぶん、ユウトさんは気に掛けないでしょうけれど。

　家を出て５分しか歩いていないので当たり前だが、化け粧しよう崩れもしていないし、髪も問題なし。

　改めて、呼び鈴のボタンを押した。

「…………」

　反応がない。

　寝ているのだろうか？

〝勝手に入っていい〟とユウトから言われているが……さすがに気が引ける。出直そうかと思ったところで、ノブが回された。

　ドアが開く。

　ユウトが姿を見せた。

「え、ナスさん？」

「おはようございます、ユウトさん」

　思わず口元がゆるんだ。

　彼は寝癖がついたままの頭に、片手をやった。

「あ、そうか、もう金曜か。すみません、こっちから言い出したことなのに何も用意できてなくて」

「起こしてしまいましたか？」

「いや、寝てたわけじゃないんで。どうぞ、入ってください」

「お邪魔いたします」

　ユウトに招かれ、愛澄は部屋にあがる。

　コタツに置いてあった皿を、彼がシンクに片付けた。

「ここで大丈夫かな？」

「ありがとうございます。これ、よかったら」

　バッグから小箱を取り出す。

　ユウトが頭を掻かいた。

「あ、どうも……なんだろう？」

「ジャン＝ポール・エヴァンのカーヴ・ア・ショコラです。ユウトさんがお好きだといいのですけれど」

「……あ、うんうん、ジャンうにゃうにゃね。美お味いしいよね？　じゃあ、あとで休憩のときにでも」

「はい」

　ニャアー、と足元に寄ってきたのは、虎柄の猫だった。まだ成猫とは言えない体格なのに、どことなく迫力がある。

　それが甘えてくるのが、たまらなく愛いとおしかった。

「あら可愛かわいい！　こんにちは、ワコムちゃん。しばらく、お邪魔いたしますね？」

　ニャアー。

　ユウトは肩をすくめる。

「朝ごはんはあげたんだけどね」

「遊んで欲しいんじゃありませんか？」

　彼はしゃがみこみ、ワコムの目を見て真剣な口調で言う。

「……悪いが、今は暇じゃないんだ。君のごはん代を稼ぐためにも、僕は仕事しないといけない」

　愛あ澄すみは思わず笑ってしまう。真面目な顔をして猫に話しかけるユウトが、妙におかしかった。

「でも、ユウトさん……もしかして、お忙しい時期でしたか？」

「……いや……僕は手が速いほうじゃないから、時間かかってるだけで……いつもと同じだよ。ちょっと請うけ負おってる作業は増えたけど」

「そうですか」

　ユウトが抱えている仕事のことを、愛澄は聞いていなかった。友人といえど、そうそう詳しいことは話さないものだ。

　ふらふらした足取りで、彼が仕事机へ戻る。

　お疲れの様子だった。

　ユウトが触れると、暗くなっていた液晶タブレットの画面に光が戻る。イラストが目に入った。

　愛澄は見とれてしまう。

「……ッ!?」

「これに、もう５日もかかっちゃってて……３日で仕上げなきゃいけなかったんだけど、なかなか」

「なんのイラストですか？」

「マリィの新作のカバーだよ」

　愛澄は《魔女猫を飼う》というタイトルだけは知っている。

　彼が画像の表示サイズを変更して、わざわざ全体が見えるようにしてくれた。

「いいんですか？」

「まぁ、一緒の部屋で描いてたら見えちゃうものだろうし。信用してなかったら家に招かないよ」

「ありがとうございます」

　許しが出たので、近くに寄らせてもらう。

　制服姿の少女が魔女なのか、手の甲に宝石が埋まっていた。その手が、相方であろう少年（？）のネクタイを掴つかんでいる。

　少年の頭は、黒猫だった。

　あらすじすら読んでいないのに物語への想像が膨らむ。

　引きこまれるような魅力のあるイラストだった。線の少ない記号的な絵柄のはずなのに、筆のタッチを残した塗りの情報量はとてつもなく多い。

　それでいて、ディテールに頼りすぎず、あえてシンプルに済ませている箇所もあり、全体のバランスは、砂浜に寄せる波のように目に心地ここち好よかった。

「…………」

「ようやく、終わりが見えてきたかな、と」

「ずっと、これを描いていたんですね」

「うん。でも、そろそろ区切りをつけないとね。次の絵の構図を決めてから、休憩を入れるつもり」

　愛あ澄すみはうなずいた。

「私もがんばらないと」

　どこかフワフワしていた気持ちが、ギュッと引き締まる。

　トートバッグからタブレットＰＣを出し、作業を再開した。

　描きかけのイラストにペンを向ける。

「…………」

　ユウトも作業を再開した。シャッシャッとペンが液晶タブレットを撫なでる音がして、カチカチと左手がキーを押す音が響く。

　この部屋で、こんなに静かに過ごすのは、初めてのことだった。

　愛澄は戸惑う。

　頭に描いていたイラストの完成形が、くすんだように感じられた。

　目の前にある自分のイラストより、直前に見たユウトのイラストが脳裏にチラついてしまう。

　手が動かなかった。




　──私、どうやって絵を描いてたっけ？





　　　　†






　結局、午前中は事務仕事をした。愛あ澄すみは元の会社を辞め、今は無職の身だ。

　辞職した途と端たんに、どこから聞いたのか、いろいろな会社からお誘いされたり、仕事を依頼されたりした。

　今後、フリーランスとして活動するのか？

　それとも、また別の会社に勤めるのか？

　次に転職したら３回目だ。またダメなら、もう自分に問題があるとしか思えなかった。それに、環境が変わるのは精神的な負担になる。できれば一カ所で長く頑張りたい。

　だから、転職候補の会社をしっかり調べる必要があった。

　公式サイトくらいは見ているが、他にもネットでの評判を拾い集めたり、知り合いに話を聞いてみたり。




　昼頃──

　ユウトがため息とも呻うめき声ともつかぬ声をあげ、ぐぐーっと両手を挙げてノビをした。

　ふと横を見た彼と目が合う。

「あ……ごめん、ナスさん。驚かせて」

「いえいえ、ユウトさんは一いち段だん落らくですか？」

「うん。さっき描いてたのが完成して、次の構図も固まったんで」

　作業に入ったユウトの集中力は相当なもので、隣に誰がいようと何をしていようと関係なさそうだった。

　鍵を掛けないのは、インターホンが鳴っても気付かないから──と言っていたが、誇こ張ちようではないのだろう。

「ユウトさん、お昼にしますか？」

「あ……うーん……正直、限界なんで、ちょっと寝るよ。一緒にお昼を取りたかったんだけど、食べてすぐに寝るとお腹なかの調子が……」

「無理しないでください」

「本当にごめん」

　ニャアー、とワコムが声をあげる。

　ここで家主に寝られると、お昼ごはんを食べはぐれるのを知っているのだろう。

　愛澄は腰をあげる。

「よかったら、私が用意しましょうか？」

「え？　でもナスさんも忙しいんじゃ……」

「場所を貸してもらっているんですから、それくらいやりますよ」

「うーん……じゃあ、お願いします。シンクの上の棚に、ごはんが入ってるんで。赤いスプーンに擦り切り１杯くらいで」

「はい」

　シンクの上の棚を開け、キャットフードを取り出すと、ワコムが飛ぶように駆けてきた。がつん、と足に体当たりしてくる。

「え？」

「僕の知らないうちに、妙な芸を覚えたみたいで」

「あっ、ちょっ……ワコムちゃん、それはちょっと……」

　ガウチョパンツのひらひらした部分に、パシンと爪を立ててきた。ぐいぐい、と引っ張られる。

　脱げてしまうようなことはないだろうけれど、下に引っ張られると緊張感があった。

「あ、あ、おやめになって？」

　どうにか、ごはんを用意して、餌皿を床に置く。

　愛あ澄すみに登ってくる勢いだったワコムが、そちらに顔を突っこんだ。

　ユウトがアクビする。

「ふわぁ～……朝７時と、昼12時と、夜７時にあげてるんだ……まぁ、僕が寝てたり、作業に没頭してて遅れることもあるけど」

「そういうときは、私があげておきますね」

「助かるよ。部屋は好きに使ってくれてかまわないんで。その棚に、珈琲コーヒーも紅茶もあるし、湯沸かしは……」

　愛澄はキッチンにある電気ケトルを指さした。

「これですよね？　乃のノの香かちゃんが用意してくれるのを見ていたから、大丈夫です」

「うん。じゃあ、よろしく」

「お疲れ様でした」

　ユウトが部屋の奥にあるベッドに潜りこむ。丸まって寝るものだから、猫みたいだな、と思った。

　友人の部屋で１人──

　なんだか、妙な感じだった。

　作業が遅れていたので、お昼は持参したゼリー飲料で済ませる。

　久しぶりに温かい場所で仕事しているせいか、ふと眠気を感じた。

　珈琲をいただく。

　自宅では豆を挽ひいてネルドリップで淹いれている。会社に行かなくなったせいで、インスタントは久しぶりだった。

　事務仕事を終えて、イラスト作業に戻る。どうにか、イメージは戻ってきて、ペンを動かすことができた。

　しばらく、作業に集中する。

　ユウトと一緒に寝ていたワコムが起きてきた。コタツテーブルに身を乗り出して、カツカツと動かしているペンを叩たたいてきた。

　タシ！

　タシ！

「うっ……あの……」

　やめなさい！　と強く拒絶できればよかったのだが……

　愛あ澄すみは我慢してしまう。

　──私、猫にも言えないんだ。

　直さなくてはいけない性格的な問題だとわかってはいるのだが、なかなか難しかった。

　逃げるようにペンを持ち上げる。

　ところが、遊びだと勘違いされてしまったのか？

　ワコムがジャンプしてきた。

「ひゃっ!?」

　猫と戯たわむれるというと、どこか楽しげなものをイメージしていたが、それどころではなかった。

　小さくても肉食獣の狩人かりゆうどだ。

　座っている愛澄の頭上まで高々と跳躍してくる。同時に、その前足で、ペンを弾はじき飛とばされた。

「あー!?」

　ここまでなら、笑い話で済んだだろう。

　ワコムが着地した先に、半分くらいに減った珈琲コーヒーがあった。

　マグカップが蹴飛ばされ、大惨事になる。

「きゃああああ!?」

　けっこう大きな悲鳴をあげてしまった。

　幸いにしてもう冷えていたので、火傷やけどの心配はなかったが、後ろ足を思いっきりマグカップに突っこんだはず。

　絨じゆう毯たんに珈琲色の足跡スタンプをつけた。

　タブレットＰＣまで珈琲をかぶってしまう。

　愛澄の服にも、けっこう飛んできて……いや、それどころではない。

　とにかく、家主が寝ているうちに愛猫が珈琲染めでは、申し訳ないどころではなかった。

　自分でマグカップを蹴り倒しておいて、驚いて逃げようとするワコムを捕まえる。風呂場につれていった。

　──たしか、猫にはカフェインが毒のはず！　嫌がるだろうけれど、水で洗い流さないと！

　愛あ澄すみは慌ててカランのバルブを捻ひねる。

　蛇口からお湯が出てくるだろうと思ったのだが……

　上に掛けてあるシャワーから、水が降ってきた。

「ひゃああああ!?」

　２度目の悲鳴をあげる。

　よっぽど疲れていたのか、ユウトは起きてこなかった。

　今は冬場だ。暖房をつけているが、濡ぬれたままでは、猫も自分も風邪をひいてしまう。

　愛澄は意を決して、シャツを脱ぐのだった。
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　悲鳴……？

　女の人の悲鳴が聞こえた。

　ような気がする。

　大きな猫がしゃべって、犬が空を飛ぶような荒こう唐とう無む稽けいな夢の世界に、女性の悲鳴が響き渡った。

　地面に開いた穴へと渦を巻き、夢の世界が消きえ失うせる。




　悠ゆう斗とは目を開いた。




　薄暗い天井が見える。

　頭がぼんやりして身体からだが重い感覚は、徹夜をしたあとで半端に寝たときによくあった。

　枕元のスマホを見るまでもなく、窓の外は暗い。もう夜だ。

　ベッドのある部屋の照明は落ちているが、リビングは明るかった。

　──ナスさんは帰ったのか？

　重い身体を持ち上げ、悠斗はベッドを降りた。眩まぶしい光に目を細めつつ、コタツのある部屋を覗のぞきこむ。

　彼女の姿はない。

　しかし、大きめのトートバッグも、タブレットＰＣもあるから、帰ってはいないのだろう。

　コンビニにでも行ったのか？

「あっ!?」

　よく見れば、けっこうな大惨事になっていた。

　マグカップが倒れ、タブレットＰＣにまで珈琲コーヒーがかかっている。コタツ布団にまでこぼれていた。

「やられちゃったなー……」

　状況を見ただけで、だいたい何があったのか想像がついた。

　動物を飼っていると、たまにあることだ。

　火傷やけどなどしていないといいが……

　悠ゆう斗とは部屋に視線を巡らせる。

　絨じゆう毯たんに足跡があるものの、途中で途切れているから、ここでナスに捕まったということか？

　だとすると……

　意識を向けると、風呂場からの物音に気付く。

『あ、まだ途中ですが!?』

　ナスの焦った声がした。

　同時に、脱衣所の引き戸を小さな前足がこじる。

　ガタガタ！

　こじ開けた隙間から、するりと細くなった猫が抜け出してきた。

　毛が濡ぬれて、いつもより細く見える。火傷などはないようで、悠斗は安あん堵どした。

　ガラッと戸が開けられる。

「ワコムちゃん！　まだ、拭き終わっていませんよ!?」

　追いかけてきたのはナスで、両手で濡れた猫を捕まえた。

　目が合う。

　お互いに硬直した。

　何かがあったのだろう。

　珈琲まみれになったＰＣを放っておくくらいだから、さぞかし何かがあったのだ。間違いない。

　ナスは服を着ていなかった。

　髪も濡れたままで、起伏のある肌のうえを透明な雫しずくがつたい落ちる。

　目を見開いた彼女の頬ほおが、みるみる真っ赤になった。首筋から、耳まで。

「あ……う……あ……」

　悠斗は、ごくりと喉を鳴らした。




「…………ああ、夢だな。これは夢だ。そうにちがいない」




　見なかったことにしよう。

　そういうことにしたかった。

　しかし、なかなか世の中というのは、ままならないものだ。




　ナスが本日３回目の悲鳴をあげるのだった。
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　濡ぬれた服の代わりに、ユウトのジャージを借りる。

　本当は逃げ帰りたいくらいだったが、コタツも絨じゆう毯たんも珈琲コーヒーで濡れており、放って帰るわけにはいかなかった。

　お互いに赤面したまま、片付けをする。

　しかし、コタツ布団と絨毯のシミは落ちそうになかった。

「すみません……私の不注意で」

「とんでもない、僕の猫のせいだよ。動物を室内で飼ってたらよくあることだから、気にしないで。それより、ナスさんにもワコムにも火傷やけどとかなくてよかった」

「すっかり冷めていたので」

「コタツ布団もラグも長く使ってるし、そろそろ新しいの買おうと思ってたから、ちょうどいいよ」

「……ありがとうございます」

「ＰＣは大丈夫？」

「はい。拭いたら、とくに問題もなく」

「意外と頑丈なんだね」

　ユウトが立ち上がり、キッチンの鍋を確認する。

「乃のノの香かちゃんがシチューを作ってくれたんだけど、食べていくかい？」

「え？　でも、ユウトさんのぶんじゃ……」

「ちょっと多めに作ってもらったから。むしろ、食べてくれないと僕１人だと余らせちゃうかも」

「……では、いただきます」

　昼が少なかったので、実は空腹が限界に近かった。

　先程のことを思い出すと、気が遠くなるくらい恥ずかしい。

　しかし、ユウトがいつもどおりに振る舞ってくれているおかげで、愛あ澄すみも落ちついてきた。

　まだ頬ほおは熱いが……

　ユウトがコンロに火を点つける。

　シチューを温めながら、背を向けたまま彼が言う。

「そういや、食洗機があったら便利かなーって思うんだよね。いつも乃のノの香かちゃんがやってくれるけど、手間は少ないほうがいいだろうし」

「便利ですよ」

「ナスさんのマンションにはあるんだっけ？」

「はい、備え付けのが」

「いいなぁ……ここのキッチンだと、置き場所がなさそうなんだよね」

「２人だけなら、小さいので充分だと思いますよ」

「なるほど」

「売り場で相談してみては？　お店によってはキッチンを下見してくれます。設置可能な場合だけ購入するということで」

「おー、それはいいね」

　本当にいつもと変わらない雑談だった。

　実は全く気にしていないのでは？　と愛あ澄すみは複雑な気分になる。

　いかがわしい目で見られても困るが……女性としての魅力に欠けるのかも？　好みじゃないのかも？　などと思ってしまう。

「……けっこう年上だものね」

　ため息と一緒に、口走ってしまった。

　ユウトが振り向く。

「え？」

「ひゃ!?　え、えっと……その……」

「ああ、この部屋が？　ナスさんのマンションに比べたら、そりゃね。引っ越しを考えてはいるんだけど」

「そ、そうなんですねー。って、引っ越しちゃうんですか!?　池いけ袋ぶくろから!?」

「できれば、この近くがいいな。慣れてるから」

　ホッ、と愛澄は吐息をつく。

「便利ですよね」

「前にナスさんのマンションへ行ったとき、これくらい広かったらいいなーって思ったんだ」

「……そういえば、あのマンション、まだ部屋が空いてるみたいですよ？」

「そうなんだ……あ、もう温まったかな？」

　ユウトがシチューをよそってくれる。

　家庭料理なんて久しぶりだな、と思う愛澄だった。

[image: ]





[image: ]




　少し予定より遅くなって、夜９時に帰宅した。

「ただいま帰りましたー」

「おかー」

　リビングのコタツで作業しながら、神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えが返してくる。

　愛あ澄すみはコートの前を閉じたまま、いそいそと自分の部屋に戻った。

　シャワーを浴びてしまった衣服は乾かず、かといってユウトのジャージでは帰れない。すぐ近くだから、と濡ぬれたのを着てきたのだった。

　思っていたよりも、冷えた。

　手早く部屋着になる。

　濡れていないというだけでマシだ。

　リビングに行くと──

　しっかりと暖房が効いていて、ほぅーと吐息がこぼれた。

「あったかーい」

　愛あ澄すみはコタツに足を入れる。

　向かい側にいる神かみ絵えが、ふと首をかしげた。

「ナスさん？」

「ん？」

「……なんか、いいことあった？」

「ひぇっ!?　どうしてですか？」

「最近は毎日のように顔を合わせてるからね」

「あはは……えっと……ちょっと前から困っていたことが解決したというか……あ、仕事の話ですよ？」

　嘘うそではない。

　もう公園や河原で作業する必要はなくなった。

「ふーん」

　そうそう、とコンビニで買ってきた弁当を手渡す。

「これでよかったですか？」

「ありがちょー」

「……神絵さんは順調ですか？」

　彼女はハンバーグ弁当を開けながら答える。

「当然！　あたしは、いつだって完璧だしー……って言いたいとこだけど、ここに居させてもらって、そのおかげで順調かな」

「それはよかったです」

「ナスさんに、こうやって気に掛けてもらえるのが、いい感じで張り合いになるのよね」

「……ちょっと照れますね」

　愛澄は苦笑した。

　神絵が割り箸でハンバーグを口に運ぶ。

「はんぐ、はんぐ……ウチの親は、邪魔するわけじゃないけどさ。オタ関係はわからない人たちだから、アニメ化したって言っても、小学校の運動会で１番を取ったのと同じくらいにしか思わないし？　どんな絵を描こうと、善よし悪あしは語れないし？」

「仕方ありませんよ」

「まぁ、普通の人が理解できないからこそのオタ趣味だもんね。万人に共通する価値観なんてお金とか権力とか？　そういうのは、俗よね」

「そういう意味では、アニメ化して報ほう酬しゆうが入れば、理解してもらいやすいんじゃありませんか？」

「まぁねー。でも、あの人たち、バブル世代だから！」

「ああ……うちの両親も」

　年配の同業者によると、その時代はコミケも凄すごかったらしい。

「大人気サークルの先頭に並んでたお客さんが、札束を詰んで新刊を買い占めた──なんて伝説があるもんねー。ほとんどダンボール箱を開けずに完売だよ!?」

「……途方もないですね」

　愛あ澄すみも神かみ絵えも、おそらく同世代の中では余裕のあるほうだが、まるで別世界の話のようで２人して笑ってしまった。

「あはは……ん……くしゅん！」

「ナスさん、大丈夫？」

「ちょっと冷えただけです。今日も寒かったですから」

「お風呂、入ったほうがよくない？」

「……そうですね」

「一緒に入る!?」

　いきなり言われて、愛澄は赤面してしまう。

「は、入りませんよ！」

「照れなくても、何度も一緒にお風呂に入った仲じゃん」

「そんなこと……!?」

　否定しかけ、温泉のことだと気付いた。

　たしかに、何度も一緒に入っているが……自宅のお風呂は、ちょっと違うと思う。

「年上をからかうものじゃありません」

「……」

　意外そうな顔をした神絵を残して、愛澄はコタツから足を抜いた。

　身体からだが冷えているのは、本当は服が濡ぬれていたせいだが、身体を温めたほうがいいのは間違いない。

　そもそも事情を話さずに出社する振りをしているのは、神絵に仕事に集中してほしいからだった。

　愛澄が風邪を引いたら、おそらく彼女にも感う染つしてしまうだろう。本末転倒も甚はなはだしい。

　着替えを持って、バスルームに向かうのだった。

　今日は、シャワーを浴びるの２回目だ。

　また裸になり、バスルームに入る。

　カランのレバーを確認する。

　あのとき、落ちついていれば、服を着たままシャワーの水を頭から被かぶることはなかっただろうし、ああも無様な姿を晒さらさなかっただろう。

　バルブを捻ひねって、温かいお湯を浴びた。

　──年上に興味なんてないのかも？

　などという不安を感じることも、なかっただろうに。

　いつもどおり過ぎるユウトの反応に、胸のあたりがモヤモヤする愛あ澄すみだった。
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　悠ゆう斗とは１人で作業している。

　先程までナスがいたので、今は妙に静かに感じられた。

　音楽を流しているが、まるで静せい寂じやくの中のようだ。

　ＰＣから着信音が鳴った。

　Skypeで話しかけてきたのは──ハラミか。





　　　神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え：いる？

　　　ユウト：うん。






　お互いにキーボードで文字を打つのが苦手だから、すぐにボイスチャットを始めた。

　応答する。

「やあ」

『こばー』

　いつもテンション高めのハラミの声が、スピーカーから流れてきた。それと、わずかな水音と。

「どうしたの、ハラミ？」

『聞いてよ、ユウト！　タペに増産がかかったんだって！』

「タペ……？」

『前に作って、怒られちゃったやつ』

「ああ、ハラミが勝手に作った、《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》のタペストリーか。増産？」

『イベントで瞬殺だったらしくて、今度はちゃんとマルシー入れて、通販分を作るんだって』

「おー。売れてよかったじゃないか」

『まあねー。売れないよりはよかったけど……ちょっち複雑』

　そういえば、あの件は──印刷代こそ編集部に持ってもらったものの、原稿料は出ていなかった。

　悠斗は肩をすくめる。

「クビになってないことを感謝しないと」

『わかってるわよー』

　不満げな声の原因は、別にあったらしい。彼女が本題に移る。

『それよりさ、アニメの顔合わせがあったのよ』

「ああ、監督と」

『うん！　あと、偉いっぽい人がいっぱいいたけど』

　ライトノベルがアニメーションになるとき、まず顔合わせがある。原作者と監督が挨拶する場だ。

　イラストレーターも関係者ということで呼ばれる。

　他に、出版社からは担当編集と、メディアミックスに関わる版権管理担当者（通称ライツ）が。

　製作委員会の中心となる会社からも人が来る。

　さらに、タイトルによっては広報担当者や、協力会社のプロデューサーなども参加するわけで……

　慣れていなければ、ハラミでなくとも〝偉いっぽい人がいっぱい〟という感想を持つだろう。

　悠ゆう斗とも最初は戸惑った。

　一度でも経験すると、どの肩書きの人が、どんな仕事をしているのか、いくらか理解できるのだが。

「なにかあったの？」

　顔合わせは、ごく普通に名刺交換をするくらいだ。

　初対面で悪く言ってくる人なんて、マンガの中にしかいない。みんな礼儀正しい大人だった。

　とくにアニメーションは集団作業である。まとめ役となる人たちは、コミュニケーション能力も高いのだった。

　ハラミが不満げな声で言う。

『あたしのキャラデザを、すっごい褒ほめてくれた』

「……よかったじゃん？」

『うん。がんばってよかったー、って思ったんだ。そんで、宣伝用のイラストもいっぱい描いたから、それについても、すっごい感謝されてね』

「ふむふむ」

『ＢＤブルーレイに画集みたいなのつけよう、ってさ。そのぶん多めに使用料を貰もらえるらしいよ』

「よかったね」

『うん！　そんで、どんなアニメにしたいか、どんなことを意識してイラストを描いているか、監督から訊きかれてね。思ってたこと、ぜんぶ話せた』

「……何か不満があったんじゃ？」

　どこまで反映されるかはともかく、意見を伝えられたことはよかったと思う。アニメ関係者と良好な関係が築け、前向きな顔合わせになったのではなかろうか。

　話を聞くかぎり、問題はない。

『顔合わせの後でねー……担当編集から〝イラストレーターがあまり意見を言わないほうがいい〟って言われてさー』

「えっ!?」

『あたしは、訊きかれたから答えたのに！』

「そんなに話したの？」

『３時間くらい？』

「お、おう」

　それは、ちょっと長いかな。

『あたしだけが話したわけでもないのに！』

「うーん……」

『話さないほうがいいなら、なんで呼んだし!?　って思わない!?』

　ハラミの気持ちは、よくわかる。

　そのうえで、編集者の考えていることも、理解できた。

　あまり原作側が、あれこれ意見を出すのを好まないアニメ制作者というのもいる。

　もちろん、入念な話し合いを望む方もいるが。

　相手の意向がわからないうちに、あまり突っこみすぎるのは、雰囲気が悪くなるかもしれない──と危き惧ぐしたのだろう。

「それでイラストレーターとこじれたら、作品にとってはマイナスだと思うけどね」

『でしょー!?』

　とはいえ、こればっかりは人と人の関係だし、気持ちの問題だった。

　悠ゆう斗とは少し悩んで、一度ペンを置く。

「僕らはプロのイラストレーターだ。でも、機械じゃない。精神的に嫌なことがあれば、仕事が手につかない」

『そうよ』

「同じように、アニメを作る人たちも、プロで……人間なんだよ」

『……うん』

「いろいろな考え方があると思うけど……僕は、アニメはアニメ制作者のものだと思ってる。まぁ、これはマリィの受け売りだけど」

『マリィちゃんの？』

「彼女のスタンスはね──小説のイスラトはイラストレーターのものだから、必要以上には口出ししない。アニメはアニメを作る人のものだから……まぁ、大勢で作るものだけど代表者は監督になるのかな。だから、アニメも自由に作ってほしい。編集者も営業も、それぞれ担当者がいる。マリィは作品に関わる全ての人を信じて、任せるんだって」

『へえ……意外かも』

「もっと、口出しするタイプだと思ってた？」

『マリィちゃん、まともなことを言うこともあるんだ』

「そ、そりゃ、あるよ！　たまには」

　普段の言動が異次元なので、そう評されても仕方ないところか。彼女なりに真剣に考えているのだが。

『オチがあるんじゃないの？』

「……まぁ、だから〝文章は自分の好きにさせろ〟と言いたかったらしい」

『アハハ』

　口出しされるのが嫌だから、人の仕事にも口出ししないというのが、マリィの主張だった。

　笑ってから、ハラミがため息をつく。

『……なるほどねー。たしかに、あたしがイラストを描くときに、小説家からくどくど言われたら嫌かも』

「作品のために、と思っていてもね」

『イラストのプロに任せとけー!!　って思うかも』

「うん」

『アニメの監督さん、怒ったかな？』

「…………」

　わからない。

　悠ゆう斗とは先方の名前さえ知らない。どう感じたかなんて、絶対にわかるはずがなかった。

　しかし、ハラミが本気で心配していることは声から伝わってくる。もしも顔が見えたなら、さぞ心細そうな表情をしていることだろう。

『また、やっちゃったかな？』

　迷子になった子供のような声だった。

　悠斗は努めて穏やかに言う。

「……だとしても……次に会ったときに気をつければいいんじゃない？」

『ほんと？』

「作品のために話すんじゃなく、相手のために話すようにしたら」

『え？　作品のためじゃなく？』

「自分の場合を考えてみて──打合せでちょっと話を聞いたくらいで、実力以上の作品が作れると思うかい？」

『無理っぽい』

「うん。実力を発揮するには、邪魔がないのが一番だ。情報は多くても少なくてもよくない」

　そのあたりは、イラストレーターも同じだった。

　小説を読んでキャラクターをデザインしたり、イラストを描く。必要な情報が欠けても困るが、不必要な情報が多すぎると大切なことが埋もれてしまうのだった。

　神妙な声が返ってくる。

『……そうね。ちょっと余分だったかも』

「話したことは消せないから、今後は気をつけて、先方が何を必要としているのか、見極めるのがいいと思うよ」

『うん。えっと……ユウト……』

「ん？」

『……ありがと』

　珍しく改まってお礼など言われたので、悠ゆう斗とは照れてしまった。

「いやいや、マリィからの受け売りだから」

『あー……ユウトが、あと20歳年上だったらなー』

「冗談じゃない！　そういや、《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の先生に会ったんでしょ？　年配じゃなかったの？」

『うん、年上だったよ。ちょうど20歳上だった』

「……既婚者だった？」

『独身』

「お……」

『そんでね、女の人だった』

「ええええっ!?　あの作風で!?」

『あたしもビックリしたの！　今日、言いたかったのは、それ！』

　性的な描写が多いので、てっきり作者は年配で男性だと思っていたのだが。

　女性イラストレーターが男性向けＲ18イラストを描くこともある。小説家でも同じなのだな、と盛り上がった。

　話が一いち段だん落らくしたところで、悠斗は問う。

「……そういえば、なんか水音がしてたよね？」

『ああ、うん』

「皿でも洗ってたの？」

『ナスさんがシャワー浴びてたのー』





　　　　†






　愛あ澄すみは寝間着姿でバスルームから出る。

　笑顔が凍りついた。

　神かみ絵えと、もう一人の声が聞こえたからだ。ユウトの声が。

『皿でも洗ってたの？』

「ナスさんがシャワー浴びてたのー」

　ふぁー!?　とSkypeの向こうでユウトが声をあげた。同時に愛澄も心の中で叫び声をあげている。

　──ななななにしてるんですか、神絵さん!?

　どうやら、ユウトとボイスチャット中だった。

　彼が呆あきれたような声をあげる。

『シャワー中なら、音声にしなかったんだよなぁ……』

　愛澄は頬ほおが熱くなる。

　ううぅ……

　神絵が驚いて目を見開いた。

「ええっ!?　そんなん気にする!?　水音くらいよくない!?」

『いやいや……』

「皿でも洗ってるのか、と思ったわけじゃん？　そこ区別つかないわけじゃん!?」

『まぁ、そうだけど……』

　言われてみると、自意識過剰なのかもしれない。愛澄のことなんて彼は関心を持っていないかもしれないのに。

　神絵が問う。

「ていうか、ユウトは水音くらいで変な妄想とかしちゃうわけ？」

　思わず、愛澄は画面を見つめる。

　その向こうに、彼の顔があるような気がした。

　ユウトが言いにくそうにして。

『……考えるのは仕方ないだろう？　それを本人に言ったら、セクハラだと思うよ』

　神絵が瞳をキラキラさせて身を乗り出した。

「考えるんだ！　セクハラみたいなこと、水音くらいで！」

『ナスさんには言わないように』

「は？　後ろで聞いてるけど」

『うわぁぁぁぁー!?』

　今度はユウトが悲鳴をあげた。

　立ち聞きしていることに、気付かれていたらしい。愛あ澄すみも小さく悲鳴をあげる。

「ひぇ!?　ご、ごめんなさい……つい」

「まぁ、ユウトがナスさんでエロいこと考えてるなんて、今さらだよねー」

「今さらですか!?」

「身近な人で妄想するくらい、ふつーふつー」

「えええー!?」

　愛澄は恥ずかしくなりすぎて、膝から力が抜け、壁に手をついた。

　ユウトがため息まじりで。

『僕のことは黙秘するけどね……ハラミは身近な人で妄想してるってことかい？』

　神かみ絵えが口元に手をやって薄く笑った。

「なに？　あたしのオナネタが知りたいわけ？」

『ごめん、今はホラーな気分じゃないかな。グロとか苦手で……』

「失礼すぎー!?」

『君ほど失礼じゃないよ。こんな話をして、ナスさんに迷惑になってるんじゃないか？』

「そんなことな……あれ？」

　神絵が振り返ったときには、愛澄は自室に戻っていた。

　ベッドにもぐり、毛布をかぶって、身をよじる。

　ユウトの言葉が頭の中でぐるぐる回った。

「うー!?　うー!?」

　ドアの向こうから、神絵とユウトの話し声が聞こえてくる。

「部屋、入っちゃった」

『ハラミのせいだよ』

「あたし、また何かやっちゃいました？」

『君、そろそろ実家に帰ったほうがいいんじゃないの？』

「やだ！　あたしが、若くてイケメンの弁護士と結婚させられてもいいって言うの!?　ひどい！」

『それ、ふつうに考えたら、いい縁談なんじゃ？』

「家事もやらずにドエロなイラストを描いてて許してくれると思う!?」

『……ムリダナ』
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　乃のノの香かは片手で隠しつつ、こっそりアクビをした。

「ほわ……」

　いつも、月曜は元気だ。

　火曜も大丈夫で、放課後にはユウトの部屋で家事をする。いつも彼に気き遣づかわれるが、負担だと感じたことはなかった。

　頼まれることはあっても命令されることはないし、褒ほめてくれる。役立っているという充実感があった。

　家事の合間にスケッチブックを埋めていく。

　水曜は放課後に水泳部があり、そろそろ春大会に向けて練習メニューがハードになりつつあった。選手を目指さないのなら関係ないが、やるからには全力を尽くしたい。

　木曜もユウトの部屋へ。

　金曜の放課後は塾で、３年になったら受験のために日数を増やしたほうがいいと言われていて悩み中だった。

　担任教師は公立の進学校を薦めてくるが、乃のノの香かは密ひそかに美術コースのある高校も考えている。

　両親の意見は……まだ聞いていない。

　父母とも、どちらかといえば芸術寄りの仕事をしているくらいだから、絵を描くことに反対はしないと思う。

　しかし、ライトノベルに理解があるかというと、また別だった。

　──お父さんとお母さんが娯楽作品を楽しんでるとこなんか、見たことないもんねぇ。

　そして、本日は土曜だ。

　授業があった。

　土曜は学校ごとに扱いが違っており、乃ノ香の通うこの板いた橋ばし区くの中学校──区立ときわ台中学校には、月２回ほど登校日がある。

　といっても午前中だけだし、音楽や技術家庭などの科目なので、さほど負担でもなかった。

　ＨＲホームルームが終わり、生徒たちの大半が帰り支度をはじめる。遊びに行く相談が飛び交う。週のうち一番開放的な気分になるときだった。

　賑にぎやかな女子グループのリーダー格が、戸口のあたりから声をかけてくる。

「ののっちー、またねー」

「ん？　はーい、またですー」

　ひらひら、と手を振った。

　彼女たちはカラオケかゲームセンターにでも行くのだろう。乃ノ香は部活があるし、他のこともしているため、一緒に遊びに行ったことは数えるほどしかなかった。

　あまり接点はないのだが、仲良くしている。

　不思議なポジションと評されることもあるが、特別な振る舞いをしているつもりはなかった。

　──まぁ、誰だろうと仲がいいのは良いことだよね。クラスメイトだし。

　お弁当を食べて、２時間ほど水泳部の練習に出て、またユウトの部屋に行く。それが午後の予定だった。

　鞄かばんから弁当箱を出したところで、男子が話しかけてくる。

「乃の木ぎさん」

「あ……どうかしたの、隅すみ田だくん？」

「いや、べつに用があるわけじゃないんだけどさ。えっと……進路、決まったか？」

「進路かぁー……あ、お昼、食べながらでいい？」

　早めに済ませておかないと、部活の練習のときキツイのだった。

「いいぜ！」

　隅すみ田だは帰宅組だったはずだが、お弁当を持ってきていた。すでに帰宅している隣の子の席に座る。

　乃のノの香かは首をかしげた。

「午後、何かあるの？」

「いや……そういうわけじゃないんだけどさ。このあと、秋あ葉き原ばか池袋ぶくろにでも出ようかと思ってて」

　ふーん？　と乃ノ香は深く突っこまなかった。話題を戻そうとしたが、とくに言えることはない。

　進路は決まっていない。美術コースに進むかは悩み中で、迷っていることすら人に話す気はなかった。絵が上う手まいわけでもないのに、プロのイラストレーターを目指しているなんて、恥ずかしい。

「わたしの進路は……未定かな。いろいろ迷ってるから」

「やっぱり、北きた高こうにしないんだ？　前に美大とか言ってたよな。それ系のとこ受けるつもりか？」

　そういえば、彼には口を滑らせていた。

　あはは、迷い中だってば──と曖あい昧まいに笑って、乃ノ香は話題を変える。

「えっと……あ、隅田くんは〝えびなみおり〟って知ってる？」

「もちろん！　有名な配信者だからな！　俺なんか配信の最初の頃から見てる古参だし。乃の木ぎさんも見てるんだ!?」

　いきなり早口になったから驚いた。

　首を横に振る。

「ううん、見たことないよ。知り合いから名前だけ聞いて。配信者だっていうのも、今、初めて」

「そっかー。面白いから一度は見るといいよ」

「どんな人？」

「海え老び名な水み織おりは高校生で、顔出し配信やってて、歌は上手いし、絵は上手いし、そりゃもうスゴイんだよ」

「かわいいんだ？」

「う、うん。でも、まぁ……乃……ん……のほうが……」

　隅田が赤面してうつむく。

　声が小さすぎて、聞こえなかった。

「イラストを描いてるんだよね？」

「作業配信もやってるよ。なんと、高校生なのにプロに教えてもらってて、めちゃくちゃ上う手まい！　はっきり言ってプロより上手いんじゃないかなー」

「京きよう橋ばし彩あや華か先生に……」

　乃のノの香かの言葉に、隅すみ田だが首をひねる。

「いやー、絵柄は近い気もするけど、さすがに京橋彩華はないんじゃないかなー？　だって、トップ中のトップじゃん？　いくら海え老び名な水み織おりが天才とはいえ、高校生を教えてる暇なんか無いと思うんだよね」

「そ、そうだねー」

　少し声が裏返ってしまった。

　公開していない情報だったんだ!?　と乃ノ香は焦る。

　どうやら、ネット上で有名人なのは、間違いないようだった。

　たった２歳上で、もう〝プロより上手い〟などと褒ほめられているなんて……

　海老名水織に比べると、自分はスタートにも立てていない、と落ちこんでしまう乃ノ香だった。

　喩たとえるなら、山に登ろうと決めたのに、裾すそ野のにすら到着できていないような気分だ。

　隅田がスマホを取りだした。

「前回のを見てみる？」

　学校内ではスマホ使用禁止だ。放課後とはいえ、大丈夫だろうか？

　それでも、乃ノ香は再生された配信動画から目が離せなかった。スピーカーから甲高い声が流れてくる。




「こんばんはー、海老名水織です！　……って、これ見にきてる人なら、知ってるよね」




　すごい美人だった。

　芸能人みたい。

　よくＴＶで見るような整った顔で、身体からだつきはほっそりしている。首も腕も細い。目が大きい。

　銀色の長い髪はウィッグに見えなかった。

　まさか、日本の高校生で銀髪なんて……怒られないのだろうか？

　乃ノ香はコスプレイヤーなので、妙なところが気になった。

　画面の中で、水織が言う。

「今日も、みんなとおしゃべりしながら、イラストの配信をしたいと思いまーす。まぁ、おしゃべりするのは、あたしだけなんだけど。みんなはコメントちょうだいね？　ほらほら、早くぅ」

　右からコメントが流れてくる。


　　『かわいい』




　　　　『かわいい』




　　　　　　　『今日も綺き麗れい！』



　水み織おりがうなずく。

「ありがとう、ありがとう、知ってるー」


　　『鎖骨見せて』



「どうしようかなー、見たい？　見たい？　だめでーす」


　『草』




　　　『今日は歌わないの？』



「ん～、リビングにパパとママがいるからね」


　　『前に、独り暮らしって言ってたぞ』



「そうだった？　じゃあ、それは嘘うそで」


　『てきとうｗ』




　　　『どうせそのうち歌うよ』



「ふふ……どうしようかなー。わかんないねー」

　水織は歌うようにしゃべる人だった。

　長めの雑談が終わり、作業に移る。カメラの方向が変わって、液晶タブレットが映された。

　どうやら、スマホで撮影しているらしい。

　液タブに表示されているイラストは、まだ塗り途中ながら、驚くほど上う手まかった。


　　　『結婚して』



「あたし、まだ16歳だから、ムリでーす。……っていうか、ムリでしょ」


　　『上手い』



「でしょー？　ありがと」


　　　　『作業配信より、おしゃべりのが好き』



「あらら、そうなの？　さようならー」


　　『ばっさりｗ』




　　　『１曲どうぞ』



「歌いませーん。この絵、もう終わらせたいのよね。飽きてきちゃった」


　　『やったー　朝まで配信だ』



「明日も学校あるんですー。うちは進学校だから、授業中に居眠りなんかしたら、すんごい怒られるのよ？　……ってか、もう肌と髪は塗り終わってるし、１時間もあれば完成するでしょ。ワンドロってやつ？」


　　　『もう何日目？』



「描きはじめて……30分くらいかなー。合ってる？」


　　『合ってる（４日目）』




　『ワンドロ（４日目）』




　　　『ワンドロとは』




　　『ぜんぜんワンドロじゃねえ』



「あたし、細かいこと気にしない人が好きかなー？　んんー……ここ赤を入れたほうがよさそ。うん、いいよね？　入れよ。えへー……イラストレーターっぽくない？」

　手慣れた様子で、しゃべりながら着色していく手際は、とても高校生とは思えないほどだった。

　楽しそうな雰囲気だ。

　コメント量からしても、人気のある配信者なのは間違いない。

　華のある女ひ性とだ。

　乃のノの香かは吐息をついた。

「……ありがとう」

　あまり長いことスマホを使っていると、先生に見つかって怒られるかもしれない。

　隅すみ田だがポケットにしまった。

「どう!?　いい感じじゃない!?」

「そうだね」

　彩あや華かの弟子ということで、彼女のような気難しいイメージを持っていたが、ずいぶん印象が違っていた。

　なんというか……つかみ所がない。それでいて、芯があるというか、強い自信が感じられた。

　隅田が急に話題を変える。

「あのさ、乃の木ぎさん、このあとは部活だよね？」

「うん」

「２時間くらいでしょ？」

「んー、たぶん」

　乃ノ香の思考は、同じ場所をぐるぐると回っていた。

　海え老び名な水み織おりはすごいと思う。

　自分はスケッチブックに思いつくままに絵を描いているだけで、いつか彼女に追いつけるのだろうか。

　いつか、ユウトの仲間に数えられるようなイラストレーターになれるのだろうか。

　──もっと、がんばらないと。





　　　　†






　ときわ台中学のプールは屋内にあるから、冬でも夏と練習内容は変わらない。

　水泳の練習を終えて、更衣室で制服に着替える。

　部の仲間たちは、遊びに行く相談をしていた。

　たまに、皆で撮ったプリクラを見せてもらったりすると、羨ましいと思う。

　それでも今は、ユウトの世話を焼き、彼の話を聞いているのが、乃のノの香かにとっての一番だった。

「お疲れ様です、お先に失礼します」

「ののっち、おつー」「またねー」「先輩、おつかれさまでしたー」

　部の仲間たちと挨拶を交わし、更衣室を出る。

　校庭に出たところで、見知った顔があった。なぜか、クラスメイトの男子がいる。

　片手を挙げたのは、隅すみ田だだった。

「やあ、乃の木ぎさん」

「あれ？　どうしたの？」

「どうもしないんだけど、フラフラと散歩してて……」

「ふーん？」

　そんな話をしながら、校庭の脇を歩く。




　校門を出たところで──

　学校のフェンスにもたれかかっていた少女が、乃ノ香たちの前に立った。

　じっ、と見つめられる。

　目を瞠みはるほどの美人だった。

　顔つきは大人びて、ほっそりして背が高い。

　流れるような黒髪が腰まで届いていた。

　胸元に結ばれたストライプのリボンが目を引く。スクールセーターの上に、ネイビーのブレザーを羽織っていた。どう見ても、ときわ台中学の制服ではない。

　高校生だった。

　その容姿に、なんとなく見覚えがある気が……

　少女が微笑ほほえんだ。




「やっと会えたねー、乃木乃ノ香ちゃん。……ってことで、合ってる？　正解？」




「え!?　そうですけど……」

　怯ひるんだ。

　いくら美人でも……いや、だからこそ、知らない相手から名前を呼ばれるのは、わりと恐こわい。

　そんな乃のノの香かの動揺などおかまいなしに、ぐいぐいと彼女は近寄ってきた。

「ああ、やっぱりね。そっかー、あなたが乃ノ香ちゃんか」

「は、はい……」

　ふと気付く。

　──あ、この髪、染めてる？

　普通の毛染めではなく、簡易的なものだ。おそらく、ヘアカラーワックスだろう。手間なく着色でき、髪を傷めずにシャンプーで落とせる。

　──元は、銀色!?

　あっ！　と隅すみ田だが声をあげ、相手を指差した。

「海え老び名な水み織おり!?」

　彼女が一瞬だけ鋭い視線を送る。すぐ元の笑顔に戻ったが。

「きみ、声が大きいね」

「え？　あ……すみません」

　海老名水織はＨＮハンドルネームだから、往来で呼ぶのは歓迎されないだろう──と気付いて、隅田が頭を下げた。
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　乃のノの香かはまじまじと見つめる。

　──この女ひ性とが、海え老び名な水み織おりさん。

　配信はスマホの小さな画面だったし、化け粧しようをしていたから、ずいぶん今と印象が違っていた。

　更衣室を出ると別人というのは、コスプレではよくあることだが。

　乃ノ香は問う。

「あの……どうして、わたしのこと知ってるんでしょうか？」

　彩あや華かから聞いたのだろうか。だとしても、ユウトにすら学校名を言ったことはないのに。

　水織が可愛かわいらしい笑顔のままで。

「どうしてかっていうと、見た瞬間にビビッときたの。……って言ったら、信じる？」

　考えてみると──

　乃の木ぎ乃ノ香なんて珍しい姓名だから、ネットで検索すれば、水泳部の大会記録が見つかるだろう。学校の特定は難しくなかった。

「でも顔はわからないんじゃ……？」

　水織の視線が下がる。

「うん、実は顔は知らなかったんだけど──おっぱいが大きい子、って師匠から聞いてたから」

「そ、そんなに大きくないですよー!?」

　慌てて鞄かばんで胸元を隠した。

　大声を出したせいで、部活帰りの生徒たちの視線を浴びる。

　そうでなくても中学校の前に高校生がいるのは珍しい。しかも、水織は芸能人みたいな容よう貌ぼうだ。足を止める者までいた。

「乃ノ香ちゃん、かわいいね。あたしと、いいとこ行こ？」

　水織に手招きされる。

「ううぅ……」

　正直、身の危険さえ感じるのだが、この場で話していると、どんどん人が集まってしまいそうだ。水織が何を言いだすかもわからない。

　ユウトや彩華との関係を秘密にしている乃ノ香としては、場所を変える提案には賛成だった。

　当然のように、隅すみ田だも来ようとするが……

　水織が問う。

「なに？　カレシ？　特別な関係？」

　乃ノ香は左右に手を振った。

「いえいえ！　ごく普通のクラスメイトです」

「……」

　隅すみ田だがうつむく。

　水み織おりは片目を閉じた。

「そっかそっか……ごめんねー、少年？　ちょーっと乃のノの香かちゃん、もらってくから」

「あ……はい」

　有無を言わせぬ勢いで、乃ノ香だけが連れられて。

　立ち尽くす隅田を残して、学校を離れた。

「……あの……海え老び名なさん」

「水織でいいよ」

「じゃあ、水織さん……どちらへ？」

「暖かいとこー。っていうか、寒いでしょ？　んもう、乃ノ香ちゃんがなかなか来ないから、すっかり冷えちゃった」

「すみません……」

　自分の責任ではないのでは？　と思いつつも謝ってしまった。

　今日はユウトの部屋に向かう予定だったが、仕方がない。夕飯の支度に間に合えば大丈夫だろう。

　結局、東とう武ぶ東とう上じよう線せんで池いけ袋ぶくろ駅へ。

　お洒落しやれなカフェへと連れて行かれるのだった。





　　　　†






《皇琲コーヒー亭てい》

　高級感の漂う、本格的な珈琲コーヒー専門店だ。

　──中学生が入ってもいいのかな？

「素敵なお店ですね」

「でしょー？　あたしはよく彩あや華かさんと会うときに使ってるの。味もいいのよ」

　中央のテーブルに座り、乃ノ香はブレンド珈琲を、水織はブラジル豆の珈琲を頼んだ。

　乃ノ香は内心で指折り数えてしまう。

　──お小こ遣づかい、足りるよね!?

　春のイベントは新しい衣装を作らないから、たぶん大丈夫のはず。大人にはちょっとした贅ぜい沢たくでも、中学生には大きな出費なのだった。

　水織が両肘をテーブルに置く。

　ぐっ、と彼女は前のめりになった。

「改めて、はじめまして！　あたしは海え老び名な水み織おりだよ。外では水織って呼んで」

　乃のノの香かはお辞儀する。

「は、はじめまして。乃の木ぎ乃ノ香です」

「……って、もう初対面って感じでもないね！　けっこう一緒に歩いたし」

「そう、ですね」

「京きよう橋ばし彩あや華かに絵を教えてもらうことになったって聞いたんだけどー。それほんと？」

「はい」

　水織が首をかしげる。

「あなた、ぜんぜん素人って？」

「……はい。今まで描いたことがないので」

「彩華さんの話だと、なんか断れない頼まれ方だったらしいんだけど」

「そういうつもりはなかったんですが……ユウト先生に紹介していただいたので」

「あっ……あー……それなら、彩華さんは断らないよね」

　なるほど、なるほど……と水織は小さな声で、10回くらい〝なるほど〟とつぶやいた。

　実は、猫のワコムを世話していたお陰なのだが──そのことを乃ノ香は知らない。

　水織が目を細める。

「乃ノ香ちゃん、何者？」

「え？」

「そもそも、素人の中学生が、彩華さんを紹介してもらうなんて……ムリでしょ？」

「わたし、ユウト先生のサークルの売り子をしていますので」

　部屋に出入りして、家事を手伝っていることは、できるだけ人に言わないようにしていた。

　水織が両手を合わせる。

「あ、コスプレとかする子だー」

「はい」

「って、本当にそれだけ？」

　ぐぐっと迫ってくるような言い方だった。どこまで知っているのか？　彩華からもっと詳しく聞いているのだろうか？

　だとしても、この場で言う必要はないはず。

「……ユウト先生は、いい人ですから、応援してくれてるんです」

「あ、今、ごまかしたね」

「ッ!?」

　あははは！　と水織が笑う。

「乃ノ香ちゃん、わーかーりやすーい!!」

「ううぅ……」

　自分に演技力があるとは思わないが、こうも簡単に看かん破ぱされたことはなかった。どういう洞察力なのか──と水み織おりを見つめてしまう。

　彼女は髪をかきあげた。

「なに？　見み惚とれちゃう？　わかるー」

「あ、いえ……そ、そういえば、水織さんて普段は黒髪なんですね」

　あからさまだったが、乃のノの香かは話題を変える。

　果たして、水織は乗ってくれた。

「そ！　配信のときは銀色なんだけど」

「見ました。ちょっとだけ」

「ありがとー。髪の色を変えてるのは、身バレ防止のためでもあるんだ。……けど、さっき思いっきりバレたよねー。もしかして隠せてると思ってるの、あたしだけ？」

「いえ……普通はわからないかと」

　隅すみ田だは、海え老び名な水織のファンだから気付いたのだろう。

　身バレ防止か。

　ナスの話を思い出した。ストーカー被害で苦労したらしい。女性がクリエイターをしていると、無視できない問題なのだろうか。

　水織が背もたれに身体からだを預けた。

「ふふ……意外と普通だねー。乃ノ香ちゃんって」

「わたしは薄味ですので」

「最初に話を聞いたときは、もっと強そうな子をイメージしてたんだ。……ってか、彩あや華かさんを脅すとか、強烈だよね」

「お、脅してはいませんのでー!?」

「あははは！」

　水織が笑って、乃ノ香もつられて笑う。

　ようやく緊張が解けた。

「ふぅ……水織さんは、思ってたよりも優しそうな人で、よかったです」

「うん、あたし、優しいよー。夢は世界平和だもん」

「あはっ」

「乃ノ香ちゃん……いい子だね」

「ありがとうございます」




「だから、イラストレーターなんて目指さないほうがいいと思うなー」




「……えっ!?」

　親しげな口調のまま、急に否定的なことを言われて、びっくりした。

　水み織おりが問うてくる。

「イラストレーターになって、どうするの？　あなたは何のために、それを目指してるのかな？」

「わたしは、ただイラストが描けたらいいな、と」

「ああ、楽しそうだよね。わかるー。でも、それプロになる必要はないよね？」

「う……」

　乃のノの香かは言葉に詰まった。

　水織が声をひそめる。

「……家族は賛成してくれてる？　友達に笑われない？　才能ある？　努力してもプロになれるとはかぎらないよ？」

　胸の奥が、ざわついた。

「……」

「あなた、まだ中学生じゃん。もっといろいろなことを知ってから目指しても、遅くないと思うんだよね」

「で、でも……水織さんだって高校生なのに、あんなに上う手まいです」

「上手い？」

「はい」

　ニッコリ、と彼女が笑みを浮かべる。

「ありがとー。じゃあ、彩あや華かさんじゃなく、あたしが教えてあげればいいよね？」

「え？」

「すっごく熱心に教えてあげる！　やったー」

「う…………」

　豹ひよう変へんした彼女に圧倒され、乃ノ香は声が出なかった。

　親しげな笑みのまま、水織が言う。




「……ってことで、あたしと彩華さんの間に、割り込まないでもらいたいんだよね」




　ぞくり、と背筋が冷えた。

　水織の笑顔の裏に、どれほどの感情が渦巻いているのか。

　身がすくむ。

　それでも、乃ノ香は──

「……すみません。でも、わたしは彩華先生に教えてもらうのが一番だって信じていますので。回り道をしてる余裕なんてないので」

　目標は、あまりに遠い。

　水み織おりの顔から笑みが消える。

「そっかー……ってことは、あたしのお願い、聞いてくれないんだ？」

「聞けません」

　まっすぐ相手を見つめて答えた。

　視線がぶつかる。

「ふーん……あたし、素直な子が好きかなー。乃のノの香かちゃんてさ……ちょっと、ズルくない？」

「ズル!?」

「売り子してるくらいで、彩あや華かさんを紹介してもらうなんて……ねえ？」

　身に過ぎた環境を得ていることは、自覚していた。

「そ、そうですね……でも……」

　ぷいっ、と水織が視線を転じた。

　細い腕を挙げ、ひらひらと手を振る。

「彩華さーん」

　視線を追いかけると、なんと喫茶店に彩華が入ってきたところだった。

　こちらのテーブルに来る。

　あちらも乃ノ香に気付いて、目を丸くした。

「え？　貴女あなたたち……知り合いだったの？」

「いえ……」

　否定する前に、水織がかぶせてくる。

「お友達でーす！　さっき初めて会ったんだけど」

　彩華が肩をすくめた。

「水織は、そういうところがね……」

　今日の彼女は、ユウトの部屋に来るときのような胸元の開いた格かつ好こうではなく、穴の開いていないニットセーターと、デニムのロングスカートの組み合わせだ。タータンチェックの飾り布がついていた。

　水織が乃ノ香に親しげな笑みを向けてくる。もう、親しみより恐怖を感じる笑顔なのだが。

「弟子どうしで、親交を深めてたのよねー？」

　深まったのは溝だと思う。

「……そう……ですね」

　しかし、わざわざ不仲を訴えるようなことは言わなかった。

　彩あや華かがため息をつきつつ、水み織おりの隣に座る。

「この子は性格がひねくれてるから、弟子にしたのは失敗だったかもって会うたびに考えるわね」

「師匠のジョーク、おもしろーい。あたし、性格いい子ですよー？　むしろ、性格だけが取り柄じゃない？」

　彩華が睨にらみつける。

「貴女あなたの取り柄は、顔だけよ」

「褒ほめられちゃったー」

　どこまで本気なのか、わからなかった。

　ぽんぽん、と彩華が水織の頭に手をのせる。

「まぁ、こういう子だから……貴女とは別の意味で、やっかいね」

「わ、わたし……やっかいですか」

　そんなふうに評されたのは初めてで、乃のノの香かは少なからずショックを受けた。

　イラストレーターを目指しはじめたことで、自分は変わったのだろうか？　よくわからない。

　それより、意外だったことがある。

　水織の言動は、彩華の前ですら自由奔放だった。もっと気に入られるような態度を取っているかと思ったのだが。

　そのせいで、彩華に盛大に突き放されてしまっている。

　不思議だった。

　しかし、どこか２人とも楽しそうだ。

　水織が彩華に頭を擦すり寄せる。

「もっと弟子を可愛かわいがってもいいんですよー？」

　その頭を押し返した。

「ハンッ！　私が可愛がるのは悠ゆうちゃんだけよ。少なくとも、水織は可愛くないわ」

「またまたー」

「どうせ、ここの支払いだって、私にさせる気でしょ？」

「そんなことないでーす。ここだけじゃなく、この後に新弟子の歓迎会ってことで、美お味いしいスイーツを食べさせてくれるって、あたしは師匠を信じてるよ？」

　深々と彩華がため息をつく。

「絵を教えて、しかも集たかられるなんて……」

「師匠、２月はイチゴの季節だよ。あまおうのタルトを出す店があるんだって。淡あわ雪ゆきのパフェを出す店も！」

　テンションが上がったのか、水織の声が配信のときの甲高さになった。

　彩あや華かが目つきを鋭くする。

「淡あわ雪ゆきのパフェ？」

　乃のノの香かは首をかしげた。

「……淡雪って、なんですか？」

「あらぁ、知らないの？　白いイチゴだよ。珍しいよね」

「そんなのがあるんですか!?」

「冬季限定だよ！」

「わわっ」

　思わず、乃ノ香まで声が甲高くなってしまった。

　彩華が肩をすくめる。

「ふぅ……仕方ない子たちね……まぁ、付き合ってあげないこともないわ」

「ウォーウ!!」

　水み織おりが両手を挙げた。

　思い出したように、彩華が乃ノ香に確認してくる。

「貴女あなたの歓迎会ってことらしいけど……予定は大丈夫なのかしら？　急な話でしょ」

「大丈夫です、ありがとうございます！」

　ユウトの夕飯は、お弁当になりそうだった。

　珈琲コーヒーを飲み終え──本当に会計を任せて、店の外へ出る。

　彩華の腕に、水織が絡みついた。

「師匠、ふとっぱらー」

「ちょっ、水織ッ!?　今、脇腹をつついたでしょ……はったおすわよ!?」

「ジョーク、ジョークですよー？　ってか、コートの上からじゃないですか」

　客観的に言って──彩華は細いほうだと思う。

　しかし、水織はダンサーのように細かった。この２人と並ぶと、乃ノ香は横幅が３割増しに見られそう。つらい。

　それはともかく、乃ノ香は頭を下げた。

「ごちそうさまでした、彩華先生」

「べつに気にしなくていいわ。でも覚えておきなさい──貴女たちが一人前になったら、ちゃんと返すこと」

「はい」

　ぐいぐいと水織が身体からだを寄せて甘える。

「わかってますってー」

「絶対に、わかってないわね」

「まかせて」




　彩あや華かと水み織おりの様子を見て、乃のノの香かは少しだけ〝羨ましい〟と感じた。

　──これくらい、わたしもユウト先生に……

　ハッ！　と気付いて、ぶんぶんと頭を左右に振る。

　そんなつもりじゃない。そのはずだった。
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　２月20日（火）──

　今日は乃のノの香かが来ている。

　洗濯した衣服を畳んでくれていた。

　悠ゆう斗とは電話中だ。

　その通話を終えて、スマホを机の端に置いた。

「うーん……」

　衣服を畳む手は動かしつつ、乃ノ香が尋ねてくる。

「どうかしたんですか、ユウト先生？」

「あ、《レイン・レイン・ガールズ》の顔合わせがあったらしいんだ」

「顔合わせ……？」

「ラノベがアニメ化したとき、制作の最初にやるもので、ラノベの著者と、アニメの監督が会って挨拶するんだよ。他にも関係者が何人か」

　先日、ハラミが参加していたものだ。

　乃ノ香は興味を持ったらしい。

「関係者というのは？」

「ラノベの担当編集とか、出版社のメディアミックス担当者とか、アニメ制作会社スタジオのプロデューサーとか。あとはメーカーのプロデューサーとか」

「メーカー……ですか？」

　彼女が首をかしげた。

　そういえば、普通は〝メーカー〟と言われても、わからないか。

「アニメの企画・製作・販売をする会社だよ。アニメを作ると決めて、アニメ制作会社スタジオに依頼をし、出資会社を募つのり……とにかく、全体を主導する会社だね。幹事会社とも呼ばれるかな」

「幹事会社ですか……」

「製作委員会って聞いたことない？　いくつもの会社が出資して、アニメを作るんだ。その中心になるのが、幹事会社で、いわゆるメーカーだよ」

「なるほどです！」

「アニメが放映されたとき、大きく名前の出てるところが、ふつうは幹事会社だね。例外もあるけど」

　乃のノの香かが記憶を探るように、視線を上へ。

「あー……ＯＰオープニングのあとに〝この番組はご覧のスポンサーの提供でお送りします〟と言って出るやつですね？」

「そうそう」

　納得したところで、彼女は別の疑問を持った。

「その顔合わせがあったんですか。ユウト先生は参加しなかったんですか？」

「呼ばれてないからなぁ」

「ええっ!?」

　悠ゆう斗とは頭を掻かいた。

「僕が素そ行こうが悪いから……ではないと思いたいなぁ。業界の慣習というか、ラノベにおけるイラストレーターの立場ゆえというか……最初の顔合わせは、著者だけのことが多いみたいだね」

「どうしてでしょうか？」

「まぁ、これは想像になるけど……クリエイター同士を会わせるのって、猫と猫を会わせるのに似てない？」

「ハッ！　相性が悪いと、いきなりケンカに!?」

「そんな場所に、別の猫まで呼びたくない──という気持ちはわかるよね」

「ううぅ……そうですね」

　悠斗は誰ともケンカしたことはないが、万人に好かれるとは断言できない。クリエイターに気難しい人物が多いのは間違いなかった。

「まぁ、そのうちイラストレーターも呼ばれると思う。キャラクターデザインの方との顔合わせとか」

「あ……そういえば、アニメにはキャラクターデザインっていますよね？」

「うん」

「いつも不思議だったんです。だって《レレガ》のキャラたちをデザインしたのは、ユウト先生じゃありませんか」

「原作ラノベはね」

「どうして、他の方が必要なんでしょうか？」

「そりゃ、ラノベのキャラデザと、アニメのキャラデザが、ほとんど別の仕事だからだよ」

「そうなんですか!?」

　悠斗はマウスを操作して、前の《猫ソナ》アニメのときの資料を表示する。

　主人公やヒロインたちのアニメ用デザイン画だ。

「前・後・横の全身絵──これを三面図という。必要なら服装や小物の細部の設定と、表情パターンも」

「わぁ、《猫ソナ》の！」

「アニメの設定資料集なんかで、見たことない？」

「あります！　この絵は持ってます。コス衣装を作るときに、あると本当に〝聖せい典てん〟なんですよー」

「主要キャラだけで６体以上だし、着替えたら別に必要だ。髪や上着で隠れる部分も、手にする小物も、全て設定しないといけない。しかも、作画の人がわかるように描かないと現場が混乱しちゃう。三面図や表情パターンを僕が描いてたら、ラノベの挿絵を描く時間がなくなるよ」

「それは困りますね」

「しかも、どこまで簡略化したら、見栄えがよくて作画コストが抑えられるのか……僕には知識がない。落としどころが難しいんだ」

「アニメはたくさん絵を描きますもんね」

　平均的な30分アニメ番組に必要なセル画は、３０００枚ほどにもなる。１クール12話なら、約３６０００枚だ。

　例えば──ヒロインの服に線を１本だけ加えたとする。それは動画に反映され、ときには数百枚の絵に、アニメーターがその１本の線を引くことになる。責任重大だ。

　そのようなわけで、アニメには専門のキャラデザが必要なのだった。

　乃のノの香かが残念そうに言う。

「理由を聞けば、納得なんですけど……でも、ラノベが売れたからアニメ化が決まったわけで、それにはイラストレーターの努力もあったと思うんです。大切な日に呼ばれないのは、寂しいですね」

「仕方ないよ」

　悠ゆう斗とは、そう割り切っていたのだが……
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　その日の夕方だった。

　スマホからメロディが流れてくる。電話を掛けてきたのは、編集の永なが井いだった。

　挨拶を交わし、用件を尋ねる。

「どうしましたか？」

『えー……来週なんですが、《魔女猫》アニメの顔合わせがありまして』

「ああ、そうなんですね」

『ユウト先生にも来ていただければ、と』

「え？　何かあったんですか？」

『いえいえ、イラストレーターの先生だって、この企画にとって欠かせない存在なわけですから、是非』

「……で、本当は？」

　もう短い付き合いではなかった。

　永なが井いが苦笑する。

『小お倉ぐら先生が、ユウト先生が来ないなら行かない、と言いだしまして』

「保護者かな？」

　また、マリィの人見知りだったか。

『先方の希望もあって、今回は是が非でも小倉先生に参加していただきたく』

「あれ？　《猫ソナ》のときの顔合わせは、どうしたんですか？　たしか、メーカーのプロデューサーは同じ方ですよね？」

　悠ゆう斗とも何度か会っているが、名前は記憶から抜けていた。最初に挨拶したきり、ほとんど会話していない。

　濃い人だったのだけは覚えているが。

　永井がため息をついた。

『小倉先生……《猫ソナ》のときは、欠席でした。担当編集の私が原作側の代表者ということで』

「誰と誰の顔合わせなのか」

『そのぶん、アニメ製作に過度な干渉がなかったので、現場はやりやすかったようですが』

「みたいですね」

『今回は、より一致協力して臨みたいという希望をいただきまして』

「発売前にアニメ化ですもんね」

『……それは、ありますね。まだ原作小説が発売されていないこともあり、小倉先生の協力がないと難しい面が』

「ですよね」

　話には納得できた。

　永井が困ったような口調で言う。

『お忙しいのは、重々承知していますが』

「……せっかくだし、行きますよ。前から興味はあったし」

『ありがとうございます！』
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　翌週。

　２月の末日だった。

　昼過ぎに、池いけ袋ぶくろから有ゆう楽らく町ちよう線せんで飯いい田だ橋ばしへ向かう。

　地下鉄の駅からＪＲの改札まで歩いた。

　大勢が行き交う改札前で視線を巡らせると、小さな女の子──いや、実は年上の女性が待っていた。

　小説家の小お倉ぐらまりぃ。

　本名はマリィ＝マルセル・コクラという。

　晴れてはいるが、肌寒い。彼女は水色のマントコートを羽織っていた。

　お洒落しやれだとは思うが、マリィの背が低いせいもあって、小学生が雨あま合がつ羽ぱを着ているみたいでもある。膝丈のコートから伸びる脚が素足というのが、また子供っぽさを助長していた。

　マリィがさらさらの金髪をかきあげ、後ろに流す。

　アイスブルーの瞳で見つめてきた。

「遅いわよ、ユウトくん」

「びっくりしたよ。君が先に到着してるなんて、僕は時間を間違えて大遅刻したかと思った」

　スマホを２度も確認する。

　今は13時40分で、約束の時間は、13時50分だった。

　マリィが肩をすくめる。

「なに言ってるの、ユウトくん。私が遅刻したことなんてある？」

「いくらでも記憶にあるんだけど」

「……情報は常に最新であるべきでしょ。今日からは、約束の１時間前に到着している人と覚えておくといいよ」

「１時間前は早すぎない？　あ、君……もしかして時間を間違えたんじゃ？」

　マリィが駅の出口へと歩きだす。

「行くわよ、ユウトくん！」

「早く着いちゃったなら、そう連絡をくれれば、もう少し早く来たのに」

「ッ!?」

　その発想はなかった──という顔で、まじまじと見つめられた。

　悠ゆう斗とは苦笑する。

　駅から５分ほどの場所にある大きなビルへ。

　予定より少し早くロビーに到着すると、寝不足そうな土気色の顔をした永なが井いが待っていた。

「お疲れ様です、小倉先生、ユウト先生」

「……」

　マリィが黙ってうなずいた。

　悠ゆう斗とは丁寧に頭を下げる。

「お疲れ様です」

「もう、先方はいらっしゃっておりますので」

　14階の会議室を訪れた。

　大きめの部屋に、長机が四角く並べてあり、そこに大人が何人も席に着いている。

　悠斗たち──というか、マリィを見て、全員が席を立った。

「うー」

　怯ひるんだマリィが、悠斗の腕にしがみついてくる。

　あらぬ誤解を受けそうだった。

「ちょっ……!?」

　しかし、引き剥がしたら、彼女は会議室から走って逃げてしまいそうだ。

　悠斗は引きつった笑みを浮かべた。

　大人たちは戸惑った表情を見せるが、さすがは日々クリエイターを相手にしているプロフェッショナルだ。ツッコミすらも入れず、当然のことのように受け流した。

　メーカーのプロデューサーが笑顔で近付いてくる。

「お久しぶりです、小お倉ぐら先生！　ユウト先生も！　プラネット・ワンの常と世よ田だです！」

「……うん」

「はい、お久しぶりです」

　いかにも〝やり手の営業マン〟といった雰囲気の壮年の男性で、《猫ソナ》のアニメも仕切ってくれた人物だった。大会社プラネット・ワンの常世田という。

《猫ソナ》アニメの打ち上げ以来──久々の再会だった。

　次に、髭ひげの男性が名刺を出してくる。

「初めまして。アニメ制作会社アサガヤスタジオのプロデューサー、本ほん多だです」

　その次に、ひょろりと細身で、やっぱり髭の男性が前に立った。

「今回、アニメ監督を務めさせていただくことになりました、枩まつ田だです。よろしくお願いします」

　次々と別の人に挨拶される。

「脚本構成を担当します、鈴すず木きです」

「キャラデザを担当することになりました、五十鈴いすずといいます」

「アサガヤスタジオ制作進行の栗くり尾おです。若じやく輩はい者ものですが、がんばります！」

「Ｋ社ライツ事業部の藤ふじです。《猫ソナ》では、いつもお世話になっております」

「その部下の須す原ばらです。はじめまして」

　この人だけは、若い女性だった。

《猫ソナ》のときは、厳いかつい顔の藤ふじだけだったから、担当者が増えるらしい。

　さらに、後から人が来た。

　眼鏡の男性は、文庫Ｊの編集長だった。

「小お倉ぐら先生、ユウト先生、いつもお世話になっております。この度はアニメ化、本当にありがとうございます」

「失礼いたします！　《魔女猫》のコミカライズをさせていただきます、サイキックコミックの編集長、御み津つ菱びしです。こちらは、担当編集の浮うき草ぐさです」

「浮草っす！　よろしくお願いします！」

　体育会系っぽい男が、名刺を突き出しながら大声をあげた。

　以上……何人だろう？




　──覚えられるわけがないよね!?




　悠ゆう斗とは内心で悲鳴をあげた。

　この場にいる全員が、自分と作品にとって大切だということは、充分に理解できる。

　しかし、そもそも人の顔と名前を覚えるのは苦手だ。しかも、こう多くては……

　自分の頭が悪いだけだろうか？

　腕にしがみついている彼女へと視線を向けた。

「マリィ……？」

「……」

「ちょっと、マリィ？」

「…………」

　立ったまま気絶している!?

　というわけではなかったが、どうやら精神的に限界を超えたらしく、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。悠斗の腕を掴つかんでいなければ、倒れていたかもしれない。

　永なが井いが声をかけてくる。

「では、ご挨拶も済んだところで、座っていただいて」

「そ、そうですね」

　ひょろりと細身で髭ひげの男性が片手を挙げた。

「すみません。さっそくですが、私のほうから先生方に、いくつか質問したいのですが、いいでしょうか？」

　誰だろう？　立場も名前も覚えていない。

「……」

　無反応のマリィを、悠ゆう斗とは肘でつついたが──やっぱり動かなかった。

　仕方なく、彼女を椅子へ座らせる。

「えっと……ちょっと驚いちゃってますけど、大丈夫です」

　本当に誰だっけ？

　悠斗が内心で戸惑っていると、隣の席に座った永なが井いがフォローしてくれる。

「では、枩まつ田だ監督から、質問をいただいて、両先生に回答していただくということで」

　ああ！　そうだ、監督だ！　枩田監督だ！　と悠斗は手を叩たたいた。

　質問を受ける前に、まずは制作会社のプロデューサーから。

「今回、《魔女猫を飼う》のアニメーションを作らせていただくことになりました。本作は発表前ですが、先生の前作《猫と宝石と銃のソナタ》は大変に好評で、そのファンに向けた新作として間違いなかろうと確信しております。先日いただいた第１巻の原稿も大変に素晴らしく、私もファンになりました」

「…………」

　聞いているのか、いないのか、ずっとマリィは無反応だった。

　次に、監督が質問する。

「私も１巻の原稿は読ませていただきました。それで質問なのですが──小お倉ぐら先生にとっての主人公は、魔女ですか？　猫の少年ですか？」

　全員の視線がマリィに向けられた。

　自分なら萎い縮しゆくしてしまいそう──と悠斗は怯ひるむ。

　驚いたことに、彼女はスイッチが切り替わったかのように喋しやべりはじめた。

「主人公ってなに？　視点保持者のこと？　それならシーンごとに変わるの。そのシーンを一番楽しめるようにしたいでしょ。感情移入の対象は読者によるよ。ノワールとクロのどちらにも、それぞれ共感できるところがあるもの。物語の軸？　それなら２人にも２人の関係性にもストーリーはあるの」

　監督がメモを取る。

「ふむ。すると、どちらが主という意識はない、と？」

「読んだ人が決めるのよ」

「なるほど、《猫ソナ》も、そういう作品ですね。最初は少年のほうのつもりで見てたけど、気付いたら少女の気持ちになってました……こんなオジサンが、おかしいとは思いますが」

「おかしくないよ。物語の中では何にでもなれるもの。人間が猫にだってなれるんだから、年齢や性別なんて、小さな違いよ」

「わかります！」

　力強い同意だった。

　マリィの様子がおかしかったので、どうなることかと思ったが……

　衝突するような場面もなく打合せが進む。

　いや……打合せというより、まるで《魔女猫》についての座談会だった。

　この監督は、作品のファンでもここまで深く読みこんでいる人は珍しい──と思うくらい、入念に考察してきている。

　その深掘りに対し、淀よどみなく答えるマリィにも驚きだった。

　悠ゆう斗とはまじまじと見つめてしまう。

　視線に気付いて、彼女が頬ほおを染めた。

「ん。ユウトくん……なに？」

「いや……マリィって、小説家だったんだなぁ、と」

「ユウトくん？」

　いつも悠斗が見ている彼女は、ぐーたらでいいかげんで食っちゃ寝ねだ。

　今は、間違いなく小説家だった。

　自分のほうにも、プロデューサーやキャラクターデザイナーから質問が来る。

　アニメ化は２度目ということもあり、苦もなく答えられた。

　しかし、スケジュールについては頭の痛いところだ。

　名前は忘れたが、ライツ事業部の女性の方から──告知用のイラストが欲しい、と頼まれた。

　もちろん、気持ちとしては描きたいと思うのだが、すでにスケジュールは破は綻たん寸前だ。

　悠斗は〝帝てい王おう文庫と調整してもらえれば〟と返すしかなかった。

　悩ましい。

　あっという間に時間が過ぎた。

　最後に、と制作会社のプロデューサーが問うてくる。

「小お倉ぐら先生……この《魔女猫》のアニメに期待するところは、何かありますか？」

　原作ストーリーへの忠実さ？

　作画？　音楽？　声優？　プロモーション？

　マリィが即答する。

「楽しんで作ってほしい」

　一瞬、先方が静まりかえり……それから、うなずく。

「わかりました」

　噛かみしめるような一言だった。

　アニメーションは大勢が関わるだけに、何が起きるかわからない。そうした緊張はあるものの、いい作品にしてくれそうだな──と悠斗は期待感のようなものを得た。

　ふと小声で尋ねる。

「……マリィ、名前は覚えられた？」

「当然よ？」

　彼女が監督を指差した。

「山やま田だ！」

「枩まつ田だです」
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　都会の空に星はなく、周囲には眩まばゆくネオンが煌きらめいていた。

「来てしまった……」

　悠ゆう斗とは代だい官かん山やまのマンションの前にいる。

　隣にはマリィがいた。

　支えてやらないと、今にも地面に倒れこみそうだ。それくらいフラフラだった。




　１時間前──

　顔合わせが終わり、関係者たちが引き上げる。

　挨拶を交わし、最後に悠斗とマリィと永なが井いだけが、ビルのロビーに残った。

　しみじみと永井が言う。

「いい監督で、よかったです」

「いろんな意味で寛かん大だいでしたよね。あと、すっごい作品への愛情と熱意を感じました」

「幸運です」

「楽しみですね」

　どれくらい得がたいことなのか、彼女は理解しているだろうか？　マリィはロビーのソファーに座りこみ、うとうとと半分寝ているような様子だった。

　悠斗は声をかける。

「マリィ、帰ろう」

「……無理」

「いやいや……」

「ここで寝る」

　永井が苦笑した。

「だいぶ、お疲れになったみたいですね。タクシーを呼びましょう」

「それがよさそうですね」

　うなずいた悠斗の袖を、マリィが掴つかんできた。

「……運んで」

　タクシーに乗せた途と端たんに熟睡してしまいそうだったから、放ってもおけず。結局、悠ゆう斗とは同乗するのだった。




　かくして、今はマリィの部屋の前にいる。

　セキュリティカードをかざすと、エントランスの大扉が開いた。

　高層マンションの32階──

　カードキーで開くホテルみたいな玄関扉を開けた。

　自動で照明がついて、室内が照らされる。

　床が本で埋め尽くされている。

　到着したと思って手を放したら、マリィがその本に山にダイブしてしまった。

「んがッ!?」

「わわっ、大丈夫かい!?」

「ユウトくん……ひどい……」

「いやいや、僕のせいじゃないでしょ？　ちゃんと立って歩いて」

「……ベッド、連れてっ……て」

　吐息まじりのつぶやきに、あらぬ想像を掻かき立たてられたが、悠ゆう斗とは頭を左右に振って、その思考を追い払う。

　ここまで来たからには、最後まで面倒を見てやるか──とマリィを持ち上げた。マントコートは脱がせておく。

　──軽いなぁ。

「君、ちゃんと食事は取ってるかい？」

「ときどきね」

「そんなことじゃ、背が伸びないぞ」

「……小さな女の子は……趣味じゃない？」

「僕の趣味は関係ないでしょ」

「……おへその形はいいと思うのよ？」

「ぶっふぉ!?」

　温泉で見たおへそを思い出し、悠斗は赤面してしまった。

　マリィを運んで、本だらけの廊下を奥へと進む。

　途中、空のペットボトルや、お菓子の空箱や、古いノートＰＣなども転がっていた。

　やわらかな彼女の身体からだの感触を意識から追い出すため、悠斗は別の話題を振る。

「……この本は、すべて君の？」

「ううん。半分くらい、パパの……文学者だから」

　意外──でもなかった。

　マリィは年齢不詳と思えるくらい古い作品にも詳しいし、普段の言動からは想像できないほど文章力が高い。父親の影響だったのか。

　廊下の途中、ドアが開いていた。

　灯あかりの消えた部屋の中に──真っ赤なドレス姿の女性が立っている。

「わっ!?」

　ギョッ！　とした悠ゆう斗とだったが、よく見れば洋服掛けにドレスが掛けてあるだけだ。

「ふぅ……なにかと思った」

「ほわわぁ……ママの衣装よ」

　アクビしながら、マリィが言った。

「衣装？」

「歌手シヤントウールだから」

「それって、ＴＶとかで歌ってるような……？」

「んー」

　もう半分寝ているようなものだ。

　悠斗は質問を切り上げて、さらに奥へ運ぶ。

　廊下を曲がった先に、扉が複数あった。

　──この物件、何部屋あるんだ？　と悠斗は苦笑いする。

　おそらく、マリィの寝室であろう部屋は、簡単に見つかった。

　ドアが開けっぱなしだったからだ。

　前に訪れたときは玄関までだったので、彼女の寝室に入るのは初めてだった。

「マリィ、ここでいいんだよね？」

「ん……くー……」

　彼女を支えたまま、寝室と思おぼしき部屋に入る。本が床を埋め尽くし、中央にやたら大きなベッドがあった。

　そのベッドの上に一緒に買いに行ったノートＰＣやら、本やら、謎のヌイグルミやら、着替えやらが散乱していた。

　下着まで。

　悠斗は動揺してしまう。

　そういえば、マリィの裸は見たことあるが、着けている下着は見たことがなかった。

　目に入らなかったことにして、彼女をベッドに放りこむ。

「よっと！」

「にゅッ」

「ふぅぅぅー……」

　ひと仕事を終えた──そんな気分だった。

　今にも消え入りそうな声で、マリィがつぶやく。

「……脱がせて」

「は？」

「着てると、寝れない」

「いやいやいや……今にも寝ちゃいそうだよ？　目を閉じてごらん、３秒で夢の国だ」

「しんじゃう」

　服を着ていると命に関わるのか。もう日常生活を送れないんじゃないか、それは。

　ん！　とマリィが両手を伸ばしてきた。

　ブラウスを脱がせろ──ということなのか。

「何歳児だ、君は？」

「レディに年齢を訊きくなんて」

「……レディが男の人に服を脱がしてもらおうとするのは、どうなのかと」

「よくある」

「ああ、たしかに、それは洋画なんかでたまに見るシーンだけど……ちょっと違うんじゃないかな？」

「ユウトくんって……じゃあ、これでね」

　マリィが薄手の毛布を身体からだにかけた。
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「ええ？」

「ほら、見えない。恥ずかしくない。かんぺき」

「か、完璧か……？」

　ジトーと睨にらまれてしまう。まるで自分のほうが悪いことをしているかのようだった。

「仕方ないな」

　毛布の中に、手をつっこむ。

　手探りで進むと、マリィの身体からだに触れた。

「んぅ」

「へ、変な声を出さないように」

「くすぐったかったの」

　やっぱり、自分で脱げばいいんじゃ？　と思いつつ、ブラウスのボタンに辿たどり着ついた。

　ふにょんとした小さなふくらみを布ごしに感じる。

　毛布で見えないのが、幸いなのか、否か。

　思っていた以上に手間取りつつ、ブラウスのボタンを外しきった。ころんと彼女を横に転がして、背中側から脱がせる。

「……ブラも」

　毛布の中から命令された。

　覚悟はしていたので、焦らず騒がず、背中のところを探るが……ホックがない。

「あれ？」

「フロントホックだから」

「嘘うそでしょ。これ、ハーフトップだよね？　ほら、両手を挙げて。ばんざーい」

「うー」

　不本意そうなマリィから、スポーツ用みたいな形のブラを脱がせた。目に入れないよう、それは毛布の中に残しておく。

　次はスカートか──と試しに引っ張ったら、ずるりと脱げてしまった。ホックもチャックも付いていたが、サイズが大きすぎたらしい。

「ふぅ……これでいい？」

「ユウトくん……まだ、残ってるよ」

「いやいや！　さすがに、それは自分で脱ごうよ！」

「逃げちゃだめよ」

「に、逃げるわけじゃ……」

「ほら……脱がせて」

　マリィが毛布から、白い布を覗のぞかせる。

　靴下だった。

　悠ゆう斗とは深々とため息をつく。爪先をつまんで、ぽんぽんと足から引き抜いた。

「はい。じゃあ、僕は帰るからね」

　ところが、彼女の身体からだを隠していた毛布が、ばさぁと払われる。

「ん」

　悠斗は思わずたじろいだ。

「マ、マリィ!?」

「…………」

「えっ？」

「くー……すぴー……すぴぴ……」

　寝てる。

　完全な熟睡だった。パンツ一枚で。

　はぁぁぁぁ……と悠斗は、今日一番の深いため息をついた。もう色気も何もあったものではない。

「マリィ？　お腹なかを出して寝ると、風邪ひくよ？」

　悠斗は蹴飛ばされた毛布を掛け直して、部屋を辞するのだった。
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「納得いきませぇん！」

《魔女猫》アニメ顔合わせのあった日の夜。

　Ｋ社ライツ事業部の若手──須す原ばら佐さ智ちは怒っていた。

　隣には、文庫Ｊ編集の永なが井い敬けい吾ごがいる。

「まあまあ、だから交渉に行くんですから」

　彼のほうが何年も先輩だが、別部署だからか、年下の佐智にも敬語を使っていた。

　社内のいろいろな事情が絡んだ結果、《魔女猫》の出版社側のプロモーションは佐智に任された。

　作品の宣伝や、グッズ許諾や、イベント開催など。

　アニメの公式サイトはメーカー側が作るが、その素材を用意するのは、佐智の仕事だった。

　ライツ転属２年目にして、初の大仕事である。

　昼間の打合せで、イラストレーターのユウト先生から〝スケジュールについては帝てい王おう文庫と調整してほしい〟と言われた。

　──やってやりましょう！

　張り切って帝王文庫に問い合わせた佐智だったが……

　ものすごく高いところから、お言葉を頂いたのだった。

『オホホ……ウチの火ひ屋や大だい字じ先生はもう第３巻の執筆に入っているんですの。小お倉ぐらまりぃ先生のお原稿はいつ頃から書きはじめるのかしら？　影も形もない作品の挿絵をお願いするなんて、ユウト先生にご迷惑ではなくて？』

　もう第１巻の初しよ稿こうならあります！　などと言い返したら、相手の思おもう壺つぼである。

　佐智は若いが、バカではない。

　どうにか食い下がって、交渉のために外で会う約束は取り付けた。

　先方が文庫の編集者ということで、こちらも担当編集の永井を連れていく。

　かくして、佐智は夜の神楽かぐら坂ざかへと向かうのだった。




　居酒屋の個室で、２対２で睨にらみ合う。

　表面上は和やかな笑顔で。

　相手は、《レレガ》担当編集の船ふな山やま透とおると、編集長の海み笠かさ恵え理りだった。

　挨拶のあと、まずは一杯──と日本酒を御お猪ちよ口こでもらう。

　昭和じゃあるまいし、呑のみ比べという時代ではない。とはいえ一口で酔うようだと営業職は務まらなかった。

　相手の船ふな山やまは、ガチガチに緊張している。

「あ、あの、ユウト先生のスケジュールについてなんですが……帝王文庫こちらからお願いしている件で、もういっぱいだと思うんです」

　──歳としは同じくらい？

　佐さ智ちは営業の専門職だ。複数技能持ちマルチスキルの編集者に、交渉事で負けられない。

「弊へい社しやからも依頼しているイラストはあります。しかし、ユウト先生に無理をさせて体調を崩されたりしたら、お互いに得るところがありませんよね？」

「も、もちろん理解はしています」

「両方の企画が成功するのが、一番なんです」

「はい、はい」

　こうして部分的に利害が対立することは、よくあるのだが……

　両方の企画が成功したほうが間違いなく得だった。

　あちらを気に入ったお客さんが、こちらの作品も見てくれる可能性は高い。

　逆に、あちらがダメなら、こちらも避けられてしまうかもしれない。

　同じイラストレーターを使う企画は、いわば同じ船に乗った仲。呉ご越えつ同どう舟しゆうだった。

　いがみ合って船底に穴を開けるような真ま似ねはできない。

「どうでしょう？　ユウト先生はもともと弊社でデビューし、うちの永なが井いと長く仕事をしております。任せていただければ、お互いに納得できるハンドリングができると思うのですが」

「ああ、なるほど……」

　これで納得してくれれば、問題はなかった。

　もちろん、自分たちばかり優先させることはできないが、スケジュールを半々で分け合うなら妥当なところだ。

　ずっと黙っていた海み笠かさが動く。

「それなら……弊社のほうの企画が先行しているわけですから、こちらがユウト先生のお仕事を全て預かるのが、自然ではありません？」

「……先ということでしたら、うちには《猫ソナ》が」

「最終巻の原稿が来ない──とユウト先生から伺っておりますが？」

「うっ……」

　思い切り弱点を突かれた。

　──小お倉ぐら先生、うらみますよぉー!?

　その作者がいないと、この企画もないわけで、佐さ智ちはなんとも複雑な気分だった。

《レレガ》の火ひ屋や大だい字じは〝半年前には原稿を完成させておく〟という噂うわさで、１度たりとも〆切を破ったことはないらしい。

　対する小お倉ぐらまりぃは、１度たりとも〆切を守ったことがなかった。延期の常習犯だ。

　完敗……!!

　佐智は心が折れそうだった。

　永なが井いが口を開く。ベテラン編集者だというから、どれほど巧みな手腕で会話の主導権を引き戻すかと思いきや。




「たしかに、今回は譲ゆずるしかなさそうですねー」




　──なんで、白旗あげてんのー!?

　佐智は大声を出しそうになった。

　オホホホ……と海み笠かさが口に手を当てて笑う。

「永井さんはわかってらっしゃいますね、さすがは業界が長い」

　一瞬、佐智と永井が凍る。

　船ふな山やまだけが「あはは」と反応した。

　気を取り直して、永井が続ける。

「じゃあ、今やっていただいている作業のあと、３月４月はお譲りするということで……その間にユウト先生にお願いする仕事は、帝てい王おう文庫さんを通します」

「ええ、そうしましょう」

「そのぶん、５月は、こちらを優先していただきたいのですが？　何かあれば、ウチを通してもらうということで？」

「……わかりました。そのあとは《レレガ》の挿絵が入ると思うのだけれど？」

「文庫が最優先なのは、もちろんです」

　こちらが譲るというのだから、するすると話はまとまる。

　佐智が突破口を見つけられないうちに、交渉は詰んでしまった。





　　　　†






　居酒屋を出たとあと──

　スマホをいじっている永井に、佐智は詰め寄った。

「納得いきませぇん！　どうして、あっさり譲ったんですか!?」

「ありゃあ、ダメですよ。どう交渉しても絶対に譲じよう歩ほしないタイプです」

　そうかもしれない。

　しかし、佐さ智ちは体育会系だった。

「勝負しないうちから、諦めるなんて……」

「なに言ってるんですか、勝負はこれからですよ？」

「え？」

　永なが井いがスマホを懐ふところに戻す。

「常と世よ田ださん、ちょうどよく本ほん多ださんと呑のんでるみたいで、今から新しん宿じゆくで合流します」

　昼間に会った《魔女猫》のメーカーＰとスタジオＰだ。

　佐智は怪け訝げんな顔をする。

「交渉で負けちゃった報告ですか？」

「そうなりますね。そのうえで、メーカーＰに、納品スケジュールを待ってもらえるよう頼みこむんです」

「ええっ!?」

　永井が苦笑する。

「アニメ化発表は７月刊でしょ。告知用のイラストは５月でも充分に間に合いますよ。そりゃ、万が一にも間に合わないとマズイから、あちらは早めには欲しいって言いますけどね……エライ人が納得してくれれば、待てるはずです」

「それじゃ、最初から、そうすればよかったんじゃ……？」

「いやいや……遅れます、遅れます、ばかり言ってたらメーカーやスタジオに怒られちゃいますよ？　それに、５月は優先してもらえることになりました。帝てい王おうが何か入れてこようと、ウチを通す約束です」

「勝手にやられたら？」

「ははは……両者で約束したことは、ちゃんとユウト先生にも伝えますよ。優先順位が明確なほうが、先生も喜ぶでしょう。板挟みは嫌なものです」

「あ、たしかに」

　佐智は安あん堵どの吐息をつく。

　永井が苦笑いした。

「気を引き締めてくださいね？　理屈ではそうですけど、これからが勝負です」

「あ……」

「プロデューサーだって、簡単にスケジュール調整なんてしてくれませんよ」

「そ、そうですよね」

「佐智さん、今日は帰れないかもしれません」

「ッ!?」

　思わず、コートの襟えり元もとを両手で閉じた。

　彼が申し訳なさそうに言う。

「常と世よ田ださんも本ほん多ださんも、一いつ升しよう瓶びんが空になったところからが呑のみ会かいだ、って言うような方たちなんで……」

「酒しゆ豪ごう!?」




　８時間後──




　ハッ！　と気付くと、見知らぬ天井だった。

　佐さ智ちは慌てて身体からだを起こす。

　たしか、新しん宿じゆくの居酒屋で呑んでいたはずだが、どう見ても洋室だった。

　──っていうか、ホテル!?

　大きなベッドに寝かされていた。

　自分の身を確かめる。

　服は着ていた。

　しかし、ここまで連れてこられたときの記憶が飛んでいる。

　状況を理解して、佐智の心拍数が跳ね上がった。

　まさか……

　水音が聞こえていた。

　脱衣所のほうから、衣きぬ擦ずれの音がする。

　しばらくして、永なが井いが姿を見せた。

「あ、起きましたか」

　彼も服は着ているが。

「ううぅ……あの……これは、いったい……？」

　永井が頭を掻かいた。

「須す原ばらさん、すっかり寝ちゃってたもんで。タクシーに乗せようにも、自宅の住所を知らないし、２月の深夜に外で寝てたら凍死しちゃうし……時間的に、このまま出社かなあ、と」

「そ、そういえば……」

　何杯目の御お猪ちよ口こだったか覚えていないが、自分は酔い潰れてしまったらしい。

　プロデューサーたちの前で……？

　大失態だ！

　佐智は肩を落とす。

「どうしよう、せっかくいい雰囲気で企画がスタートできそうなのに……私が……」

「メーカー側で、スケジュールを調整してくれるそうですよ？」

　永なが井いの言葉の意味が、すぐには理解できなかった。

　佐さ智ちは戸惑う。

「え？　私……酔い潰れちゃったんじゃ……？」

「ははは……あれだけ呑のめる人たちだから、それくらいで怒ったりしませんよ」

　だとしても、呼び出しておいて先に潰れたら、いい顔はしないだろう。自分がやるべき交渉を、彼にやってもらったのだと気付いた。

「……ありがとうございます」

「いやいや、困ったときはお互い様で」

「でも……」

　永井がスマホをいじって、口元を緩める。メールの画面を見せてきた。

「ああ、よかった！　ユウト先生、告知イラストを描いてくれるそうですよ。〝そこまで待ってもらえるなら大丈夫です〟とのことで」

「や、やったあ！」

　佐智はベッドから身を乗り出す。

　ところが、ちょっと寝たくらいで、潰れるほどの酒が抜けるわけもなかった。

　ぐわん、と視界が反転する。

「ふあっ!?」

「あぶない！」

　ベッドから転げ落ちそうになり、永井が駆け寄ってくるのだった。





　　　　†






　日付戻って、２月17日（土）

　佐さ伯えき愛あ澄すみがユウトの家を訪れた翌日──

　今日は、愛澄の部屋に来客がある。

「お邪魔っすー」

　ＰＮペンネーム二に色しきこと倉くら山やま錦にしきだった。

　彼は革のライダージャケットを羽織り、黒いチノパンをはいている。

　今日の愛澄は、厚手のセーターにジーンズという格かつ好こうだった。

「いらっしゃいませ、二色さん」

「プリン貰もらえるって聞いたんで！」

「大変だったそうですね」

「はっはっはっ……まぁ、詳しい話はやめとくぜ！」

「……はい」

　先日、愛あ澄すみはユウトに誘われて、友人たちと八はち丈じよう島じまを観光した。

　しかし、二に色しきはノロに罹かかって不参加になってしまったのだ。

　ＬＩＮＥの誤爆などもあり、愛澄は彼にジャージー牛乳プリンをお土産にする約束をしたのだった。

　冷蔵庫から紙箱を出す。４個入りだ。

「こちらです」

「あざっす！　あざっす！」

「お急ぎでないようでしたら、食べて行かれますか？　珈琲コーヒーくらいはいれますが」

「え？　いいのかな……」

「お忙しいようでしたら、お引き留めは……」

「いやいや、今日は大丈夫っす。まぁ、１人で食っても侘わびしいしなぁ。じゃあ、一緒に食べましょう」

「ふふ……ありがとうございます。どうぞ、あがってください」

「うっす！」

　台所に立っている愛澄に、コタツでくつろぐ二色が尋ねてくる。

「ナスさん、今日はハラミは？　とうとう家に帰ったんで？」

「いえ……白しろ砂すなさんとライブだそうです。エアバンドがどうとか……」

　意外と言うと失礼かもしれないが、そんな共通の趣味があるとは思わなかった。

　そういえば、よく神かみ絵えはイヤホンで音楽を聴いている。

　がくんがくんと頭を振りながら絵を描く姿に、器用だと感心したものだ。

　愛澄は珈琲を用意した。

　コタツを挟んで座り、プリンをいただく。

　一口食べて、二色が震えた。

「うおー濃いぜ！」

「はい、美お味いしいですね」

「普通のプリン何個分もの味が、ギューッと凝縮されてるような濃厚さだな！　でも固いわけじゃないんだなぁ。あと、この珈琲も美う味まい！」

「お口に合ってよかったです」

「豆を挽ひいたんすよね？　たまには、俺も豆からいれてみるかなー」

「やってみると手間も楽しいですよね」

「ちなみに、どこで買ってます？」

「これは日本橋三越にある宮みや越こし屋や珈琲さんのオリジナルブレンドです。香りがいいですよね」

「お、おう」

　しばし、素晴らしい味を堪たん能のうした。

　珈琲コーヒーのおかわりをカップに注いだところで、彼が言う。

「んで、ナスさん、俺に何か訊ききたいことがあるんじゃねえの？」

　愛あ澄すみは息を呑のんだ。

「……どうしてですか？」

「わざわざ、珈琲をいれてくれたからさ」

「それは……」

　二に色しきが肩をすくめる。

「いや、まぁ、とくに相談がないならいいんだ。休日に美う味まいプリンと珈琲を楽しめて、俺は満足だしな」

「……」

　本当に他意はなかった。

　プリンのことは約束だったし、たまたま二色が来る日に、神かみ絵えが留守だっただけで。

　しかし、気になっていることはあった。

　愛澄は打ち明ける。

「……私……今年になってから、絵が下へ手たになっているんです」

　二色が意外そうな顔をした。

「ふぅむ？　俺にはそんなふうに思えないけど、本人が言うならそうなんだろうな。理由に心当たりは？」

　しばらく黙りこんで。

「…………ユウトさんの《レレガ》のカバーイラストを見てから、ですね」

「ああ、ありゃあ、すごかったな」

「私としては、もっと丁寧に描き込んだほうがユウトさんらしい絵だと思うんですが、不思議と記憶に残るというか」

「焼き付くよな」

「そう、それです」

　脳裏に残るという意味で〝焼き付く〟という表現は、ピッタリだと思った。

　二色は仲間のなかでも極めて理論派だ。愛澄が感覚的に捉とらえていることを言葉で説明できる人だった。

　だから、相談しようと思った。

「……自分のイラストを描くときに、ユウトさんの作品のイメージが残っていて……でも私の絵とは違うので、迷ってしまうといいますか」

「ふむふむ」

　自分でも、どうしてここまで感情的になるのか、わからなかった。

「世の中には素晴らしい絵が溢あふれています。どうして、ユウトさんのだけ……？」

　二に色しきが珈琲コーヒーを飲む。

「んー……ナスさんの内心のことだから、俺の推測が正しいとはかぎらないんだがな。親しい相手だからこそじゃねえか？」

「……」

「やっぱ、身近にいる人がすごい絵を描いてたら、大きな影響を受けると思うぞ？」

「そうかもしれません」

「あと、以前のユウトは、絵柄的にナスさんと方向性が同じだったけど、今は変わってるしな」

「ユウトさんは、どうして変えたんでしょうか？」

「昔はあの絵柄だったらしい。本来のスタイルに戻ったってことだろ。まぁ、絵柄なんて流行に合わせて変えていくのが普通だし、ちょっと器用なヤツなら複数を使い分けるもんだから」

「……そうですよね。気にすることではないですよね」

　二色が腕組みをする。

「気にしても仕方がない、意味がない、必要ない──そんなふうに割り切れたなら、誰でもハッピーでお気楽なんだろうけどな」

「はい」

「同じ方向性で描いてた仲間が、別の道へ進んでいって、しかも、その絵をスゲエと思っちまったら、無視はできねえだろう」

　愛あ澄すみはうなずいた。

　この胸の奥にわだかまる、もやもやした感情は、そういうことなのか。

「……置いて行かれたような気がして、焦っているのでしょうか、私は？」

「想像だけどな。何度も言うようだが──ナスさんの内心のことなんで、俺にはわからない」

　突き放す口調だった。

　冷たい気もするが、彼なりの配慮なのかもしれない。

　愛澄は不思議になった。

「二色さんは、どうして平気なんですか？」

「ん？　平気？」

「ユウトさんの絵を見ても、何も感じないものでしょうか？」

　ぼりぼり、と彼が頭を掻かく。

　少しうめいてから、苦笑いした。

「ははは……軽けい蔑べつされるかもしれねえが、誤解を恐れずに言うなら──俺はもう諦めちゃってる側だからな」

「そんな。ご活躍中じゃありませんか」

　お世辞ではない。

　愛あ澄すみとはジャンルが違うが、二に色しきは決して軽んじられるようなイラストレーターではなかった。

「いや……俺は〝ほどほど〟なんだよ。それなりに描けるから、エロゲ会社に居場所があるし、出版社から声をかけてもらえてるけどな」

「……」

「でも目立った代表作はないし、そういう作風でもない」

「そういうのは巡り合わせなんじゃ……？」

　ひらひらと二色が手を振る。

「勘違いしないでほしいが、手抜きしてるってんじゃないぜ？　商業だって、同人だって、人並みに時間をかけて描いてる。ただし、もう業界を変えるような新しいことに挑戦する気はねえんだ」

「ユウトさんが絵柄を変えたような？」

「そうそう。そういうのは、失敗したときに今まで俺の作品を好きだと言ってくれたファンをガッカリさせちまう。挑戦ってのは諸もろ刃はだからな」

　失敗のない挑戦なんてない。

　変えるということは、成功が約束されない──ということだった。

「……恐こわいですね」

「大きな成功をするのは、新しい挑戦に勝利したヤツだ。成功者の後ろを追いかけてるだけじゃダメなんだよ。ヒット狙いなら手堅くやってりゃいいが、ホームランを打つなら大振りしなきゃ」

「……はい」

　愛澄は野球に詳しくないが、意図は理解できる。

　ユウトは挑戦した。

　そして、発揮した実力に見合った評価を得て、まさに成功しつつある。

　愛澄は新しいことに挑戦する勇気が持てなかった。

　二色が釘くぎを刺す。

「変えるのが挑戦じゃないぜ？　今までとは違う〝良さ〟を求めた結果が変化なんだ」

「ええ……ただ別のことをするのは、迷走ですよね？」

「そうそう。まぁ、ドラスティックに変えなくても、ちょっとずつアップデートしてかないと、時代に取り残されちまうけどな」

　おそらく、愛澄はゆるやかな変化はしている。少しずつ成長してきた実感もあった。

　しかし、挑戦はしていない。

「……二に色しきさんは、それで納得しているんですね」

「今はユウトやハラミの成長を見るほうが楽しくなってるかな。あいつらは特別なものを持ってると思う。あと、放っておくと悪いヤツに利用されそうじゃね？」

「あ……」

　ユウトは善人すぎるし、神かみ絵えは直感で行動する、危うさがあった。

「まぁ、あんまレベルが違うと友人面づらができなくなるんで、引き離されないように頑張らねえと──ってのが、怠け者な俺にとって、ちょうどいい張り合いになってるかな」

「レベルなんて……」

「いやいや、損得で友達を選ぶ利己的なヤツ──みたいな話じゃなくてさ？　悩みが理解できないくらいレベルが違っちゃうと、もう共通の話題がなくなるんだよ」

「……」

　言われてみると、愛あ澄すみにも心当たりがある。今は疎遠になってしまった友人たちがいた。

　二色が珈琲コーヒーを飲み干す。

「ふぅ、美う味まい。なんにしても俺は今の自分に満足してるから、誰の成功にも嫉しつ妬とせずに済んでるんだろうな」

「あ…………私は、嫉妬していますか？」

　ぎゅっと愛澄は手を握った。

　彼が肩をすくめる。

「たぶんな。じゃなきゃ、ナスさんも俺の側ってことだが……才能あるクリエイターとしちゃ、ちょっと諦めが早すぎると思うぜ？」

「ううぅ……」

「嫉妬って言葉がネガティブすぎるなら、競争心でも対抗心でも闘とう魂こんでもいいんだけど」

　愛澄はため息をつく。

「……ユウトさんの成功を素直にお祝いできないとしたら、私は自分が残念です」

「クリエイターとしちゃ、正常だって」

「んぅ」

　そんなところで──と二色は立ち上がる。

　愛澄は玄関まで見送った。

「すみません。せっかくの休日に、相談に乗ってもらってしまって」

「いいって、友達だしな」

　ブーツを履いたところで、彼が少し逡しゆん巡じゆんする。

「どうしました？」

「いや……まぁ、お節介ついでに言わせてもらうんだが……花には土が必要で、一流のクリエイターってのは、花だと思うんだよな」

　愛あ澄すみは身を固くする。

「それって……」

「まぁ、彼女いない歴＝年齢の、非モテな独身男の言うことだがな」

「二に色しきさんは、けっこう遊んでいる男か性たなのかと」

「んんん？　ナスさん？」

「あ、すみません。えっと……その土のような女ひ性とというのは、一般的に家事とかをやってくれる？　例えば、乃のノの香かちゃんみたいな」

「いやぁ、あの子は……意外と花かもしれねえよ？」

　二色が口元を歪ゆがめた。
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　京きよう橋ばし彩あや華かは六ろつ本ぽん木ぎのとあるビルを出る。

　玄関前で、ゲーム会社のプロデューサーとディレクターが深々とお辞儀していた。

　これで４件目。

　本日の打合せは全て終了だ。

「ふぅ……」

　一度外に出ると、その日は創作へのテンションが上がらないので、彩華は外出の用事をなるべく同じ日にまとめるようにしていた。

　そのせいで、１日に複数の打合せをこなすことになる。

　もう何年もやっていることだが、それでも気疲れするものだった。

　スマホを確認する。

　──夜の８時。

　夕飯を食べるかどうか、悩ましい時間だった。

　あまり遅くに食事すると、体形が崩れる。肌も荒れる。

　彩華は顔出ししているイラストレーターとして、容姿にも気を遣っている──というわけではなく、悠ゆう斗とに〝醜くなった〟と思われたくない一心だった。

　スマホを睨にらんでいると、ベル音が鳴る。

　電話をしてきたのは、海え老び名な水み織おりだった。受話する。

「──どうかしたの？」

『彩華さん、おつかれさまでーす』

「急ぎの用かしら？　そうでなければ、メールにしてほしいのだけれど」

『あ、そうですねー。メールのほうがいいですよね。……彩華さんが、あたしのメールを無視しないなら』

「無視なんてしないわ。貴女あなたへの返事の優先順位が、どこまでも低いだけよ」

『あはは、今日は打合せデーって言ってたから、そろそろ終わった頃でしょ──って思いまして』

　彩華が容赦なく返しても、水織は堪こたえない。強心臓なのか、鈍感なのか、甘え上手なのか、鋼のメンタルだった。

「そうね、打合せは終わったわ」

『師匠、明日は３月３日の雛ひな祭まつりでーす！　ってことで、どこか連れて行ってくださいよー』

「……一緒に行く人、他にいないの？」

『んっんー、いませーん。男子と一緒に出かけて、噂うわさとかされると恥ずかしいし……』

「はいはい」

　べつに男子と行けとは言っていないのだが？　同性の友達がいないのか、この子は──と彩あや華かは思ったが口には出さない。

　友達がいないのは、自分も同じようなものだった。

『３月中頃から期末テストがあるんで、今のうちに会っておきたいですよね。可愛かわいい弟子と』

　──私は期末テストなんてないのだけれど。

　大人おとな気げない言葉を呑のみこんだ。

「どこに行きたいの？」

『ランドなんてどうです？　どお？』

「貴女あなたね……」

　本当に、恋人と勘違いしているのではないか、と不安になる。

　彩華は弟一筋なので、妙な期待をされても困るのだった。

『あっ、もしかして師匠……シー派でした？　あたしはどっちでも大歓迎なん──』

「今、国立新美術館でルーブル展をやっているわ。明日にでも行こうと思っていたところなのだけれど」

『美術館デート!?』

「デートなんかじゃ…………ああ、悪くないわね」

『おほっ』

「まぁ、スケジュールを確認してから、細かいことはメールで連絡するわ」

『うぉーう!!』





　　　　†






　翌日、10時──

　彩華は乃の木ぎ坂ざか駅に到着する。

　大勢の人が行き交う休日の改札に、２人が待っていた。

　１人は、海え老び名な水み織おり。

　今日は銀色の髪だった。

　ちょっと変わった柄のワンピースを着ている。上半身の右側が黒で、左側が白で、逆の色の水玉があしらわれていた。下半身では左右が逆になっている。オセロを連想させる服だった。

　ベージュのコートを畳んで腕に掛けている。

　楽しげな格かつ好こうだったが、水み織おりは無表情で、まるで感情のスイッチが全てオフになったような顔をしていた。

　もう１人──

　乃の木ぎ乃のノの香かが隣にいた。

　こちらは、初めて男子とお出かけする女子かと思うような、緊張した面持ちである。

　２人の距離は50センチほどで、そのまま微妙な心理的距離感を表しているかのようだった。

　乃ノ香は白いブラウスに、ピンク色のもこもこしたセーターを着ている。下はチェックのロングスカートだ。

「あ」

　こちらに気付き、お辞儀した。

　水織が、ぱあっ！　と笑みを浮かべる。雲間から太陽が覗のぞいたかのような笑顔だった。

「彩あや華かさんッ！」

　改札を出た途と端たんに、腕に絡みついてくる。

　彩華は水織の頭を押し返した。

「お止やめなさい……人前で恥ずかしい」

「うにゃん」

　それから、乃ノ香に尋ねる。

「急に呼び出して、大丈夫だったかしら？」

「大丈夫です。誘っていただけて嬉うれしいです。世界的な芸術の鑑賞も大切なんですね」

「まぁ……参考になることは、あまりないのだけれど」

「あう」

「こういうのは、損得じゃないのよ」

　水織が頭を寄せてくる。

「あたしは、師匠とデートできて、すっごくお得でーす。しゅき」

「貴女あなたとのデートじゃないわ」

「ささ、行きましょ。２人で夢の世界へ」

「……もう１人、来る予定だから」

「えっ!?　ま、まさか……３人目の弟子が!?」

「貴女たちだけでも持て余しているのに、冗談ではないわよ」

　彩華は駅の時計を確認する。

　相変わらず、時間にはルーズだった。

　10分ほど遅れて、待ち人が改札に姿を現す。

　白シャツにネイビーのテーラードジャケットと、黒のスラックスという服装だった。珍しくパリッとした格かつ好こうをしている。

　彩あや華かは大勢のいる場所だし、弟子たちの前であるから、大人びた態度を保ちつつ──

「悠ゆうちゃん！」

　彼の腕を抱きしめていた。無理だった。

　悠ゆう斗とが慌てる。

「ちょっ!?　お姉ちゃん、恥ずかしいんだけど……」

　ぐいぐい、と頭を押し返された。

「あん」

　水み織おりが目を丸くする。

「彩華さんが……え？　てか……ゆうちゃん？　……まさか、ユウト!?」





　　　　†






　悠斗は戸惑う。

　いきなり見知らぬ少女に〝ユウト!?〟などと往来で言われるなんて。とはいえ、彩華の知り合いのようだ。ちゃんと挨拶しておく。

「えっと……どうも……ユウトです」

「……ッ!?」

　目を見開いて、固まっていた。

　まるで、得体の知れない動物でも見たような顔をされる。

　──歓迎されてないんじゃ？

　彼女は思い出したかのように、息を吐いた。呼吸を整えてから、ぎこちない笑みを浮かべる。

「はじめまして。彩華さんの弟子で、海え老び名な水織といいまーす。っていうか、来るなら来るって教えといてほしいかなー」

　悠斗も思う──弟子を連れてくるなら、そう言っておいてほしかった。

　当の彩華は気にしていない。

「私は悠ちゃんと回るから、貴女あなたたちは好きにすればいいわ」

「わーい、自由行動ー。……って、おかしくない？」

　彩華が悠斗の左腕をより強く抱きしめてくる。

「ダメよ。あげないわ」

「取ったりしませんよー。ああ、でも、あたしって魅力的じゃないですか。困るー」

「貴女あなたね……」

　むー、と彩あや華かが睨にらみつけた。

　早くも疲労感を覚えつつ、悠ゆう斗とは乃のノの香かへと視線を向ける。

「おはよう、乃ノ香ちゃん」

「はい！　おはようございます、ユウト先生」

「美術館はよく来るの？」

「実は初めてなんです。ルーブルは家にあった図録を見たことがあるんですけど、実物は見たことがなくて」

　悠斗が答える前に、左側で彩華が口を開く。

「ダメよ」

「そうだよ、実際に見なきゃ」

　水み織おりが断言した。

　悠斗は苦笑するが、否定はしない。

「まぁ、図録とは違った発見があるかもしれないね。じゃあ、行こうか」

「はい！」

　歩きながら、乃ノ香がチラチラと見て気き遣づかってくる。

「……ところで、ユウト先生……最近は、昼過ぎに起きるような生活でしたよね？　こんな早い時間に大丈夫でしたか？」

「平気だよ」

　そう答えたものの、寝たら起きられないと思ったので、実は徹夜で来ていた。

　そもそも、前日の夜に急に〝明日は美術館へ来なさい〟なんて無む茶ちやな！　と思ったのだが……

　乃ノ香のため、と言われると弱かった。

　もちろん、悠斗自身も展示には興味がある。それは間違いなかった。

　彩華が尋ねてくる。

「覚えてる？　小さい頃……お姉ちゃんが、悠ゆうちゃんを美術館に連れて行ったこと」

「ああ、よく覚えてるよ」

　上うえ野のにある東京都美術館だった。

「悠ちゃん、すっごく喜んでくれて」

「うん」

「帰りは、疲れて電車の中で寝ちゃったのよね……はぁ～、可愛かわいかったわねぇ」

「…………〝寝顔が可愛くて起こせなかった〟とかいう訳のわからない理由で、僕が目を覚ましたら青お梅うめ駅だったんだよね」

「本当に可愛かったわ。その日に見た全ての芸術が色いろ褪あせるくらい」

「見知らぬ駅で、辺りが真っ暗で、とにかく恐こわかったのが──あの日の思い出になっちゃったんだよなぁ」

「子供の頃だもの、仕方ないと思うの」

「そうだね。今なら、僕が居眠りしてたら、起こしてくれる？」

「…………ええ」

　たっぷり間があってから、彩あや華かがうなずいた。

　悠ゆう斗とは微妙な顔をして、乃のノの香かと水み織おりが苦笑する。




　国立新美術館──

　土日とあって、けっこうな行列だ。

　建物の外まで人が並んでいる。

　彩華がチケットを買ってくれて、悠斗たちは会場内へと入った。

　入ってすぐのところで、音声ガイド機が借りられる。

　乃ノ香が指差した。

「どうしますか？」

　水織が鼻で笑う。

「ふふーん……そんなの要らなーい。彩華さんに教えてもらうほうが楽しいでしょ」

　期待された当人が肩をすくめた。

「イラストレーターは学芸員じゃないもの、人前で披露するような知識なんてないわ。私は借りるわよ」

「僕も。ただ眺めるよりも、専門家の解説を聞きながらのほうが、何倍も楽しめるよ」

「それでは、わたしも……」

　乃ノ香が手を挙げた。

　彩華が美術館のスタッフに告げる。

「３つで」

　その後ろから、水織が身を乗り出した。

「４つ！　４つで！」

「……貴女あなた、要らないんじゃなかったのかしら？」

「ジョークですよ、ジョーク。あ……師匠がガイドを聞いてる間、ずっと師匠を眺めているのも悪くないかも？　迷うなー」

「４つ借りるわ」

　あっさりと彩華が折れる。

　悠斗は目を瞠みはった。

　──強いな、この子!?

　乃のノの香かが真剣な顔をしている。

「勉強になります」

　絵の描き方とは違う余計なことまで、学んでしまいそうだった。
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　午後１時まで、じっくり展示を見て……

　というか、気付いたら３時間ほど経過していたのだが。

　昼食を取ることになった。

　水み織おりがスマホを構える。

「乃ノ香ちゃん、乃ノ香ちゃん」

「なんですか？」

「記念撮影♪」

「あ、はい」

　美術館の看板を背に、２人して、にっこり笑顔で自撮りする。

　水織がスマホをいじって。

「〝お友達とルーブル展を見に来たぜ〟っと」

「ツイートするんですか!?」

「配信以外でも、ちょいちょい露出してかないとでしょー。っても、１人だとカレシと来たって疑われるし、彩あや華かさんは写せないし」

「あの、でも……」

「あ、リプきたよ？　〝お友達、おっぱい大きいね〟だって……あはは、これはアウトだねー」

「水織さーん!?」

「ジョーク、ジョーク。ほら、あなたには目線を入れてある」

「ほっ……」

「ってか、乃ノ香ちゃんは顔出ししないんだ？　サイン会とかもやらない？　山奥から出てこないやつ？」

　ときどき、そういうイラストレーターはいる。

　編集者とのやり取りも、電話とメールだけ。

「いえ……そういうつもりはないのですが……心の準備が」

「どんどん出していこうよー。その大きなおっぱいとか」

「そ、それは、イラストレーターじゃないと思うのですけどー!?」

　笑っていた水織が、「うぇー」と声をもらす。

「どうしたんですか？」

　心配そうに乃のノの香かが問いかけた。

　水み織おりがスマホを見せる。

「この人、絶妙にムズムズする絡み方してくんのー」

「えっと……あ、このビショップさんですか？　〝芸術を学ぶのは素晴らしいですね。私は芸大で勉強したので、機会があれば解説しますよ〟ですか。いい人です？」

「教えてくれるの嬉うれしいー。……って、ならないでしょ。リアルで会いたがるの、気持ち悪いよ」

「あ、お知り合いではないのですか？」

「ぜんぜんだから」

「……」

　乃ノ香が表情を引きつらせた。

　女性が顔出しで活動していると、いろいろ大変そうだった。




　国立新美術館の中は、どこも満席ということで、今回はミッドタウンのほうへ歩く。

「ミッドタウンでランチなら《六ろつ本ぽん木ぎテラス　フィリップ・ミル》ですよー」

　水織の提案だった。

　彩あや華かが首をかしげる。

「貴女あなた、行ったことあるの？」

「ないでーす。ネットですんごい評判いいんで。師匠のお金で食べたい」

「……混んでるんじゃないかしら？」

　案の定だったが、しばらく待ってから、窓際の席へと通された。

　都会の中にありながらゆったり贅ぜい沢たくにスペースを使い、草木の緑と高層ビル群の重なるお洒落しやれなテラスを眺める。

　料理も、まるで芸術品のようだ。

　花びらの舞う皿に、高級食材を使った料理が座していた。

　乃ノ香が表情を蕩とろけさせる。

「はふぅ……フランスの芸術品を鑑賞して、素敵なフランス料理を堪たん能のうして……とっても幸せですぅ」

「うわぁーお、すんごい！　綺き麗れい！　美お味いしい！　インスタ映え！」

　水織もテンションを上げていた。

「うん……いいね」

　寝不足でフレンチは大丈夫だろうか？　と少し不安だった悠ゆう斗とだが、すっかり目が覚める。それほどの味だった。

　メインの料理を食べ終え、デザートを待っているとき──

　彩あや華かが問う。

「あなた、スケッチブックはどう？」

「あ、持ってきてます」

　素晴らしい料理を堪たん能のうし、すっかり緩んでいた乃のノの香かだったが、いそいそとリュックから取りだした。

　水み織おりが覗のぞきこむ。

　ふむふむ、と彩華はページをめくった。

「まだ１ヵか月げつも経たってないのに、ほとんど埋めたわね」

「わたしは下へ手たなので……もっともっと、がんばらないとなので」

「んっ!?」

　彩華が驚き、乃ノ香が不安げな顔をする。

「な、なにか？」

「いえ……まさか、裏まで描くなんてね」

「え？　え？」

　乃ノ香がキョトンとした。

　彩華がページの端をつまむ。

「スケッチブックの紙には表と裏があるでしょ？　あまり裏は使わないわね」

「そうだったんですか!?　描き心地が違うなー、とは思ってたんですが」

　恥ずかしそうに頬ほおを染めた。

　彩華が表情を緩ませる。そんな穏やかな笑顔を見たのは初めてで、悠ゆう斗とは驚いた。

　スケッチブックを返して、彼女はうなずく。

「……どうやら……ちょっと決めつけてしまっていたわね」

　乃ノ香が首をかしげた。

「決めつけ、ですか？」

「ええ……貴女あなたのこと。手を動かす課題を出したら、やってこないでぐずぐず言い訳して、そのうち他人のせいにして、逃げ出すと思っていたの」

「そ、そんな」

「実際に描く子は、本気ね。それは間違いない。逆に、どんな理由があろうと、描かない者は本気ではないのよ」

「……」

　黙って聞いていた。

「乃ノ香、もうすぐ春休みだったかしら？」

「はい。３月24日からです」

　水み織おりが両手を挙げる。

「あたしもでーす」

「……水織は、４月の即売会に出るって言ってたわね？」

「描いてまーす。あたしも絵を描く本気の子だから。褒ほめていいよ？　カモン」

　どうやら、中規模のイベントにサークル参加するらしい。

　コミケと違って人数は少ないが、そのぶんサークル参加費が安い。たいてい抽選漏もれもない。初心者が手軽に参加しやすいのだった。

　彩あや華かが言う。

「乃のノの香かも１冊、作ってみなさい」

「……ふぇ？」

　固まった。

　話を聞いていた悠ゆう斗とは焦る。

「お、お姉ちゃん!?　さすがに、それは無む茶ちやなんじゃ!?」

　水織が腰を浮かせた。

「彩華さん、もしかして、あたしのサークルに置けって話です!?　描きはじめたばかりの素人の本なんて……」

「……」

　彩華が右手に左手を重ねた。ぐっと前まえ屈かがみになる。

　すごく不機嫌になったときの仕草だった。

「うっ……」

　悠斗は黙りこむ。

　そう長い付き合いではないはずだが、水織も察したらしい。

「もちろん、師匠が言うんだから、大歓迎だよー。長机の右端でも左端でも、自由に使ってね？」

　あとは、本人しだいか。

　乃ノ香が頭を下げる。

「すみません。わたし……まだ練習不足の初心者なので……ご迷惑をお掛けしてしまうと思います……でも、そのことに意味があると彩華先生がおっしゃるのなら、がんばりたいです」

「意味はあるわ。そう信じて本気でやれば」

「信じます！」

　悠斗はうなずいた。

「ちょっと驚いたけど……本気で描いてムダなことなんて絶対にないと思う。いい経験になるんじゃないかな？」

「は、はい！　ありがとうございます、ユウト先生！」

　水み織おりがテーブルに肘をついた。

「……そういえば、乃のノの香かちゃんは、ユウト先生のサークルで売り子してるんだっけ」

「はい」

「じゃあ、どんどん本が売れてくのに慣れてるよねー」

「そうですね」

　水織がにっこり微笑ほほえんだ。

「当日、つらいよ？」

「……わかっている、つもりです」

　乃ノ香が、ぎゅっと手を握りしめた。

　ウェイターが来て、デザートと紅茶を並べる。

　彩あや華かが小さなフォークを手にした。

「楽しみね」
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　１ヵか月げつほどの間に、いろいろなことがあった。

　乃のノの香かは中学３年生になった。

　水み織おりは高２だし、白しろ砂すなは短大２年生だ。その白砂は３月24日が誕生日だった。

　そして、今まで知らなかったのだが、マリィは４月１日が誕生日なのだという。

　ナスが就職したり。

　進級や誕生日や転職など、いろいろ合わせて、ナスの部屋でちょっとしたパーティーをしたらしい。

　らしい──というのは、悠ゆう斗とは参加していないからだ。

　いよいよスケジュールが破は綻たんしはじめ、もう外出などできない。悠斗はずっと絵を描いていたのだった。

　４月７日（土）未明──

「ううぅ……おわ……った……」

　悠斗は液タブのペンを置く。

　ガクゥ！　と椅子に背を預けた。

　Skypeの向こうから、甲高い声がする。

『お疲れ様です、ユウト先パイ！』

　白砂だった。

　錦にしきは会社員だし、ハラミは居い候そうろうの身なので、生活サイクルが昼型だ。

　春休みということもあって、夜型になっていた白砂が、こんな時間の作業イプに付き合ってくれたのだった。

「はぁぁぁぁー…………」

　クオリティに妥協はしていない。

　それでいて、スケジュールも取り戻した。

《魔女猫を飼う》の第１巻は４月25日の発売だ。その挿絵が完了したのだった。

　メールを３回確認する。

　最近、悠斗はDropboxのURLをメールに付けて納品していた。

　それを貼り付け忘れたり、納品するファイルが古いバージョンだったり、メールの送り先が間違っていたり……よくある失敗だ。

　作業を終えた直後の、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで気が抜けているときほど、注意が必要だった。

　メール送信。

「ふぅー……今回はダメかと思った……」

『けっこう言ってますよね、それ』

「まぁ、そうなんだけど」

　ただでさえ、シリーズの第１巻は作業が多い。デザインするキャラクターが多いし、全体の雰囲気を決める必要があるし、できれば背景も描きたい。

　そのうえ、今回は《レレガ》のアニメ関連のイラストを挟みつつ、小説本文の内容変更にも対応することになった。

　雑談ついでに、Skypeで完成したばかりの挿絵を見せる。

「こんなで」

『わぁー、いいカンジじゃん!?　さすが、先パイ！　チョーイケです☆』

「いいならよかった……ありがとう。白しろ砂すなさんがいなかったら、寝ちゃってたかもしれないよ」

『あはっ……お役に立ったなら、嬉うれしいです』

　誰かと話していると眠気が飛ぶ。

　独りで作業していたら、また液タブにつっぷして朝を迎えていたかもしれない。

「あとは、久しぶりに飲んだ栄養ドリンク様のおかげかな？」

『久しぶりだったんですか？』

「ここ半年くらいは、乃のノの香かちゃんが作り置きしてくれてたからね。夜に作業するときは夜食をつまんだり、魔法瓶びんの珈琲コーヒーを飲んでて」

『そういえば、最近は来てないって言ってましたねー。乃ノ香ちゃん、同人イベントに出るんですもんね。もう今日ですよ』

「うん。イベント前の１週間くらいは専念したほうがいいと思って」

　今月に入ってからは、部屋に来ていなかった。

　おかげで、元のゴミ屋敷に戻りつつある。

　土曜の未明だというのに、メールに返事が来た。担当編集の永なが井いからだ。




〝イラスト受領しました。ありがとうございます！　小お倉ぐら先生と共有し、何かあればお戻しいたします。お疲れ様でした！〟




　この時間まで待っていたのだろうか。

　申し訳ないやら、ありがたいやら。

　世間では、編集者に対する批判的な意見を目にすることもあるが……少なくとも悠ゆう斗とは、この担当でなかったら本が出せていない──と思うのだった。

　白しろ砂すなが尋ねてくる。

『そういえば、今日のイベント。ユウト先パイは行くんです？』

「え？　行く？」

『乃のノの香かちゃんの晴れ舞台じゃないですかー。気になりません？　お弟子さんなわけですし』

「師匠は姉さんだよ……そりゃ、気にならないってわけじゃないけど……」

　自分に妹がいて、習い事の発表会があったら、こんな気分だろうか。我が事のように、そわそわしてしまう。

　８年前、姉も同じような気持ちだったのか。

「……」

　今の自分が、京きよう橋ばし彩あや華かのような影響力を持っているとは思えないから、乃ノ香の邪魔をしてしまう心配はないだろうけれど。

「でも……迷惑じゃ？」

『あたしだったら、めっちゃ嬉うれしいかなー』

「うーん……」

『昼くらいに行ってみません？　あたしは行くつもりなんですよ。もう１人ともお友達なんで』

「もう１人？　ああ、海え老び名な水み織おりさん？」

　そういえば、配信などをやっていて、有名人だと言っていた。

『リアルで会ったことはないんですけどねー』

　同人イベントは、ネット上での知り合いと会うための、ちょうどいい機会だ。配信者なら来客も多そうだった。

「……考えておくよ。もう今は、眠くて」

『はい！　お疲れ様でした。あと、えっと…………おやすみなさい、先パイ』

「おやすみ、白砂さん」

　Skypeを終了させる。

　今日のイベントのことを考えるが、頭が回ってない。

　気にはなる。

　しかし、迷惑をかけてしまわないか？　自分のときみたいに……

　悩んだときの定番で、悠ゆう斗とは錦にしきに相談を送っておいた。

　とりあえず、ひと眠りしよう。

　もう外が明るくなってきている。

〝起きたら夜だった〟なんてことにならなきゃいいけど……
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　同人即売会《プリンマーケット33》

　開場まで、あと30分といったところだ。

　場所は、大おお田た区産業プラザＰｉＯの大ホールで、複数のジャンルがある中規模イベントだった。

　水み織おりのサークル《海え老び名なＳＡ》の長机には、お洒落しやれなワインレッドの布が掛けられ、カラー表紙の同人誌が積まれている。

　題材は《魔法少女カニバスターΩオメガセンチネル》の新ヒロインで、《エビブレイカー》ことラングスティーヌ伊い勢せ。

　──ＰＮペンネームが海老名だから、エビブレイカー推おしなんでしょうか？

　前々から気になっているが、まだ水織に訊きけていない乃のノの香かだった。

　長机の端に、Ａ４コピー用紙をホッチキスで留めた小冊子が置いてある。コピー誌というやつで、８Ｐを20部だけ。

　乃ノ香の生まれて初めての同人誌だった。

　立派なオフセット印刷された本に比べると、なんだか見み窄すぼらしくて、申し訳ない気分になる。

「はぁ……」

　一緒にいる水織が、こちらを上から下まで眺めた。

「その衣装、自作なの？」

　今日は、同人誌の題材にもした《魔法少女カニバスターΩセンチネル》のカニオメガバスター・スペリオルのコスプレだった。

「はい。夏コミでも使いそうなので、それなら早めに作って試着しておこうかと」

「器用ぉ～。売ってる服みたい」

「ありがとうございます」

「同人誌より、衣装のほうが時間かかってそうだよね」

　ぶんぶん、と乃ノ香は首を横に振る。

「カニオメガバスターの型紙が使えたのと、布が余ってたから、週末にガッと作れちゃったので。この同人誌には１ヵか月げつかけてるのですよ」

　原稿が完成したのは２日前の夜だった。

　知り合いに見つからないよう、家からも学校からも遠いコンビニまで出掛けて、じゃんじゃんコピーして、部屋でコピー用紙を折って重ねて１冊１冊ホッチキスで留めて作ったのだ。

　水織が目を細める。

「今度、あたしにも衣装を作ってくれない？　配信で着るから」

「え？　これと同じのですか？」

「違うのを。だって……それパンツ丸出しでしょ。アカウント凍結されちゃうって」

　水み織おりが赤面した。

　思わず乃のノの香かまで頬ほおが熱くなる。

「こ、これは魔導内装甲マギインアーマーですので！　パンツじゃないですよ!?　それに、ちゃんと肌色タイツも着けてますし」

「もちろん、あたしだって設定は知ってるけどー」

　今回、ジャンルくらいは統一しようということで、乃ノ香も水織もＴＶアニメ《魔法少女カニバスターΩオメガセンチネル》を題材にしている。《カニバスター》の続編だった。

　実は水織も熱心なファンなのだ。

　まず、カニバスターにはユウトがハマった。共通の話題のために彩あや華かが見る。その彩華と話すために見て水織がハマる──という流れらしい。

「でも、パンツでしょ」

「違いますので」

「ふーん……短パンやスカートと同じ扱い？　ってことは、どれほど見られても恥ずかしくないよね？」

「もちろんです」

「どれどれ」

　水織が目の前でしゃがみこむ。視線を腰の高さに合わせ、まじまじと見つめてくる。

　乃ノ香は身をよじった。

「そ、それはダメなのですぅ」

「ほら、パンツだよ」

「短パンやスカートだとしても、そんなふうに見られたら恥ずかしいですよ!?」

「そんなことないでーす。見てみな、ほらほら」

　今日の水織は、ミニスカートだった。大きなプリーツがついている。上は透け感のあるインナーに重ねて黒のキャミソールを着ていた。

　館内は暖かいので、コートは脱いでいる。

　腰に手を当てて背筋を伸ばして立つと、芸能人のように脚が長くて顔が小さい。見み惚とれるようなスレンダー美人だった。

　乃ノ香はしゃがみこむ。

「じー」

　縫ほう製せいがしっかりしていて、いい生地を使っている。触ったら、さぞかし手触りがいいだろう。

「フッ……」

　水み織おりは余裕の笑みを浮かべた。

「じー」

　彼女の肌はつやつやでなめらかで、まるでＣＧみたいだ。

「べつに恥ずかしくないよ」

「本当ですか？」

「…………ちょっと興奮してきたかも」

「水織さんー!?」
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　きゃあきゃあとやっていたら、スペースの前に誰かが立った。

　20代後半の男性だ。

「どうも」

　色つきメガネを掛けて、顎に少しだけヒゲを残している。黒いシャツのうえに、革ベストを着けていた。

　慌てて乃のノの香かは立ち上がり、水織も姿勢を正す。

　恥ずかしい。

「何かご用でしょうか？」

　サークル主である水織が返事をした。さすが、大勢が視聴している場で話し慣れているだけはあって、一瞬でクールな表情を取り戻している。

　男性が笑みを浮かべた。

「リアルでは初めまして……ビショップです」

「わー、初めましてー」

　水織は両手をひらひらと左右に振る。

　乃ノ香は少し考えて──

　ハッ！　と気付いた。

　美術館に行ったときに〝知り合いではない〟と断言していた人物だ。

　それが、いきなり訪ねてきたのに、全く怯ひるまずに笑顔で応対できるのは、本当にすごいと思う。

　相手が同人誌を出した。

　表紙はカニバスターのサブヒロイン──ラングスティーヌ伊い勢せだ。水織が描いたのと同じキャラクター。

「前に本を渡すって約束してたからさ」

「わー、ありがとうございまーす」

「今日は偶然だね？　俺、向かい側にあるサークルやってるんだ」

　水み織おりのサークルは、会場内の島の端に配置されている。通りを挟んだ向かい側に、ビショップのスペースがあるらしい。

　あちらは、いわゆる〝壁〟だった。会場の外周に配置されており、行列ができたときに、お客さんを並べる空間が取ってある。

　つまり、人気サークルだった。

　同人誌の表紙を印刷した、大きなポスターが掲げられている。

　水織が初めてというくらい可愛かわいらしい笑顔を見せる。

「わぁー、そうなんですかー、すごーい、大手サークルの作家さんなんだねー。伊い勢せちゃんもとってもかわいいー」

「フ、フフ……ありがとう。実は寝てなかったせいで、ちょっと色使いが派手になっちゃったけど」

「さすがですね、上手ー」

「いやぁ……まぁ、ラングスティーヌ伊勢なら俺のサークルが１番って感じでやってんだけどさ？　そのうち、合同誌を作ろうと思ってるんだよね。水織ちゃんは、やる気がありそうだから、呼んであげてもいいよ」

　笑顔のままの水織が一瞬だけ固まる。

　パッと乃のノの香かのほうを向いた。

「えー、すごいねー!?」

　嬉うれしそうに言ったが、目は笑っていない。ちょっと恐こわかった。

　乃ノ香は戸惑ってしまう。

　二次創作はキャラクターへの愛情表現だと思っている。１番とか２番とかあるのだろうか。初対面で、いきなり合同誌に誘われるのも、違和感があった。

「えっと……よくわからないから……あ……先生に相談しないと……」

　彩あや華かの名前は出さないことになっている。弟子といっても内うち々うちのことだ。

　水織が、ビショップに向き直る。

「あたしたち、２人でサークルやってるんです。この子が、ちょっと男性が苦手っていうか、箱入りだからー。あとで話しとくね？」

　乃ノ香は場所を間借りしているだけだし、男性が苦手でもなかった。わざわざ否定はしないが。

　ビショップがうなずく。

「まぁ、すぐには決められないか。描きたがってるヤツは多いから、早めにな？」

　開場のアナウンスがあり、相手は自分のスペースに戻っていく。




　笑顔を貼り付けたままの水み織おりが、小さくため息をついた。

「あー……もう」

「……水織さん、大丈夫ですか？」

「ネットで絡んでようと、会ったのは初めてでしょ。初対面でしょ。会って２分で上から目線とか、カップラーメンより早いんだけど？」

「嫌なことは、そう言ったほうが……」

「いい。あたしはガマンできる」

「でも……」

「アンチが増えると面倒でしょ？」

「あう」

　裏表があると言えば聞こえは悪いが、自分の感情を最優先にするのは子供だと思う。

　容姿だけでなく、精神的にも大人びていた。

　水織がスマホでツイッターを確認する。

「……でも、仲良くはできないかもねー？　この数字だと」

「え？」

「乃のノの香かちゃん、あの絵……どう思う？」

　正面に張ってあるポスターを眺めた。ビショップの同人誌の絵だ。

「上手だと思います」

「正直に言ってほしいんだけど──あたしのよりも？」

「それは……」

　水織の顔から、笑みが消えた。

「あたし、彩あや華かさんに並ぶようなイラストレーターになるの。絶対に……だから、あんな何年も腕を磨いてないような男に、負けてられないんだよね」

　乃ノ香は眩まぶしく感じる。

　──水織さんは、わたしと同じ道を歩いてるんだ。

　しかも、何百歩も先を……
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　開場した。

　スタッフの「走らないでください！」の大声を受け、徒競走のごとく早歩きで人波が迫ってくる。

　乃ノ香はユウトのサークルで経験しているし、水織のほうも彩華のサークルで売り子をしたことがあった。コミケに比べれば、一般参加者の数は圧倒的に少ない。

　それでも、男の人たちが大勢でぐんぐん近付いてくると、怯ひるんでしまうのだった。

　いきなり何人もがスペースに来る。

「海え老び名な水み織おり！　本物だ！」

　先頭の男性が瞳をキラキラさせて言った。

　すぐ後ろから、別の人が手を出してきて指を１本立てる。

「新刊１部ッ!!」

「ありがとうございます！」

　乃のノの香かは水織の本を手に取って──そういえば今日は売り子ではなく、彼女のスペースに間借りしているのだと思い出した。

　隣を見る。

　水織が、別のお客さんに本を渡しながら言う。

「細かいこと気にしない。ってか、間借りした代金代わりに、きりきり働いて」

「はい！」

　今からは、乃の木ぎ乃ノ香ではなくサークル参加者の《ののの》だ──と意識を切り替えた。

　同人誌の値段を告げて、お代を受け取り、本を手渡す。

　もう何度も何度もやっていて、慣れたものだった。

　すっかり忘れた頃──

　何人目かのお客さんが、机の端っこを指差す。

「これは？」

　自分の同人誌だ。

　ドクン、と乃ノ香は心臓が跳ねた。

　作品を否定されることへの恐怖心なのか、買ってもらえることへの期待感なのか、わからない。未知の感覚だった。

　唇が震える。

「あ……す、すみません。それ、水織先生のではなくて……たしの」

「え？　なに？」

「……わ、わた……が描いた……ので」

「委い託たく？」

「……はい」

「じゃあいいか」

　そのお客さんは身を翻ひるがえした。人混みを押しのけ、去って行く。

　不思議なもので、悲しいとは思わなかった。

　本当にショックはない。

　ここは海え老び名な水み織おりのサークルで、お客さんは彼女の本を買いにきている。

　しかも、会場には綺き麗れいなオフセット印刷の本が無数に並んでいた。

　乃のノの香かは苦労して作ったが、白黒の線画をコピーして、ホッチキスで留めただけの本だ。

　何より、自分には実力があまりに足りていない。

　──当然のことなので。

　当然すぎて、むしろ安あん堵ど感さえある。

　そのはずだった。売れなくて当然だというのに……




「悔しすぎる」




　声にもならないつぶやきを口の中でこぼした。

　理屈ではない。どれほど条件が悪かろうと、実力が足りなかろうと、作品を否定されたことは──悔しかった。

　ぽん！　と背中を叩たたかれる。

「起きてる？」

「あっ、すみません！」

　忘ぼう我がしていた。

　慌てて、水織の同人誌を手に取る。

「１冊５００円になります！」

「そうじゃなくてー」

　頭に、びしっとチョップを入れられてしまった。

　リボンが崩れていないか手で確かめつつ、乃ノ香は目を見開く。

「え!?　え!?」

「コピー誌、欲しいみたいよー？　奇き特とくー」

「ひぇ!?」

　目の前には、ボブカットの女性が立っていた。真剣な表情をしている。

「それ、鉛筆画ですよね？　すごく、がんばってる感じが伝わってきていいですね」

「あ……」

「おいくらですか？」

　お金なんか要らない。

　しかし、無料配布は不許可──というのは、彩あや華かの方針だった。

「１００円になります」

　その女性は、サイフから銀色の硬貨を１枚出し、差し出してきた。

　乃ノ香は人生で一番というくらい緊張して手を広げる。

　硬貨が載せられた。

「あ……ありがとうございます！」

　水み織おりが顔をしかめる。

「早く本を渡して」

「ああっ、すみません！」

　コピー誌の山から、１冊を取って女性客に手渡す。

「ありがとう。次の本も期待していますね？」

「……ッ」

　もう言葉は出なかった。感謝を伝える日本語の語ご彙いは、あまりに乏しい。

　乃のノの香かの脳裏に、いろいろなことが蘇よみがえった。

　時間を絞り出すようにして絵を描きまくったこと。

　それより前の、イラストレーターを目指すかどうか悩んだ日々のこと。緊張しまくって彩あや華かに頼んだときのこと。

　いろいろな記憶が溢あふれ、瞳が潤む。

　世界は幸福な光に満ちていた。




「ちょっと、話せるか？」




　ハッ、と乃ノ香は現実に引き戻される。

　大混雑のスペースで声をかけてきた男は、ビショップだった。
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　乃ノ香は売り子を任され、サークルの代表者として水織が応対した。

　とはいえ、気になって仕方がないわけだが……

　ビショップが周りには聞こえないくらいの声で言う。

「俺のサークルの前が塞ふさがれててさ」

「あら、そんなに行列が？　すごいねー」

　どうやら、水織のサークルに並んだ行列が、ずーっと通りを塞ぐほど伸びて、とうとう向かいのサークルまで到達してしまったらしい。

　──そんなことになってるの!?　と乃ノ香も驚いた。

　男性が多いイベントだと、普通くらいの背丈の女性は、目の前にいる人しか見えない。

　どこまで行列が伸びているかなんて、爪先立ちになってもわからなかった。

　いつも、ユウトのサークルでは行列を館から外へ伸ばしている。京きよう橋ばし彩華はシャッター前と言われる場所で、そもそも館の外に行列を作っていた。

　外ではスタッフが整列させている。

　館内で行列が伸びてしまったときの対処なんて、乃のノの香かたちには経験がなかった。

　それと、人気作家であるビショップのサークルよりも、こちらの行列のほうが長くなったことも驚きだった。

「困るんだよね。わかるだろ？」

「伊い勢せちゃん、すっごい人気じゃないですかー。嬉うれしいよねー？」

「そういう問題じゃない。俺のとこは列整理に２人は用意してるんだけど、君は？」

「わー、さすが大人気作家さーん」

「用意してないのか。準備不足で周りに迷惑をかけるなんて、よくないと思うだろう？」

「あ、そうなんですかねー？」

「とはいえ、謝罪してほしいわけじゃないんだ。スペース前を塞ふさいで機会損失を出してるけど、弁償できるわけじゃないだろ？」

　落ちついた口調で話しているが、不穏な展開になってきた。

　乃ノ香は売り子をしつつ、気が気ではなかった。

　水み織おりが笑う。

「お金はないよー」

「まぁ、失敗は誰にでもある。どうすればよかったか、反省が必要だと思うんだよな」

「はーい、反省します」

　両手を合わせて小首をかしげた。

　ビショップが色つきメガネの奥から、ねっとりした視線を向けてくる。

「だからさ、イベントのあと反省会をしようか？」

　水織が口元を引きつらせる。

「は？　あー……あたしのパパ、厳しくてー、門限が早いんだよねー」

「１時間もあれば充分だよ」

「ふーん、じゃあ、いいよ。ＬＩＮＥなら」

「それは誠意がないよ。責任は取れないだろ？　こんな状況にしちゃったことの、さ？」

「誠意ってなにかなー……？」

　水織が目を細める。

　乃ノ香はお客さんに売る手を止めた。

　──もう、放っておけません！

　深々と頭を下げる。

「すみません！　ちょっとだけ待っててください！」

　そして、ビショップに向き直る。

　ぐっ、とお腹なかに力を入れた。




「そんなの、おかしいと思います！」




　お客たちだけでなく、周りのサークルの人たちまで、こちらを見る。

　水み織おりが驚いて、目を見開いた。

　ビショップが首をかしげる。

「売り子さんが……なに？」

「即売会は、みんなで協力して、譲ゆずり合って、力を合わせて作り上げるものだってパンフにも書いてあります。迷惑をかけてるのかもしれませんけど、水織さんだけの責任にするなんて、おかしいです」

「待ちなよ……協力することと、責任の有無は別問題じゃない？」

「トラブルが起きたら、まずイベントの運営スタッフに問い合わせを──って書いてあります！」

「そうだけど、スタッフも忙しいし……」

「水織さんだって、暇じゃありません」

「否定はしないけど……」

　ビショップの言葉にかぶせて、待っているお客さんから声が飛ぶ。

「誰なんだよ、お前？」「行列できてんだから、イベントの後にしろよ！」「早く売ってくれー」

　サークル参加者の側からも「スタッフ呼べ、スタッフ」という声があがった。

　ビショップが歯は噛がみする。

「くっ……覚えてろ」

　つぶやいて、背中を向けた。

　水織が苦々しい顔をする。

　彼女は、アンチを増やしたくない──と言っていたのに、乃のノの香かは黙っていられなかった。自分の行動は、間違っていたのだろうか？

　びくっ、とビショップが固まる。

　スペースに訪ねてきた人たちがいた。




「あ、このサークルでいいのか。すごい行列になってるね、乃ノ香ちゃん、水織さん」




　乃ノ香は目を見開く。

「ユウト先生!?」

　それに、二色と白しろ砂すなの姿もあった。
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　やあ、と悠ゆう斗とは片手を挙げる。

　水み織おりが凝ぎよう視ししてくる。また、変な動物でも見るような顔をしていた。

「…………ッ!?」

　白砂が《NUMBER SUGAR》と書かれた紙袋を差し出す。

「はじめまして、水織さん。ネットで仲良くしてもらってる、白砂です☆　これ、よかったら」

　今日の彼女はファー襟えりの革ジャンに、デニムのミニスカート。じゃらりと鎖のついたロングブーツを履いていた。

　ストリート系というやつか、同人イベントだとコスプレ以外では見かけない格かつ好こうだ。

　水織は物もの怖おじせず、笑顔で歓迎する。

「わぁー、ありがとうー。ここのキャラメル、大好きなんだ。うれしー」

　悠斗たちと入れ替わるように、そそくさと男がスペースから出て行こうとする。

　んん～？　と錦が顔を見た。

　相手が横を向く。

　しかし、何かに気付いたらしい。

　錦が指差す。

「おい！　美び屋やじゃねえか!?　懐かしいな、おい！」

「あ、本当だ！　お久しぶりです、美屋さん」

　悠斗も声をあげた。

　美屋が、錦を睨にらみつける。

「……今さら……お前らと関わる気はない……あのときの屈くつ辱じよくは、忘れていないからな」

「屈辱だ？」

「ちょっと自分のほうが売れてるからって、偉そうに説教しやがって」

「ああ、そうか……もう意地を張るほど、若くねえよ」

　錦が肩をすくめた。

　ビショップが押しのけるようにして悠斗たちの前を通り、人混みの中へと消えていく。

　乃のノの香かや水織の表情からすると、彼と一ひと悶もん着ちやくあったのだろう。

　しかし、事情を聞くのは後回しだ。すでに、このサークルは緊急事態に陥っていた。

　悠斗はコートを脱ぐ。

「手伝うよ」

「そのほうがよさそうだな」

　錦にしきがうなずき、白しろ砂すなが両手を握った。

「私、イベントとか経験ゼロなんだけど……やれることある？」

　水み織おりが次々と指示を出してくる。

「手伝ってくれるの!?　じゃあ、どんどん在庫を出してもらえる？　白砂さんは、売り子をお願い！」

「できるかな!?」

「本は１種類だけで１部５００円だから、簡単でしょ。細かいことは隣を見て覚えて」

「それなら、料亭の会計よりは簡単っぽいね」

「料亭みたいな接客が必要だったら、あたしだって無理だよ!?」

　白砂も売り子に立った。

　びしっと背筋を伸ばして、お手本みたいなお辞儀をする。

「いらっしゃいませ」

　外見とのギャップがすごかった。

　ようやく再開でき、どんどん列が動きはじめる。スタッフが来て、混乱しつつあった行列も整理された。

　水織は吐息をこぼす。

「ふぅ……」

「あの、さっきは……すみませんでした」

　売り子の合間に、乃のノの香かが小さな声で言った。

「なにが？」

「相手を怒らせないように、水織さんがガマンしてたのに……」

「そうね、アレくらい穏便に受け流せたんだけどなー。感情のままに動く子って、バカだと思うよ？」

「……すみません」

　落ちこんでも、お客さんには笑顔で接客だ。

　忙せわしない時間が過ぎていく。

「あ、そうそう」

　水織が思い出したように声をあげた。

「ん？」

　乃ノ香は一瞬だけ接客の手を止め、視線を向ける。

　そこには初めて見る、照れくさそうに笑う水織の顔があった。




「ありがとね！」
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　いつものバーで、錦にしきは呑のんでいた。

　ダメ元で連絡してみた相手が、驚くことに姿を見せる。

「マジで来るとは」

「お前が呼び出したんだろうが……奢おごるって言うから来たんだぞ？　勘違いするな」

　美び屋やだった。

「はは……まぁ、座れよ」

　水とお手拭きを持ってきた店員に、彼が言う。

「一番高い酒を」

「おまえな」

「それで？　また俺に説教する気か？」

「頼まれても、もうしねえよ。もう語れる立場でもないしな」

「たしかに、今のお前は、惰性でやってるようにしか見えない。俺は違う」

「そうかー？」

「ちゃんと流行を追いかけてる。絵柄も新しくしてる」

　お酒が来た。

　乾杯はしなかった。

　喉元まで上がってきた言葉を錦は呑みこんだ。

　美屋──今は、ＰＮペンネームをビショップに変えたらしい。

　錦の目から見て、美屋は流行を追いかけられていなかった。絵柄も小手先で誤ご魔ま化かしているだけの周回遅れだ。

　しかし、それは自分も大差ない。

　錦はウイスキーを傾ける。

「……お前さ、女子高生のカノジョが欲しかったのか？」

「ぐっ!?」

「それにしても、アレはムリだろ」

「な、なんのことだ!?　お前には関係ない」

「誤解しないように言っておくが……海え老び名な水み織おりに教えてるプロってのは、俺やユウトじゃないぞ？」

　美屋が、ぐいっと酒を呑む。

「女だ……とは配信で言っていたな。まぁ、本当かはわからないが」

「京きよう橋ばし彩あや華かだ。せいぜい敵に回さないように気をつけとけ？」

「んがっ!?」

「まぁ、驚くよな……高校生を相手にするほど暇な人じゃないし。何かよっぽどの理由があったんだと思うぜ？」

　美び屋やが声を震わせる。

「い、いや……俺は、若いイラストレーター志望者に……親切にしてた、だけだ」

「まぁ、まっとうにやってれば、そのうち縁もあるって」

「お前は、あったのか？」

「まっとうにやってないんだよなぁ」

　錦が苦笑した。

　美屋が顔をしかめる。

「なんだ、たんなる希望的な観測じゃないか」

「いやいや……俺じゃないけど、若い女の子に、家事とかやってもらってるヤツはいるって」

「なんだ、その人類の敵は？　うらやまけしからん、死ね」

「相変わらず、口が悪いなぁ」

　一杯呑のんだ美屋が、ソファーから立ち上がる。

「……俺は……もう一度、まじめに描いてみるつもりだ。あっ、お前に助言は求めない」

「わかってるって」

　別れの言葉はなく、彼は足早に店から出て行った。

　ぽりぽり、と錦は頭を掻かく。

　──もう一度、まじめに、か？

　やだねえ。

　俺も、がんばりたくなっちまうじゃねえか。

「そんな器じゃねえって……」

　ブーンブーン、とポケットの中でスマホが振動した。

　社長からだ。

　夢を見そうになったところで現実へと呼び戻されるのは、いかにも自分らしいな、と錦は苦笑する。

　受話ボタンを押した。

「はいはーい、二に色しきっすー」

　ぼそぼそ、と小さな声で、ご年配の社長が喋しやべる。

「………………」

「……は？　倒産!?」

　錦にしきは手にしたグラスを落としそうになった。





　　　　†






　同人即売会《プリンマーケット33》が、無事に閉会を迎えての、午後６時──

　結局、水み織おりの本は、完売だった。

　そして、乃のノの香かの本も同じく。

　打ち上げしよう！　ということになって、主役の２人が高校生と中学生なので、健全にファミレスを選んだ。

　夕飯時で土曜なので、なかなか繁盛している。

　参加者は、水織、乃ノ香、悠ゆう斗と、白しろ砂すなの４人だ。錦は用事があるとかで先に帰った。

　サークル主である水織が声をあげる。

「かんぱーい♪」

　ドリンクバーでの乾杯だった。

　水織がコーラを一気に飲み干す。

「ぷはっ！　効くぅ」

　乃ノ香がつっぷした。

「ふわぁー……終わりましたねー……何度かユウト先生のサークルの打ち上げに参加させてもらってますが、こんなにカルピスが身体からだに沁しみるのは初めてです」

「楽しかったー!!　次は私も何か描く！」

　白砂はコミケに来たことはあるが、スペースで売り子をしたのは初めてだった。どうやら気に入ったらしい。

「わぁ、白砂先生が同人誌を描かれるんですか、楽しみです」

　乃ノ香が言って、水織がうなずいた。

「いいね、いいね、楽しみだねー。でも変なヤツに絡まれないよう、気をつけてね？」

「うっ……」

　会場で水織が美び屋やと揉もめていた経緯は聞いている。ナスの話も知っている。

　白砂が早くも怯ひるんでいた。

　悠斗は言う。

「面倒が起きたら、相談してくれれば」

「わぁ、さすがユウト先パイ！　頼れるじゃん☆」

「解決できるとはかぎらないけど、できるだけのことはするつもりだから」

「ありがと♪」

　悠ゆう斗とは頭を掻かく。

「なんて言って……今日のトラブル、僕は何もできなかったけどね」

　乃のノの香かが手を合わせた。

「そんなことないです。あのタイミングで来てくださって、本当に助かりました」

　悠斗たちを横目に、水み織おりが２杯目のコーラをグイッと飲んだ。

　しばらくして、悠斗はお手洗いに立った。

　用を済ませてトイレから出る。

　すると、廊下に水織が立っていた。

　女子トイレが空くのを待っているのかな──と悠斗は横を素通りしようとする。

「ねえ……」

　呼び止められた。

「うん？　どうしたの？」

　水織がスマホを取り出す。

　その画面には、悠斗のマンションを訪ねてくる乃ノ香が写っていた。




「中学生のコスプレ売り子ちゃんを……連れこんでるんですか？　ユウトせんせ」

[image: ]
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『14歳とイラストレーター６』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　乃のノの香かちゃんがイラストレーターを目指すことになりました。まだまだ初心者ですが、今後の成長を見守っていただければと思います。

　今回の展開はシリーズ当初から考えてはいたのですが、長期シリーズになったらという条件付きでした。たくさんの応援のおかげさまで書くことができました。ライバル（？）の海え老び名な水み織おりも登場できました。

　いろいろ用意しているので、楽しんでいただければ嬉うれしいです！




　今回、猫のワコムが珈琲コーヒーで濡ぬれてしまったシーンについて──カフェインは猫ちゃんに良くないものの、ちょっと嘗なめたくらいでは体調不良になりませんので、水を被かぶるほど慌てなくても大丈夫です（豆知識）。




　講談社ラノベ文庫で刊行中の『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』ＴＶアニメが大変に好評で、本当に嬉しいかぎりです。ラノベもよろしくお願いします。

　そして、本作の企画をし、素晴らしいイラストを描いてくださっている溝みぞ口ぐちケージ先生の『青春ブタ野郎はバニーガール先輩の夢を見ない』ＴＶアニメが大好評放映中です！

　素敵な作品ですよ。

　そしてそして、この『14歳とイラストレーター』のKamelieカメーリエ先生によるコミカライズが、サイコミにて連載中。さらに、本書と同時に第１巻が刊行されます！

　ラノベ版とは一味違うサービス満点のコミカライズ版を、ぜひお楽しみください！




　デザイナーの木き緒おなち様、今回も素敵なデザインをありがとうございます。『ぼくたちのリメイク』コミカライズ連載開始、おめでとうございます！

　担当編集の神かみ長なが様、おかげで刊行することができました。ありがとうございます！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　猫ちゃんのことをご教授くださったペットハウス・ボブテイルシュウの高たか山やま様。

　そして、ここまで読んでくださった読者様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　
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　実はもなにもないのですが、色々あって今年の仕事量が例年の５割増しくらいだったせいなのか、９月頭にぶっ倒れてしまいました。

　体調自体はひと月で回復したのですが、そのせいですべての仕事が後ろに倒れていってしまい、この巻のイラスト枚数が減ってしまっております……。

　せっかくの１年なのに全方位に迷惑を掛けっぱなしですみません！　試しに厄年かな？　と思って調べてみたら女性なら大厄でした。僕は女性だった……？




　ということで、開幕謝罪からすみません！　ここから明るい溝みぞ口ぐちケージです！




　気が付けばもう６巻。もし毎巻ヒロインを増やしてたら、やがて地上はヒロインで埋まり、日が差さなくなった大地は死を迎えることになるかもしれません。

　地球のためにも僕たちは泣く泣く５巻で新キャラを増やさなかったのですが、６巻では１冊ぶりの表紙新キャラです。銀髪は描いてて楽しい（結論）。

　実はさくら荘以来かもしれません。もっと銀髪を寄こせ……。全部だ……。




　水み織おりちゃん編は７巻に続きますので、そんなにお待たせしないで頑張ってすぐ出せるよう懸命に努力したいと思います。大人は嘘うそを付きません。たまに病気になるだけなのです。




　さて、今回もむらさきさん、担当の神かみ長ながさん、デザインの木き緒おさん、その他大勢の方々に大きな感謝を。

　特に同時発売のコミカライズ！　Kamelieカメーリエ先生、いつも本当に可愛かわいい乃のノの香かちゃんをありがとうございます！

　あちらの第１巻にむらさきさんも巻末に短編を寄せて、僕も１枚描かせていただいているので良かったらぜひぜひぜひぜひ!!




　ってことで、今回もむらさきさんと楽しくお話を作れました。次回の話を早く作りたいです。わくわく。





溝口ケージ　　　
















電子書籍特典　書き下ろし短編

『ホワイトデー（マリィ）』





　３月14日──

「やっぱり、返事がない」

　悠斗は数日前から、マリィに連絡をしていた。

　バレンタインのお返しをしたい、ということで。

　しかし、ＬＩＮＥに既読すらつかない。電話をかけると〝電源が入っていないか電波が届かない場所に……〟とアナウンスが流れる。

　そろそろ日付が変わりそうだ。

「…………行ってみるか」

　普通なら、深夜に女性の自宅を訪ねるなんて失礼すぎるが、マリィは夜行性だった。昼間は寝ている可能性が高い。

　終電を乗り継いで、代官山駅へ。

　エントランスのインターホンを鳴らす。

　果たして、中に繋がった。

　通話中のランプが点く。ところが、声はない。

　ガタガタ！　ずざー、と物音はするのだが。

　悠斗はマイクに向かって話す。

「マリィ？　生きてるよね？　こんな夜分に申し訳ないんだけど、ちょっとでいいから話せないかな？」

「……ッ」

　息づかいは伝わってきたものの、結局は無言のまま、エントランスの自動ドアが開いた。

〝入れ〟ということか。

　エレベーターで32階へ。

　玄関のインターホンを押す。

　反応がない。

　中から、かすかに物音はしているのだが……

　５分くらい悩んだ。在宅は確実だ。もしかしたら玄関に出られないほど体調を崩している可能性も？

　──倒れているかも!?

　悠斗は玄関扉を開いた。

　物が溢れていた。

　本。

　通販の箱。

　コンビニ袋は、たぶん弁当の空箱入り。

　乃ノ香が家事を引き受けてくれる前の悠斗の部屋に、よく似ていた。ちょっと前に訪ねたときより、だいぶ悪化している。

　そんな部屋の中から、Ｔシャツ１枚だけの格好で、マリィが飛び出してくる。

「ユウトくん！」

「うわっ!?」

　飛び出してきた勢いのまま、彼女は抱きついてきた。なかなかの勢いだ。

　子供のように軽くて小さいマリィだからいいが、下手すると玄関で押し倒されていたかもしれない。

　Ｔシャツごしに伝わってくる体温も、子供みたいに高かった。

「どうしたの、ユウトくん!?　襲いに来たの!?」

「……どう見ても、僕が襲われてる側じゃないかな？　元気そうでよかったよ……勝手に入って悪かったね。もしや倒れてるんじゃないかと思って」

　言いながら、マリィ引き剥がす。

　抱きつかれていると、落ち着いて話もできない。

「変なこと言うのね、ユウトくん？　私は元気よ」

「元気なら、せめて電話に出てほしいなぁ」

「電話？　ああ、ちょっと前から見当たらないのよ。家出かも」

「部屋を片付けよう」

「片付けたら、帰ってくる？」

「来る来る」

「ユウトくんは部屋を片付けに来たの？」

「そんなわけないでしょ」

　悠斗は手に持っていたショップバッグを差し出した。お菓子が入っている。

「これをマリィに渡したくてね」

「紙袋？」

「いやいや、中身のほうだよ。ホワイトデー、ちょっと過ぎちゃったけど、日が昇るまでは14日でいいんだよね？」

　マリィからチョコレートを貰ったのも、０時を超えていた。

　彼女はお菓子を受け取る。

「そう……覚えていてくれたの」

「そりゃね」

　反応が薄い──かと思ったら、マリィがお菓子の袋を大切そうに胸に抱きしめた。

　ほんのり頬を染める。

「うれしい」

　その姿を見て、悠斗まで頬が熱くなった。

　ぽりぽり、と頭を掻く。

「そりゃ……よかった」

　マリィがビリビリと包装紙を破いて、お菓子の箱を開ける。

　瞳をキラキラさせた。

「ユウトくん、マドレーヌだよ！」

「うん」

　さっそく、彼女が１つをかじる。

「んむんむんむ……おふひぃ」

「マリィ、食べながらしゃべらないほうが……もが!?」

　そう言った悠斗の口に、半分くらいになったマドレーヌを突っこんできた。

　子供みたいな笑みを浮かべる。

「ほら、美味しい」

「んぐもぐもぐ……」

　バターと砂糖の豊かな甘みが口の中に広がった。

　一緒に食べるのが楽しいのか、マリィもかじって、目を細める。

　相変わらず振り回されてしまうけれど、すごく喜んでくれたみたいでよかった──と思う悠斗だった。
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